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臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金   支給の準備をすすめています

支給の準備をすすめています

子育て世帯臨時特例給付金
■問い合わせ先
　こども福祉課　☎(52)1114

■支給対象者
①平成26年1月分の児童手当・特例給付の受給者
② 平成25年中の所得が児童手当の所得制限限度額に
満たない方
　※ 上記の①と②、どちらの要件も満たす方が対象
です。（18ページ「児童手当」の表参照）

■対象児童
　上記の①児童手当・特例給付の対象となる児童※
臨時福祉給付金の対象児童、生活保護受給者となっ
ている児童は除きます。
■支給額
　対象児童1人につき1万円
■申請受付スケジュール
　支給対象となり得る方には、7月頃に「通知書」を
送付予定です。
　申請期間については、3か月間を予定しています。

臨時福祉給付金
■問い合わせ先
　社会福祉課　☎(52)1112

■支給対象者
　平成２６年度分の住民税が非課税の方
　※ 課税されている方の扶養親族および生活保護の

受給者である場合などは除きます。
■支給額
　１人につき１万円
　※ 老齢基礎年金等の受給者については、１人あた

り５千円が加算されます。
■申請受付スケジュール
　支給対象となり得る方には、７月頃に「通知書」
を送付予定です。
　申請期間については、３か月間を予定しています。
　まだ、確定申告、または住民税の申告をされてい
ない方は申告をお願いします。

──── ご注意 ────
■ 受け取ることができるのは、どちらか１つの給
付金です。
■ 申請期間などは、各市町村により異なります。
下野市以外が申請先となる場合は、事前に該当
する市町村にお問い合わせください。
■ 制度の問い合わせ：
　厚生労働省２つの給付金に関する専用ダイヤル

☎０５７０（０３７）１９２

　4月1日から消費税率が8%に引き上げられました。
　消費税の引き上げに際し、負担を緩和するため、所得の
低い方には「臨時福祉給付金」、子育て世帯には「子育て世
帯臨時特例給付金」を支給します。
　この2つの給付金は、基準日（平成26年1月1日）時点で下
野市に住民登録された方（外国人を含む）が対象です。
　基準日に市内に住民登録がない方は、住民登録されてい
た市町村で申請の受付をすることになります。
※ 対象となるかは、次のページの診断チャートをご覧くだ
さい。

「臨時福祉給付金」や「子育て世帯臨時特例給付金」の
“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”にご注意ください。

ご自宅や職場などに市町村や厚生労働省の職員をかたった電話がかかってきたり、郵便が届いたら、
市役所や警察署（または警察相談専用電話（＃９１１０））にご連絡ください。
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臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金   支給の準備をすすめています

臨 時 福 祉 給 付 金 ・
子 育 て 世 帯 臨 時 特 例 給 付 金

　支給対象者で次に該当する人は、５千円が加算さ
れます。
① 老齢基礎年金、障害者基礎年金、遺族基礎年金な
どを受給している人
②児童扶養手当を受給している人
③特別児童扶養手当を受給している人
④ 障害児福祉手当、特別障害者手当を受給している
人
⑤ 福祉手当(経過的福祉手当)を受給している人                      
など
※ 臨時福祉給付金を受給した人は、子育て世帯臨時
特例給付金を受給できません。

【公務員の場合】
　勤務先より「児童手当」を受給されていた方は、
平成26年1月1日時点で住民登録のあった市町村での
支給となります。
　申請には、勤務先より発行される「児童手当受給
資格証書」および「申請書」が必要となります。
　平成25年中の所得が児童手当の所得制限限度額以
上の方は、給付対象とはなりません。
※ 申請受付開始日は、広報しもつけ7月号や市ホー
ムページにてお知らせします。

子育て世帯臨時特例給付金 臨時福祉給付金

児童手当受給者が平成26年
1月1日時点で「下野市」に
住んでいた（住民基本台帳に
記録されていた）

平成26年1月1日時点で「下
野市」に住んでいた（住民基
本台帳に記録されていた）

（ご自身は）平成26年1月分
の児童手当の受給者であり、
かつ、平成25年中の所得が、
「児童手当の所得制限限度額
（18ページ参照）」に満たな
い

平成26年1月1日時点で「生
活保護」を受けていなかった

（ご自身は）平成26年度分の
住民税(均等割)が課税されて
いない

（ご自身はどなたかに）扶養
されている

「臨時福祉給付金」の支給対象です
※１人につき１万円を給付します

「子育て世帯臨時特例給付金」
の支給対象です

※１人につき１万円を給付します

（ご自身を）扶
養している人
は、 平 成26年
度分の住民税(均
等割)が課税され
ていない

平成26年1月分の児童手当
の対象となる児童が、臨時福
祉給付金の対象者でない

平成26年1月分の児童手当
の対象となる児童が、1月1
日時点で生活保護を受給して
いない

1月1日時点で住民
登録のあった市町村
にお尋ねください

給
付
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん

給
付
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん

※ 

た
だ
し
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
場
合
、「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の
支
給
対
象
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

1月1日時点で住民
登録のあった市町村
にお尋ねください

対象者診断チャート

はい はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ
いいえ
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投
票
で
き
る
人

　

平
成
６
年
７
月
14
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
で
、
平
成
26
年
４

月
５
日
ま
で
に
転
入
の
届
出
を

し
、
引
き
続
き
下
野
市
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

（
投
票
ま
で
に
市
外
へ
転
出
し

た
方
は
、
投
票
所
入
場
券
が
届

い
て
も
投
票
で
き
ま
せ
ん
。）

投
票
所
入
場
券

　

投
票
所
な
ど
を
記
載
し
た
投

票
所
入
場
券
は
、
７
月
７
日
㈪

に
発
送
し
ま
す
。

　

投
票
所
入
場
券
は
、
選
挙
が

あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
と
、
投
票
所
で
選
挙
人
名
簿

の
本
人
照
合
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
た
め
の
も
の
で
す
。

　

郵
便
事
情
等
に
よ
り
入
場
券

が
届
い
て
い
な
い
場
合
や
入
場

券
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
と
き

で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の

で
、
投
票
所
で
受
付
の
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

は
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。（
ご
本
人
に
投

票
所
へ
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
で
す
。）

不
在
者
投
票

〇 

病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
の

指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
指
定
を
受
け
て
い
る
病

院
等
に
入
院
等
し
て
い
る
方
は
、

そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
の
で
、
施
設
管
理
者
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

〇
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

一
定
基
準
以
上
の
障
が
い
や

要
介
護
区
分
に
該
当
す
る
方
は
、

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
あ
ら
か
じ

め
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す

の
で
、
お
早
め
に
市
選
挙
管
理

委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
（
７
月
13
日
）

に
予
定
が
あ
り
、
投
票
で
き
な

い
方
は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
投
票
期
間
・
時
間

　

７
月
７
日
㈪
〜
12
日
㈯
の
毎

日
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
8

時◆
期
日
前
投
票
所

・
国
分
寺
公
民
館

・ 

石
橋
庁
舎
（
駐
車
場
内
プ
レ

ハ
ブ
室
）

・
南
河
内
公
民
館

※
期
日
前
投
票
は
、
右
記
の
３

施
設
ど
こ
で
も
投
票
で
き
ま
す

が
、
投
票
日
当
日
は
、
投
票
所

入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所

で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

代
理
投
票
・
点
字
投
票

　

病
気
や
け
が
な
ど
で
自
分
で

候
補
者
の
氏
名
を
書
く
こ
と
が

で
き
な
い
方
や
、
目
が
不
自
由

で
点
字
投
票
を
希
望
さ
れ
る
方

〇 

他
市
区
町
村
で
の
不
在
者
投
票

　

旅
行
や
出
張
な
ど
に
よ
り
、

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

不
在
者
投
票
さ
れ
る
方
は
、
郵

便
で
の
手
続
が
必
要
で
す
の
で
、

お
早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
票

　

開
票
は
、
７
月
13
日
㈰
午
後

8
時
50
分
か
ら
、
石
橋
体
育
セ

ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
下
野
市

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
あ
れ
ば
、
参
観
は
自

由
で
す
。

　

ま
た
、
開
票
速
報
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

選
挙
公
報

　

候
補
者
の
政
見
等
を
記
載
し

た
選
挙
公
報
は
、
新
聞
折
り
込

み
に
よ
り
配
布
し
ま
す
。（
７

月
10
日
予
定
）

※
新
聞
未
購
読
の
方
は
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
郵
送
に
て
お
送
り
し
ま

す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
ほ
か
、
次
の
施
設
の

窓
口
に
も
備
え
付
け
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 

市
役
所
各
庁
舎
、
市
公
民

館
、
市
図
書
館
、
ふ
れ
あ
い

館
、
き
ら
ら
館
、
ゆ
う
ゆ
う
館
、

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
、

市
内
郵
便
局
、
市
内
金
融
機

関
、
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
（
一
部
）

立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時

　

６
月
４
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜　

場
所

　

国
分
寺
公
民
館
２
階

　

第
一
研
修
室

※
立
候
補
予
定
者
と
そ
の
関
係

者
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。（
１

陣
営
の
出
席
者
は
３
名
ま
で
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

下野市長選挙

下
野
市
長
選
挙 

７
月
1313
日
㈰　
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

下
野
市
の
市
長
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
み
な
さ
ん
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投票を忘れずに！
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下野市長選挙

当　日　投　票　所　一　覧

　投票日当日（7月13日）の投票所は、次の一覧のとおりです。投票所入場券が届きましたら、必ず開封（は
がきの右下角と左下角から開けられます。）し、記載されている投票所名をご確認ください。
　また、投票日（7月13日）には、入場券に記載されている投票所へ、時間に余裕をもってお越しください。
　なお、各投票所の地図（案内図）は、市ホームページまたは市携帯サイトで確認することができます。

投票区 投票所名 投票区 投票所名

第1 薬師寺小学校体育館 第12 児山館

第2 南河内公民館※１ 第13 石橋北小学校（プレイルーム）

第3 祇園小学校体育館 第14 細谷小学校（西校舎会議室）

第4 南河内東公民館 第15 石橋商工会館

第5 吉田西小学校体育館 第16 国分寺駅西児童館

第6 南河内第二中学校ミーティングルーム 第17 国分寺小学校体育館

第7 グリーンタウンコミュニティセンター 第18 国分寺公民館

第8 緑小学校体育館 第19 国分寺西小学校体育館

第9 石橋庁舎（駐車場内プレハブ室） 第20 こども通園センター「けやき」
（国分寺図書館隣）※３

第10 石橋小学校多目的室（旧給食室） 第21 コミュニティセンター友愛館

第11 古山小学校体育館※２ 第22 医大前コミュニティセンター

※１　南河内庁舎（別館会議室）は、庁舎取り壊し工事準備のため南河内公民館へ変更になりました。
※２　古山小学校は、これまでの西側昇降口から体育館へ変更になりました。
※３　旧保健センターは、こども通園センターへ名称変更になりました。（投票所の場所は変わりません）

南河内公民館投票所のご案内
〈案内図〉

体育
センター

南河内
図書館

南河内
庁舎

グラウンド

投票所
（南河内公民館）
投票所

（南河内公民館）駐車場
P

〈案内図〉
古山小学校投票所のご案内

駐車場

プールプール

P
駐車場

東
門 文

教
通
り

正門

校庭

P

北門（西） 北門（東）

投票所
（体育館）

（車は入れません）

（
車
は
入
れ
ま
せ
ん
）

車でお越しの際は、公民館前の駐車場をご利用くだ
さい。投票所は２階中央のギャラリーです。

車でお越しの際は、北門（西）から職員駐車場をご利
用ください。（正門・東門から車は入れません）投票
所は体育館です。

■問い合わせ先　下野市選挙管理委員会　☎（40）5562
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百
歳

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

山
口
マ
サ
さ
ん
（
大
正
3
年

4
月
生
）
が
百
歳
を
迎
え
ら
れ
、

市
長
よ
り
祝
詞
と
お
祝
い
の
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

山
口
さ
ん
は
姉
妹
で
旅
行
す

る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
み
で
、

よ
く
出
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
で
も
姉
妹
の
こ
と
を
気
に

か
け
る
優
し
い
方
で
す
。

　

ま
た
、
普
段
は
、
良
き
妻
・

良
き
母
と
し
て
家
庭
を
支
え
て

い
ま
し
た
。

　

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
薪
能
が

行
わ
れ
ま
し
た

　

５
月
６
日
、
下
野
国
分
寺
跡

に
お
い
て
薪
能
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

下
野
国
分
寺
跡
保
存
整
備
完

成
記
念
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た

こ
の
薪
能
で
は
、
同
整
備
跡
に

特
設
会
場
が
設
置
さ
れ
、
約
１
，

１
０
０
人
の
来
場
者
で
埋
め
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
間
国
宝
の
野
村
万
作
氏
に

よ
る
狂
言
「
舟

.
ふ
な

渡わ
た
し

聟む
こ

」
や
石
橋

高
校
出
身
の
山
中
一
馬
氏
に
よ

る
能
「
連れ

ん

獅じ

子し　

石
し
ゃ
っ
き
ょ
う

橋
」
な
ど

が
演
じ
ら
れ
、
か
が
り
火
と
野

外
の
静
寂
の
中
、
薪
能
の
独
特

な
雰
囲
気
に
会
場
が
包
ま
れ
ま

し
た
。

　

来
場
者
で
初
め
て
薪
能
を
見

た
市
内
に
住
む
女
性
は
、「
生
で

見
て
感
動
し
た
。
初
め
て
見
た

薪
能
に
引
き
込
ま
れ
た
。
日
常

で
は
味
わ
え
な
い
感
動
が
あ
っ

た
。」
と
感
動
し
た
様
子
で
し
た
。

Shimotsuke
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空
手
国
際
大
会
で

優
勝
！

　

４
月
19
日
に
東
京
体
育
館

で
行
わ
れ
た
第
10
回
国
際
青

少
年
空
手
道
選
手
権
大
会

（
組
手
の
部
12
歳
男
子
50
キ

ロ
グ
ラ
ム
級
）
に
出
場
し
た
、

大
関
潤
選
手
（
南
河
内
第
二

中
１
年
）
が
見
事
優
勝
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
体
調
も
絶
好
調
で

あ
ま
り
緊
張
は
し
な
か
っ
た

と
い
う
大
関
選
手
。「
決
勝

で
対
戦
し
た
ロ
シ
ア
の
選
手

は
強
か
っ
た
。
決
勝
は
判
定

勝
ち
と
な
っ
た
が
、
で
き
れ

ば
一
本
勝
ち
し
た
か
っ
た
。」

と
、
試
合
を
振
り
返
っ
て
い

ま
し
た
。

テ
ニ
ス
全
国
大
会
で

ベ
ス
ト
８

　

３
月
29
〜
31
日
、
千
葉
県

白
子
町
で
行
わ
れ
た
第
13
回

全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
に
一
本
松
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
（
グ
リ
ム
の
里
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）
の
林
崇
雅

選
手
（
石
橋
中
１
年
）
が
男

子
６
年
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
に

出
場
し
、
見
事
５
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
ク
ラ
ブ
か
ら
ダ

ブ
ル
ス
女
子
で
大
橋
瑠
那
選

手
（
上
三
川
）
と
三
好
夏
未

選
手
（
壬
生
）
が
９
位
に
入

賞
し
、
市
長
に
報
告
に
訪
れ

ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

亘
理
町
招
待
事
業
を

行
い
ま
し
た

　

４
月
22
〜
23
日
、
市
・
国
内

交
流
協
会
・
亘
理
町
応
援
団
の

主
催
で
震
災
被
災
地
の
仮
設
住

宅
に
住
む
宮
城
県
亘
理
町
の
方

43
名
を
招
待
し
、
交
流
事
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

初
日
の
22
日
は
天
平
の
丘
公

園
の
花
ま
つ
り
会
場
に
て
、
か

ん
ぴ
ょ
う
を
使
っ
た
昼
食
の
後
、

「
坊
ち
ゃ
ん
列
車
」
に
乗
っ
て
八

重
桜
が
咲
い
て
い
る
園
内
を
散

策
し
た
り
、
し
も
つ
け
風
土
記

の
丘
資
料
館
の
見
学
な
ど
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夜
は
ゆ
う
ゆ
う
館
で

の
ん
び
り
お
風
呂
に
入
っ
た
後
、

亘
理
町
応
援
団
や
自
治
医
科
大

学
の
学
生
な
ど
と
の
交
流
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
栄

町
自
治
会
の
有
志
に
よ
る
手
打

ち
そ
ば
な
ど
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自

慢
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
栃
木
県

代
表
の
杉
山
忠
さ
ん
と
、
そ
の

友
人
で
あ
る
東
京
代
表
の
大
石

光
晴
さ
ん
が
歌
を
披
露
し
、
会

場
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
グ
リ
ム
の
館
や

下
野
薬
師
寺
歴
史
館
を
見
学
し

た
後
、
道
の
駅
し
も
つ
け
で
お

土
産
や
特
産
品
な
ど
の
買
い
物

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　

亘
理
町
役
場
職
員
の
齋
藤

さ
ん
は
、「
亘
理
町
で
は
約
３
，

０
０
０
軒
の
仮
設
住
宅
が
あ
り
、

10
軒
に
１
軒
が
仮
設
住
宅
で
す
。

復
興
に
は
長
い
時
間
が
か
か
る

が
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
で
閉
塞

感
を
拭
い
た
い
。
参
加
者
も
た

い
へ
ん
喜
ん
で
い
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
感
謝

の
気
持
ち
を
表
し
ま
し
た
。

Shimotsuke
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平成25年度下半期の財政状況
　市では、皆さんに納めていただいた市税などの収入の状況や、それがどのように使われているか、また、市
の財産や借入金の状況がどのようになっているかを、年２回に分けて公表しています。
　今回は、平成25年度下半期分（３月末までのもの）の財政状況についてお知らせします。
　４、５月の出納整理期間を含めた決算の状況については、決算特集号にてお知らせします。

【歳　入】　予算総額２４９億２，２４２万円　収入済額２１８億２，８８７万円（収入率８７．６％）

【歳　出】　予算総額２４９億２，２４２万円　支出済額２０１億７，５９５万円（執行率８１．０％）

市  税 市民の皆さんや市内に事務所などを持
つ法人などに納めていただく税金です。

議  会  費 議員報酬や市議会運営のための
経費です。

総  務  費 庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、税
金の徴収などの経費です。

民  生  費 障がいのある方や高齢者に対する福祉の
充実、子育て支援などの経費です。

衛  生  費 感染症予防、健康増進、環境保
全、清掃費などの経費です。

農林水産業費 農林水産業の振興を図るための支援
や、生産基盤整備などの経費です。

商  工  費 商工業や観光の振興などの経費
です。

土  木  費 道路、河川、公園などの整備や
維持管理のための経費です。

消  防  費 消防や火災予防などの災害対策
のための経費です。

教  育  費 学校教育・生涯学習の充実、文化・
スポーツ振興などの経費です。

公  債  費 市債の元金・利子を支払うため
の経費です。

そ  の  他 労働費、予備費などです。

譲与税・交付金
地方譲与税、地方消費税交付金、
自動車取得税交付金などです。

地 方 交 付 税 国税の一定割合を財源として、国が一
定基準により市に交付するものです。

国 庫 支 出 金 国からの負担金や補助金などで
す。

県 支 出 金 県からの負担金や補助金などで
す。

繰  入  金 基金の取り崩しなどです。

繰  越  金 前年度で決算剰余金が生じたとき
翌年度の歳入に繰り越したものです。

市  債 政府・金融機構・銀行などから
調達する長期的な借入金です。

そ  の  他 分担金及び負担金、使用料及び
手数料などです。

89億4,695万円89億4,695万円
90億5,049万円90億5,049万円

（98.9%）

9億5,991万円
10億3,748万円 （108.1%）

33億3,801万円
36億6,527万円 （109.8%）

32億4,136万円
24億0,167万円 （74.1%）

15億1,256万円
12億3,569万円 （81.7%）

6億8,638万円
6億8,637万円 （100.0%）

13億0,297万円
13億0,297万円 （100.0%）

37億4,510万円
14億7,310万円 （39.3%）

10億8,564万円
10億7,937万円 （99.4%）

2億2,063万円
2億1,904万円 （99.3%）

39億2,794万円
23億4,809万円 （59.8%）

64億2,487万円
58億7,646万円 （91.5%）

17億2,519万円
16億0,230万円 （92.9%）

14億0,502万円
8億7,680万円 （62.4%）

6億7,124万円
6億3,972万円 （95.3%）

30億0,363万円
22億7,560万円 （75.8%）

9億9,000万円
9億7,024万円 （98.0%）

36億7,177万円
25億1,479万円 （68.5%）

28億5,940万円
28億5,262万円 （99.8%）

2,273万円
29万円 （1.28%）

予 算 現 額
収 入 済 額

※（　）内は収入率

予 算 現 額
支 出 済 額

●一般会計予算執行状況●

平成25年度 下半期の財政状況

Shimotsuke
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●特別会計・水道事業会計予算執行状況●

●市税の状況●　住基人口 ６０，039人　　世帯数 ２２，２９６世帯

●地方債の残高● ●市有財産の現在高●

歳 入 歳 出

国民健康保険

予 算 現 額
支 出 済 額

予 算 現 額
収 入 済 額

※（　）内は収入率

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険
（保険事業勘定）

介 護 保 険
（介護サービス事業勘定）

公共下水道事業

農業集落排水事業

下 古 山 土 地
区画整理事業

石橋駅周辺土地
区画整理事業

仁良川地区土地
区画整理事業

水 道 事 業
(収益 )

水 道 事 業
(資本 )

56億2,891万円56億2,891万円
50億8,676万円50億8,676万円 （90.4％）

4億8,532万円
4億7,053万円 （97.0％）

31億8,626万円
28億4,137万円 （89.2％）

523万円
457万円 （87.4％）

17億2,402万円
14億3,063万円 （83.0％）

4億1,560万円
3億8,308万円 （92.2％）

2,355万円
2,355万円 （100.0％）

5,579万円
3,256万円 （58.4％）

6億6,851万円
4億9,481万円 （74.0％）

6億5,581万円
6億2,923万円 （95.9％）

8億3,859万円
7億9,762万円

56億2,891万円56億2,891万円
52億4,729万円52億4,729万円

4億8,532万円
4億7,756万円

31億8,626万円
31億0,899万円

523万円
480万円

17億2,402万円
14億1,676万円

4億1,560万円
4億0,908万円

2,355万円
2,363万円

5,579万円
5,579万円

6億6,851万円
6億6,212万円

8億3,905万円
8億7,442万円

3億1,120万円
3億1,038万円 （95.1％）

（93.2％）（93.2％）

（98.4％）

（97.6％）

（91.8％）

（82.2％）

（98.4％）

（100.3％）

（100.0％）

（99.0％）

（104.2％）

（99.7％）

科　　目 収入状況 市民の負担状況
1人あたり 1世帯あたり

18万1,476円
17万4,825円

4,042円
2万0,196円
2万0,741円
40万1,280円

166万6,390㎡
19万1,712㎡
185万8,102㎡
18万0,698㎡

6万7,393円
6万4,923円
1,501円
7,500円
7,702円

14万9,019円

40億4,619万円
38億9,790万円

9,013万円
4億5,030万円
4億6,243万円
89億4,695万円

区　　　　　分 内　　　訳

土　地
行 政 財 産
普 通 財 産

計
建　物 行 政 財 産

問い合わせ先 財政課　☎（40）5552
地域づくり事業推進基金
4億4,303万円
地域づくり事業推進基金
4億4,303万円

公共施設整備基金
5億4,702万円

公共施設整備基金
5億4,702万円

国民健康保険国民健康保険
財政調整基金財政調整基金

土地開発基金

高額療養費資金貸付基金

財政調整基金財政調整基金
18億5,011万円18億5,011万円

庁舎等整備基金庁舎等整備基金
15億5,351万円15億5,351万円

地域福祉基金
4億3,982万円

保健福祉施設整備基金
4億4,797万円

グリーン保存育成基金
572万円

6億6,640万円6億6,640万円

1,000万円

減債基金減債基金
29億1,448万円29億1,448万円

地域振興基金地域振興基金
15億7,744万円15億7,744万円

6億7,879万円

下古山土地区画整理事業
3,823万円

石橋駅周辺土地区画整理事業
751万円

仁良川地区土地区画整理事業
1,007万円

農業集落排水事業
28億4,121万円
農業集落排水事業
28億4,121万円

道の駅しもつけ基金
3,308万円

東日本大震災復興基金
2,073万円

介護給付費準備基金

一般旅券印紙等購買基金
3億0,234万円

300万円

市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
都 市 計 画 税
合 計

306億6,838万円
公共下水道事業
70億7,875万円
公共下水道事業
70億7,875万円

一般会計
180億8,931万円
一般会計
180億8,931万円

26億  329万円26億  329万円
水道事業水道事業

地方債残高

基金残高
114億9,343万円

平成25年度 下半期の財政状況

Shimotsuke
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髙
たか

橋
はし

　芳
よし

市
いち

（無所属）

中
なかむら

村　節
せつ こ

子（無所属）

岡
おかもと

本　鉄
てつ お

男（無所属）

松
まつもと

本　賢
けんいち

一（無所属）

柳
やなぎた

田　柳
りゅうたろう

太郎（無所属）

大
おおしま

島　昌
まさ

弘
ひろ

（無所属）

磯
いそべ

辺　香
か よ

代（無所属）

秋
あきやま

山　幸
ゆき お

男（無所属）

須
すどう

藤　勇
いさむ

（無所属）

髙
たかやま

山　利
とし お

夫（無所属）

若
わかばやし

林　稔
みのる

（無所属）

野
の だ

田　善
よしかず

一（無所属）

出
でぐち

口　芳
よし

伸
のぶ

（無所属）

岩
いわなが

永　博
ひろ

美
み

（無所属）

小
こ や の

谷野　晴
はるお

夫（公明党）

塚
つかはら

原　良
りょうこ

子（無所属）

石
いしだ

田　陽
よういち

一（無所属）

村
むらお

尾　光
みつこ

子（無所属）

　４月20日執行の下野市議会議員選挙は、届出のあっ
た候補者が議員の定数１８人を超えなかったため、無
投票により当選が決定しました。（届出順　敬称略）
■任期　平成26年５月１日～平成30年４月30日
■問い合わせ先
　○市議会について
　　議事課　☎（40）５５６１
　○市議会議員選挙について
　　下野市選挙管理委員会　☎（40）５５６２

18人の新市議会議員の皆さんを紹介します

新市議会議員　紹介

Shimotsuke
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平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
で
は
、
東
北
地
方
を
中
心
に
未

曾
有
の
災
害
が
発
生
し
、
下
野
市
で
も
建

物
に
多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

地
震
は
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
の
で
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
に
も
、
住
宅
の
耐
震
化
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、
震
災
に
強
い
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、
昭
和
56
年

５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
（
旧

耐
震
基
準
の
建
築
物
）
に
対
し
、
耐
震
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
や
木
造
住
宅
耐
震
診

断
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修
を
行
う
方
に
対

し
て
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

各
事
業
・
制
度
の
主
な
内
容
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。
事
業
の
詳
し
い
内
容
や
申

請
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
計
画
課　

☎（
48
）２
１
１
４

れ
た
住
宅

③
賃
貸
を
目
的
と
し
な
い
住
宅

　

※ 

在
来
軸
組
工
法
と
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
基
礎
の
上
に
木
材
で
骨
組
み
を
組

み
、
外
壁
材
・
内
壁
材
を
組
み
込
ん

で
い
く
工
法
で
す
。

■
補
助
対
象
者

　

次
の
条
件
を
満
た
す
方
が
対
象
で
す
。

① 

補
助
対
象
住
宅
を
所
有
す
る
方
で
、
そ

の
住
宅
に
居
住
す
る
方

② 

木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
補
助
金
を
初

め
て
受
け
る
方
（
補
助
を
受
け
て
耐
震

診
断
を
実
施
し
た
後
に
補
強
計
画
を
策

定
す
る
場
合
も
対
象
と
す
る
）

③ 

市
税
等
の
滞
納
の
な
い
方

■
補
助
額

① 

耐
震
診
断
の
み
を
行
う
場
合

　

 

２
万
円
（
上
限
。
診
断
費
用
は
３
万
円

で
す
が
、
住
宅
の
図
面
が
な
い
場
合
は

別
途
費
用
が
か
か
り
ま
す
。）

② 

補
強
計
画
策
定
の
み
を
行
う
場
合

　

８
万
円
（
上
限
）

③ 

耐
震
診
断
と
補
強
計
画
策
定
を
同
時
に

行
う
場
合

　

10
万
円
（
上
限
）

　

※ 

耐
震
診
断
等
に
要
し
た
経
費
の
３
分

の
２
以
内
を
市
が
補
助
し
ま
す
が
、

診
断
等
の
料
金
は
住
宅
の
面
積
、
図

面
の
有
無
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

《
参
考
》

　

耐
震
診
断
と
補
強
計
画
策
定
を
同
時
に

行
う
場
合
の
費
用
の
目
安

○
延
べ
床
面
積

耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
ま
す

１
．
耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業

　
「
耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
は
、
栃
木
県

の
認
定
を
受
け
た
建
築
の
専
門
家
で
、
実

際
に
建
物
を
見
た
う
え
で
建
築
物
の
耐
震

診
断
や
耐
震
改
修
に
関
す
る
技
術
的
助
言

を
行
い
ま
す
。
市
が
派
遣
費
用
を
す
べ
て

負
担
す
る
た
め
、
個
人
の
費
用
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
住
宅

　

店
舗
等
併
用
住
宅
を
含
み
ま
す
が
、
そ

の
場
合
は
、
店
舗
等
の
床
面
積
が
延
床
面

積
の
１
／
２
未
満
と
し
ま
す
。

■
費
用　

無
料

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
用
を
補
助

２
．
木
造
住
宅
耐
震
診
断
等
補
助

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
は
、
建
物
の
構
造

を
確
認
し
た
う
え
で
、
ど
れ
だ
け
地
震
に

耐
え
ら
れ
る
か
詳
し
く
調
査
し
、
耐
震
性

の
有
無
を
診
断
す
る
ほ
か
、
耐
震
診
断
結

果
を
も
と
に
補
強
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
住
宅

① 

木
造
２
階
建
て
以
下
の
一
戸
建
て
住
宅

（
併
用
住
宅
を
含
む
）

② 

在
来
軸
組
工
法
（
※
）
に
よ
り
建
築
さ

　

１
０
０
㎡
以
内 

12
万
円

　

１
０
０
㎡
〜
１
５
０
㎡ 

13
万
5
千
円

　

１
５
０
㎡
〜
２
０
０
㎡ 

15
万
円

　

２
０
０
㎡
以
上 

17
万
円

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
費
用
を
補
助

３
．
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
補
強

計
画
に
基
づ
い
て
実
際
に
耐
震
補
強
工
事

を
行
う
場
合
に
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
住
宅

　

次
の
条
件
を
満
た
す
市
内
の
住
宅
が
対

象
で
す
。

① 

下
野
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
を
実

施
し
た
住
宅
、
も
し
く
は
そ
れ
と
同
等

と
認
め
ら
れ
る
耐
震
診
断
及
び
補
強
計

画
策
定
（
以
下
、「
耐
震
診
断
等
」）
を

実
施
し
た
住
宅

② 

「
耐
震
診
断
等
」
の
結
果
、
耐
震
改
修

が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
木
造
住
宅

■
補
助
対
象
者

　

次
の
条
件
を
満
た
す
方
が
対
象
で
す
。

① 

「
耐
震
診
断
等
」
を
実
施
し
、
そ
の
補

強
計
画
に
基
づ
い
て
耐
震
改
修
を
行
う

方
② 

対
象
住
宅
を
所
有
及
び
居
住
し
、
市
税

等
の
滞
納
の
な
い
方

■
補
助
額

　

耐
震
改
修
に
要
し
た
経
費
の
２
分
の
１

以
内
を
市
が
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、
上

限
は
80
万
円
で
す
。

木
造
住
宅
へ
の

耐
震
補
助
制
度
の
ご
案
内

木造住宅への耐震補助制度のご案内

Shimotsuke
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連載vol.4 ： ねんりんピック栃木２０１４

■問い合わせ先　高齢福祉課　☎（５２）１１１５

　現在、世界で囲碁をたしなむ人は３千万人を優に超え、国際囲碁連盟に加入する国は、今年になってマカオ
が加わり、７５か国に達しています。囲碁が世界の文化遺産といわれるのは、単に勝負の面白さだけでなく、
その思想性、奥深さ、あるいは哲学的なものが世界の人々に理解されたからだといわれています。その一つの
例として、ゲームの最後に「地」（自分の領地）を数えるとき、敵である相手方に自分の大切な領地の計算を
任せることです。これは欧米人が囲碁で最も感銘する部分で、「何と高潔なゲームだろう」と思うそうです。
　最近、近代の碁聖と言われる呉

ご

 清
せい

源
げん

九段が、「２１世紀、碁は調和の碁でなければならない」と云い、これ
が多くの人の共感をよんでいます。調和とは、「よく釣り合って全体が整い、矛盾、衝突がなく、理に和合す
ることであり、碁はその調和の精神と具現的に最もふさわしいゲームである」という、呉 清源九段の考えな
のです。小は地域社会から、大は地球規模において、今最も求められているのがこの「調和の精神」ではない
でしょうか。
　このような、囲碁の素晴らしさをねんりんピックを通し全国の皆さんに知っていただき、国民文化の一環と

して下野市で行われる囲碁の歴史的大会が成功することを心から願うものです。
　　　　　　　　　　　ねんりんピック栃木２０１４下野市実行委員会
　　　　　　　　　　　副会長兼競技最高顧問　戸塚 和夫（日本棋院栃木県本部長）

５月号の正解は、
　☆第１問＝C
　☆第２問＝A
　☆第３問＝C

でカンピ！

～囲碁コラム～

◆三択問題、各問次の一手を〔白番〕A・B・Cの中から選んでください。
◆応募方法は、住所・氏名・電話番号・解答を記入して、ハガキまたはFAXで送付願います。
　◎ハガキ：下野市高齢福祉課　〒329-0502下野市下古山1220
　◎FAX：52-3712（高齢福祉課あて）　◎応募期限：6月30日必着
◆正解者多数の場合は、抽選にて決定します。
◆当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

〔白番〕 第 1問 第 2問 第 3問

AA

AA

BB

BB

BB

CC

AA

CC

CC

ねんりんピック栃木2014囲碁交流大会開催まであと 125日!
（6月1日現在）150日前イベントで大会メダル等がお披露目されました

　5月18日、とちぎ健
康の森において、囲碁
交流大会栃木県予選が
開催され、栃木県代表
を目指す大勢の参加者
たちで熱戦が繰り広げ
られました。

☆天明鋳物の「大会メダル」
☆烏山手すき和紙の「賞状」
☆日光杉並木の「楯」

Shimotsuke
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次
の
と
お
り
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

　

9
月
19
日
㈮

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

●
会
場

　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

●
内
容

　

式
典
、
演
芸
観
賞
な
ど

●
対
象
者

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者

　

平
成
26
年
12
月
31
日
ま
で
に
75
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
る
方

●
そ
の
他

　

バ
ス
の
運
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
後
日
広
報
等
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

結
婚
以
来
50
年
の
永
き
に
亘

り
、
お
互
い
に
い
た
わ
り
合
い
、

励
ま
し
合
い
、
苦
楽
を
共
に
し
、

家
庭
の
隆
昌
に
尽
力
し
、
社
会

に
貢
献
し
て
き
た
ご
夫
婦
を
祝

福
し
ま
す
。

■
日
程

　

９
月
19
日
㈮

　

敬
老
会
の
式
典
時

■
会
場

　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

（
１
）
住
民
基
本
台
帳
法
に
よ

り
本
市
の
住
民
票
に
記
載
さ
れ

て
い
る
方

（
２
）
平
成
26
年
１
月
１
日
〜

12
月
31
日
に
結
婚
50
年
を
迎
え

る
方
（
※
昭
和
39
年
１
月
１
日

〜
12
月
31
日
に
婚
姻
届
を
提
出

し
、
継
続
し
て
50
年
を
迎
え
る

夫
婦
が
対
象
で
す
。）

（
３
）
市
が
行
う
金
婚
夫
婦
を

祝
福
す
る
会
へ
ご
夫
婦
で
参
加

す
る
こ
と
を
希
望
し
、
会
場
に

来
ら
れ
る
方

■
申
込
期
間

　

６
月
２
日
㈪
〜
30
日
㈪

■
申
込
方
法

　

市
民
課
、
高
齢
福
祉
課
窓
口

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

取
得
し
た
「
金
婚
夫
婦
祝
福

会
参
加
申
込
書
兼
戸
籍
確
認
同

意
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

き
ら
ら
館
内
高
齢
福
祉
課
ま
で

郵
送
ま
た
は
直
接
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

敬老会とあわせて
　「金婚夫婦を祝福する会」を
　　　　　　　　　　　　　　実施します

平成26年度敬老会のお知らせ

平成26年度敬老会のお知らせ平成26年度敬老会のお知らせ

■申し込み・問い合わせ先
　〒329-0502　下野市下古山1220番地
　高齢福祉課（きらら館内）　☎（52）1115

昨年度の敬老会の様子

Shimotsuke
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■
男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
何
？

　

男
性
と
女
性
が
、
お
互
い
に
そ

の
人
権
を
尊
重
し
な
が
ら
、
責
任

を
分
か
ち
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

日
本
全
体
が
急
速
に
高
齢
化
し

人
口
減
少
社
会
に
転
じ
て
い
る
中

で
、
少
子
化
に
対
応
し
社
会
に
活

力
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
、
性
別

に
か
か
わ
ら
ず
、
だ
れ
も
が
い
き

い
き
と
活
躍
す
る
こ
と
の
で
き
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
が
必

要
で
す
。

■
男
女
共
同
参
画
週
間

　

平
成
11
年
6
月
23
日
に
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
が
公
布
・
施

行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
毎
年
6
月

23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
1
週
間
は

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
に

「
自
分
ら
し
さ
」
を
大
切
に
し
て
豊

か
な
生
活
を
送
る
た
め
、
身
の
回

り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
〝
家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ
〞

　
「
男
性
が
、
企
業
人
と
し
て
も
家

庭
人
と
し
て
も
豊
か
な
生
活
を
お

く
る
た
め
に
、
長
時
間
労
働
を
減

チ
ェ
ッ
ク
②

　

男
女
が
協
力
し
て
双
方
の
視
点

を
活
か
し
、
性
別
に
関
わ
り
な
く

興
味
の
あ
る
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
職
場
は
、
働
き
や
す
く
、

い
き
い
き
と
し
た
職
場
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
責
任
を
共
有
し
な

が
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
能

力
を
発
揮
で
き
る
職
場
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

チ
ェ
ッ
ク
③

　

地
域
の
活
動
で
、
何
気
な
く
男

性
と
女
性
の
役
割
が
決
ま
っ
て
い

る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
地

域
の
活
動
に
お
い
て
も
、
男
女
の

双
方
の
視
点
を
活
か
し
な
が
ら
、

性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
に
協
力
し
て

進
め
ま
し
ょ
う
。

　

国
で
は
、
社
会
全
体
で
女
性
の

活
躍
を
応
援
す
る
気
運
を
醸
成
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今

年
3
月
に
「
輝
く
女
性
応
援
会
議
」

を
開
催
し
、
女
性
が
輝
く
社
会
を

ら
し
て
、
女
性
と
共
に
家
事
・
育

児
・
介
護
・
地
域
活
動
に
関
わ
り

た
く
な
る
よ
う
に
」
と
の
概
念
で

内
閣
府
が
募
集
し
、
今
年
度
の
男

女
共
同
参
画
週
間
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
〝
家

事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ
〞
で
す
。

■
意
識
度
チ
ェ
ッ
ク
！
！

　

次
の
３
つ
の
場
面
で
の
あ
な
た

自
身
の
意
識
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

チ
ェ
ッ
ク
①

　
「
家
事
・
介
護
は
妻
や
娘
、
庭
仕

事
は
夫
」
の
よ
う
に
、
性
別
に
よ
っ

て
役
割
を
固
定
す
る
こ
と
は
望
ま

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
一
人
ひ

と
り
の
考
え
を
尊
重
し
て
認
め
合

い
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
、
家
事
・

育
児
・
介
護
な
ど
、
家
族
全
員
で

役
割
分
担
し
ま
し
ょ
う
。

目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
同

時
に
男
性
に
と
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ

が
望
む
形
で
人
生
を
選
べ
る
社
会

を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

下
野
市
で
は
、
下
野
市
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
（
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

し
も
つ
け
）
に
基
づ
い
て
、「
お

互
い
を
理
解
し
尊
重
す
る
心
豊
か

な
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
下
野
市
」

を
将
来
像
に
、
男
女
の
自
立
と
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

■
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す

　

５
月
31
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

の
1
か
月
間
、
男
女
共
同
参
画
の

啓
発
を
目
的
と
し
た
パ
ネ
ル
の
展

示
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
展
示
場
所
】
下
野
市
役
所
国
分
寺

庁
舎
、
国
分
寺
公
民
館
、
南
河
内

公
民
館
、
南
河
内
東
公
民
館
、
石

橋
公
民
館

●
つ
ど
い
の
ご
案
内
●

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
考
え
る

「
と
ち
ぎ
県
民
の
つ
ど
い
」
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の

う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
内
容　

6
月
29
日
㈰

午
前
の
部
（
10
時
〜
正
午
）

　

 

男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
グ

ル
ー
プ
の
発
表

午
後
の
部
（
１
時
〜
３
時
）

・
記 

念
講
演
「
災
害
と
男
女
共
同
参

画
〜
３
・
11
に
学
ぶ
〜
」

・
講 

師　

堂
本
暁
子
氏
（
前
千
葉
県

知
事
、男
女
共
同
参
画
と
災
害
・

復
興
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）

場
所　

パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

（
宇
都
宮
市
野
沢
町
４

－

１
）

※
入
場
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
託
児
あ

り
）

申
込
先　

　
栃
木
県
人
権
・
青
少
年
男
女
参
画
課

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
０
７
４

男女共同参画週間

6
月
23
日
㈪
〜
29
日
㈰
は
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

〝
家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ
〞
平
成
26
年
度
男
女
共
同
参
画

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

□家事全般は、女性の
方が向いている。

□責任の重い仕事は、
男性がするべきだ。

□地域活動は、女性が
中心となるべきだ。

①②

③

①

③
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下
野
市
で
は
、
お
子
様
の
健
康
の
増
進

と
保
護
者
の
方
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、

平
成
26
年
７
月
診
療
分
か
ら
県
内
の
医
療

機
関
等
に
お
い
て
、
現
物
給
付
の
対
象
年

齢
を
未
就
学
児
（
※
）
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

※ 

未
就
学
児
…
６
歳
の
誕
生
日
到
達
後
、

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
お
子
様

資
格
者
証
の
色
が
変
わ
り
ま
す

　

助
成
制
度
の
変
更
に
よ
り
、
こ
ど
も
医

療
費
受
給
資
格
者
証
の
色
が
変
わ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
7
月
以
降
は
対
象
区
分
の
色

の
受
給
資
格
者
証
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
３
歳
以
上
の
場
合

　

制
度
変
更
時
点
で
３
歳
以
上
の
お
子
様

へ
は
、
６
月
末
頃
新
し
い
受
給
資
格
者
証

を
郵
送
し
ま
す
。

○
３
歳
未
満
の
場
合

　

３
歳
未
満
の
お
子
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
ま
で
の
受
給
資
格
者
証
を
継
続
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
７
月
以
降
、
年
齢
到
達
や
就

労
に
よ
り
対
象
区
分
が
変
わ
る
お
子
様
へ

は
、
随
時
、
該
当
す
る
色
の
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す
。

も
医
療
費
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

③ 

制
度
拡
大
で
現
物
給
付
対
象
と
な
る
方

の
平
成
26
年
６
月
以
前
の
受
診
分
に
つ

い
て
は
、
従
来
ど
お
り
「
こ
ど
も
医
療

費
助
成
申
請
書
」
で
市
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

④ 

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ

ン
タ
ー
が
実
施
す
る
災
害
共
済
制
度
に

該
当
す
る
け
が
に
つ
い
て
は
共
済
制
度

が
優
先
と
な
り
ま
す
の
で
、
現
物
給
付

の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

県
外
の
医
療
機
関
は

現
物
給
付
の
対
象
外
と
な
り
ま
す

〜
助
成
の
流
れ
〜

○ 

県
内
の
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
場
合

　
「
こ
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」（
ピ

ン
ク
色
ま
た
は
オ
レ
ン
ジ
色
）
及
び
お
子

様
の
「
健
康
保
険
証
」
を
提
示
す
る
こ
と

で
、
入
院
・
通
院
・
調
剤
に
か
か
る
保
険

診
療
負
担
の
窓
口
で
の
お
支
払
い
が
な
く

な
り
ま
す
。

○ 

県
外
の
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
場
合

及
び
小
学
生
以
上
の
お
子
様
が
受
診
す

る
場
合

　

窓
口
で
保
険
診
療
分
の
金
額
を
お
支
払

い
い
た
だ
き
、
診
療
月
の
翌
月
初
日
か
ら

１
年
以
内
に
「
こ
ど
も
医
療
費
助
成
申
請

書
」
で
市
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
上
の
注
意

① 

「
こ
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」
及

び
お
子
様
の
「
健
康
保
険
証
」
を
提
示

し
な
い
と
現
物
給
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

② 

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
、
ま

た
は
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
を
受

け
て
い
る
未
就
学
の
お
子
様
は
、
こ
ど

〔
暮
ら
し
の
お
役
立
ち
情
報
〕

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　

先
発
医
薬
品
（
こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
き

た
新
薬
）
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
医
薬

品
メ
ー
カ
ー
が
製
造
・
販
売
す
る
「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）」
は
、

厚
生
労
働
省
か
ら
「
先
発
医
薬
品
と
同
じ

有
効
成
分
を
同
量
含
ん
で
お
り
、（
先
発

医
薬
品
と
）
同
等
の
効
能
や
効
果
が
得
ら

れ
る
」
と
認
め
ら
れ
た
医
薬
品
で
す
。

お
財
布
に
も
財
政
に
も
優
し
い

　

そ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
、
先
発
医
薬

品
に
比
べ
て
薬
の
値
段
が
3
割
〜
5
割
程

度
安
く
な
る
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
普
及
に
よ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
自

己
負
担
や
国
の
財
政
・
健
康
保
険
組
合
の

負
担
な
ど
の
削
減
、
ひ
い
て
は
高
齢
化
社

会
の
進
展
に
よ
っ
て
増
大
を
続
け
る
国
民

医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

効
き
目
や
安
全
性
は
大
丈
夫
？

　
「
安
く
て
本
当
に
効
き
目
は
あ
る
の
か
」

「
安
全
性
は
大
丈
夫
な
の
か
」
と
心
配
す

る
方
も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
開
発
に
あ
た
っ

て
は
、
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
に
お
い
て
様
々

な
試
験
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
先
発
医
薬
品
と
効
き
目
や
安
全
性
が
同

等
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
も
の
だ
け

が
、
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
っ
て
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
す
。

（
参
考
：
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
２

こども医療費助成

こ
ど
も
医
療
費
助
成

平
成
26
年
７
月
か
ら
現
物
給
付
の
対
象
年
齢
を
拡
大
し
ま
す

未
就
学
児
ま
で
拡
大

■受給資格者証の色と助成方法

対象区分
受給資格
者証の色

助成方法

県内 県外

３歳未満 ピンク色 現物
給付 償還

払い
３歳～未就学児 オレンジ色

小学生～中学生 ベージュ色
償還
払い
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地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る

た
め
の
施
設
で
す
。
お
子
さ
ん

連
れ
で
遊
び
な
が
ら
、
情
報
交

換
や
仲
間
づ
く
り
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
子
育
て
の
不

安
や
悩
み
に
つ
い
て
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

下
野
市
に
は
３
か
所
の
地
区

あ
な
た
の
子
育
て
応
援
し
ま
す
！

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

に
１
か
所
ず
つ
施
設
が
あ
り
ま

す
。
お
近
く
の
セ
ン
タ
ー
を
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

市
内
外
を
問
わ
ず
、
保
護
者

同
伴
で
0
歳
〜
就
学
前
ま
で
の

お
子
さ
ま
が
ご
利
用
に
な
れ
ま

す
。

【
つ
く
し
】国
分
寺
地
区

■
活
動
内
容

①
子
育
て
相
談
（
毎
週
月
曜
日

〜
金
曜
日
）

　

育
児
に
不
安
や
悩
み
を
お
持

ち
の
方
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
に
こ
に
こ
タ
イ
ム
（
毎
週
木

曜
日
）

　

・
午
前
10
時
〜

　

・
午
後
１
時
30
分
〜

　

う
た
、
手
遊
び
、
ダ
ン
ス
の

ほ
か
に
毎
月
の
誕
生
会
、
季
節

の
行
事
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
製

作
な
ど
を
取
り
入
れ
た
親
子
遊

び
で
す
。

③
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
子
育

て
サ
ロ
ン
（
毎
月
第
３
火
曜
日
）

　

・
午
前
10
時
30
分
〜11

時
30
分

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
後
は
、

参
加
者
同
士
の
交
流
や
意
見
交

換
、
主
任
児
童
委
員
に
よ
る
育

児
相
談
も
あ
り
ま
す
。

④
折
紙
あ
そ
び
（
毎
月
第
２
・

４
水
曜
日
）

　

・
午
前
10
時
〜

　

す
ぐ
覚
え
ら
れ
る
簡
単
な
折

紙
遊
び
で
す
。

⑤
特
別
活
動

　

赤
ち
ゃ
ん
教
室
、
親
子
体
操
、

親
子
ビ
ク
ス
、
音
楽
鑑
賞
、
ク

リ
ス
マ
ス
会
、
食
育
栄
養
講
習

会
（
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
）

　

国
分
寺
東
児
童
館
に
て
、
４

月
、
７
月
、
10
月
、
１
月
、
出

前
サ
ロ
ン
「
ほ
ほ
え
み
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
時
間

　

平
日
：
午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

　

土
曜
：
午
後
10
時
〜
正
午

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

■
休
館
日

日
曜
日
、
祝
日
、
特
別
活
動
の

午
前
、
年
末
年
始
、
施
設
の
都

合
に
よ
り
臨
時
休
館
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
く
し
（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

　

☎（
43
）１
２
３
３

　

つ
く
し
の
活
動
予
定
は
下
野

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
つ
く
し

カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地域子育て支援センター

「子どもの日の製作（かぶと）」つくし
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【
み
る
く
】石
橋
地
区

■
活
動
内
容

①
育
児
相
談

　

栄
養
士
、
看
護
師
、
歯
科
衛

生
士
な
ど
専
門
家
に
よ
る
講
演

会
（
身
体
測
定
、
看
護
師
に
よ

る
発
達
相
談
を
毎
月
行
っ
て
い

ま
す
。）

②
毎
日
の
活
動

　

紙
芝
居
、
小
麦
粉
粘
土
、
エ

プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
季
節
の
製

作
、
音
楽
会
、
誕
生
会
、
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
、
骨
盤
体
操
、
ス
ク

ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
。
そ

の
ほ
か
、
保
護
者
の
方
の
リ
ク

エ
ス
ト
な
ど
も
取
り
入
れ
親
子

が
楽
し
め
る
活
動
と
な
っ
て
い

ま
す
。

③
特
別
活
動

○
出
前
サ
ロ
ン
「
ほ
ほ
え
み
」

　

５
月
、
８
月
、
11
月
、
２
月
は
、

石
橋
児
童
館
に
て
、
親
子
ふ
れ

あ
い
遊
び
、
製
作
遊
び
、
楽
器

遊
び
、
育
児
相
談
な
ど
を
行
い

ま
す
。

○
お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

　

１
月
、
６
月
の
年
２
回
開
催
。

■
利
用
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
休
館
日

　

土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
、

年
度
始
、
年
度
末
、
保
育
園
の

行
事
等
で
一
時
閉
館
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
名
札
代

　

３
１
０
円
（
１
年
間
有
効
）

　

不
審
者
対
策
の
た
め
、
来
館

時
に
は
必
ず
名
札
を
つ
け
て
頂

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

み
る
く
（
わ
か
ば
保
育
園
内
）

　

☎（
39
）６
３
０
５

　

わ
か
ば
保
育
園
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
月
の
活
動
予
定
が
載
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
毎
日
の
活
動

の
様
子
を
ブ
ロ
グ
で
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
ゆ
り
か
ご
】南
河
内
地
区

■
活
動
内
容

①
育
児
相
談

　

栄
養
士
、
看
護
師
、
歯
科
衛

生
士
な
ど
専
門
家
に
よ
る
講
演

会
（
身
体
測
定
・
看
護
師
に
よ

る
発
達
相
談
を
毎
月
行
っ
て
い

ま
す
。）

②
毎
日
の
活
動

　

紙
芝
居
、
小
麦
粉
粘
土
、
リ

ズ
ム
運
動
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
、
季
節
の
製
作
等
。
そ
の

ほ
か
、
保
護
者
の
リ
ク
エ
ス
ト

も
取
り
入
れ
、
親
子
が
楽
し
め

る
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
先
生
に
よ

る
活
動

　

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
、
骨
盤
体

操
（
毎
月
開
催
）

　

人
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

④
講
師
を
招
い
て
の
活
動

　

音
楽
会
と
音
楽
遊
び
（
毎
月

交
互
）、
親
子
体
操
（
年
２
回
）

⑤
特
別
活
動

○
お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

　

１
月
、
６
月
の
年
２
回
開
催
。

○
出
前
サ
ロ
ン
「
ほ
ほ
え
み
」

　

南
河
内
児
童
館
に
て
親
子
の

触
れ
合
い
遊
び
、
育
児
相
談
等

を
行
っ
て
い
ま
す
（
６
月
、９
月
、

12
月
、
３
月
）。

■
利
用
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分    

■
休
館
日

　

土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
、

年
度
始
、
年
度
末
、
保
育
園
の

行
事
等
で
、
一
時
閉
館
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
名
札
代

　

３
１
０
円
（
１
年
間
有
効
）

　

不
審
者
対
策
の
た
め
、
来
館

時
に
は
必
ず
名
札
を
付
け
て
頂

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
り
か
ご
（
あ
お
ば
保
育
園
内
）

　

☎（
48
）５
５
３
０

　

ゆ
り
か
ご
で
は
、
毎
月
25
日

以
降
に
「
ゆ
り
か
ご
だ
よ
り
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
日
の
活
動
の
様
子
を
ブ
ロ
グ

で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り

か
ご
・
み
る
く
で
は
、今
年
も
「
お

父
さ
ん
と
遊
ぼ
う
」
を
開
催
し

ま
す
。
お
子
さ
ま
と
一
緒
に
体

を
動
か
し
た
り
、
歌
を
歌
っ
た

り
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
知
り
た
い
方
、
子
育
て
に
つ

い
て
相
談
し
た
い
方
、
お
父
さ

ん
間
で
お
友
達
を
作
り
た
い
方

な
ど
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

６
月
14
日
㈯

○
１
回
目

　

午
前
８
時
30
分
〜
９
時
30
分

○
２
回
目

　

午
前
９
時
45
分
〜
10
時
45
分

○
３
回
目　

午
前
11
時
〜
正
午

・
０
歳
児

　
　
「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

・
１
・
２
歳
児

　
　
「
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
び
」

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
ゆ
り

か
ご
・
み
る
く
に
あ
る
参
加
申

込
書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

ゆ
り
か
ご

■
募
集
期
間

　

６
月
12
日
㈭
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ゆ
り
か
ご（
あ
お
ば
保
育
園
内
）

　

☎（
48
）５
５
３
０

　

み
る
く
（
わ
か
ば
保
育
園
内
）

　

☎（
39
）６
３
０
５

地域子育て支援センター

「編み物教室」ゆりかご

「大型絵本の読みきかせ」みるく
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■
児
童
手
当
と
は

　

児
童
手
当
と
は
、
次
代
の
社
会
を
担
う

児
童
の
健
や
か
な
成
長
に
資
す
る
た
め
、

児
童
を
養
育
す
る
父
母
な
ど
に
手
当
を
支

給
す
る
制
度
で
す
。

■
支
給
対
象

　

中
学
校
卒
業
ま
で
（
15
歳
の
誕
生
日
後

の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
）
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

請
求
者
は
、
父
母
の
う
ち
生
計
を
維
持

す
る
程
度
の
高
い
方
で
、
一
般
的
に
は
、

家
計
の
主
宰
者
（
所
得
が
高
い
方
の
方
）

と
な
り
ま
す
。

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
の
支
給
と
な

り
ま
す
。
詳
細
は
勤
務
先
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
児
童
が
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
場
合

に
は
、
施
設
等
へ
支
給
と
な
り
ま
す
。

※
対
象
と
な
る
児
童
が
留
学
の
た
め
に
海

外
に
住
ん
で
い
て
一
定
の
要
件
を
満
た
す

場
合
は
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
所
得
制
限
に
つ
い
て

　

児
童
手
当
に
は
、
所
得
制
限
限
度
額
が

設
定
さ
れ
て
お
り
、
請
求
者
の
所
得
が
所

得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合
に
は
、
手
当

額
が
児
童
の
年
齢
に
関
係
な
く
、
月
額
５
，

０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

■
請
求
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・ 

請
求
者
（
保
護
者
）
の
健
康
被
保
険
者

証
の
コ
ピ
ー
（
た
だ
し
、
国
民
年
金
加

入
者
は
不
要
で
す
。）

・ 

通
帳
の
コ
ピ
ー
（
請
求
者
本
人
の
名
義

に
限
り
ま
す
。）

・ 

平
成
26
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ

た
方
は
、
平
成
26
年
度
の
児
童
手
当
用

所
得
証
明
書
（
配
偶
者
が
当
該
請
求
者

の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
な
い
場
合
な

ど
、
配
偶
者
の
所
得
状
況
の
確
認
が
必

要
な
場
合
は
、
当
該
配
偶
者
に
つ
い
て

も
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
を
提
出
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

・ 

児
童
と
別
居
し
て
い
る
請
求
者
の
方
は
、

監
護
・
生
計
同
一
申
立
書
と
児
童
の
世

帯
全
員
の
住
民
票
（
下
野
市
内
で
の
別

居
の
場
合
に
は
住
民
票
は
不
要
で
す
。）

・ 

そ
の
他
の
書
類
が
必
要
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
受
付
場
所

○
こ
ど
も
福
祉
課
（
石
橋
庁
舎
1
階
）

○ 

市
民
課
国
分
寺
窓
口
（
国
分
寺
庁
舎
1

階
）

○ 

市
民
課
南
河
内
窓
口
（
南
河
内
図
書
館

2
階
）

児童手当の手続きのお知らせ

児
童
手
当
の
手
続
き
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
４

お忘れ物のないように

■支給対象となる児童及び手当額

支給対象となる
児童の年齢

1人あたりの手当額（月額）

所得制限限度額内の方 所得制限限度額を
超過する方

３歳未満 １５，０００円

５，０００円

３歳以上から小学校終了前
（第１・２子） １０，０００円

３歳以上から小学校終了前
（第３子以降） １５，０００円

中学生 １０，０００円
※児童の数え方については、１８歳に達する日以後、最初の３月３１日までの間にある児童のうち、
　年長者から第１子、第２子・・・と数えます。

■所得制限限度額
扶養親族等の数 所得制限限度額

０人 ６２２万円
１人 ６６０万円
２人 ６９８万円
３人 ７３６万円
４人 ７７４万円
５人 ８１２万円

以下、扶養親族等の数が１人増える毎に３８万円を加算

Shimotsuke
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■
手
当
の
支
給
時
期

　

毎
年
６
月
・
10
月
・
２
月
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
前
月
分
ま
で
の
手
当
が
支
給
と
な
り

ま
す
。
各
支
給
月
の
10
日
を
支
給
日
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
日
が
金
融
機
関
の

休
業
日
の
場
合
は
、
直
前
の
金
融
機
関
営

業
日
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
支
給
予
定
日

　

6
月
10
日
㈫

　
　
　

2
・
3
・
4
・
5
月
分

　

10
月
10
日
㈮

　
　
　

6
・
7
・
8
・
9
月
分

　

2
月
10
日
㈫

　
　
　

10
・
11
・
12
・
1
月
分

■
15
日
特
例
に
つ
い
て

　

児
童
手
当
は
、
原
則
、
申
請
し
た
月
の

翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。
出
生

や
転
入
・
転
出
が
月
末
に
近
い
場
合
、
申

請
日
が
翌
月
に
な
っ
て
も
、
出
生
日
や
転

出
予
定
日
の
翌
日
か
ら
15
日
以
内
の
申
請

で
あ
れ
ば
、
申
請
月
分
か
ら
支
給
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
申
請
が
遅
れ
る
と
、
原
則
、
遅

れ
た
月
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

状
況
の
確
認
が
必
要
な
場
合
に
は
、
当

該
配
偶
者
に
つ
い
て
も
児
童
手
当
用
所

得
証
明
書
を
提
出
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。）

※
そ
の
他
の
書
類
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
提
出
方
法

　

提
出
は
、
同
封
さ
れ
て
い
る
返
信
用
封

筒
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
提
出
の
際
は
、

不
足
書
類
の
な
い
よ
う
提
出
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
左
記
の
窓
口
に
お
い
て
も
受
付

を
し
て
い
ま
す
が
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
郵
送
で
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

○
こ
ど
も
福
祉
課
（
石
橋
庁
舎
1
階
）

○ 

市
民
課
国
分
寺
窓
口
（
国
分
寺
庁
舎
1

階
）

○ 

市
民
課
南
河
内
窓
口
（
南
河
内
図
書
館

2
階
）

■
提
出
期
限

　

6
月
30
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

　

平
成
26
年
5
月
31
日
現
在
、
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
た
方
で
、
引
き
続
き
児
童

手
当
を
受
給
す
る
に
は
、
6
月
に
更
新
の

手
続
き
と
な
る
現
況
届
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、
6
月
中
旬
に
現
況
届

を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
現
況
届
の
提

出
を
さ
れ
な
い
と
、
6
月
分
以
降
の
手
当

（
10
月
振
込
分
以
降
の
手
当
）
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

■
届
出
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
現
況
届

・ 

受
給
者
（
保
護
者
）
の
健
康
被
保
険
者

証
の
コ
ピ
ー
（
国
民
年
金
加
入
者
の
方

は
不
要
）

・ 

児
童
と
別
居
し
て
い
る
受
給
者
は
、
監

護
・
生
計
同
一
申
立
書
と
児
童
の
世
帯

全
員
の
住
民
票
（
市
内
で
別
居
し
て
い

る
場
合
に
は
住
民
票
は
不
要
）

・ 

平
成
26
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
さ
れ

た
方
は
、
平
成
26
年
度
の
児
童
手
当
用

所
得
証
明
書
（
受
給
者
の
配
偶
者
が
当

該
受
給
者
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
な

い
場
合
な
ど
、
生
計
を
維
持
す
る
程
度

の
高
い
者
の
判
定
上
、
配
偶
者
の
所
得

児童手当現況届の提出についてお知らせ

児
童
手
当
現
況
届
の

　
　
　
　

提
出
に
つ
い
て

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

「
下
野
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」

か
ら
児
童
手
当
の
振
込
日
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ

ソ
コ
ン
を
お
持
ち
で
電
子
メ
ー
ル
を
受

信
で
き
る
方
な
ら
、
無
料（
パ
ケ
ッ
ト

通
信
料
は
登
録
者
負
担
に
な
り
ま
す
。）

で
か
ん
た
ん
に
登
録
で
き
ま
す
。

　

左
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
し
、
案
内
に
従
っ
て
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

　

 https://service.sugum
ail.

com
/shim

otsuke/m
em
ber/

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

に
つ
い
て
は
、

２
〜
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

QRコード
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○月○日の特定健診を

受けたいのですが

健康 安心 みんなの国保健康 安心 みんなの国保健康 安心 みんなの国保健康 安心 みんなの国保
平成26年度の特定健診（特定健康診査）は、６月から始まります

皆さんの健康を守るために大切なものです。皆さんぜひ受診してください

５月下旬に「特定健康診査受診券」を送付しました

特定健診の申し込み方法について

特定健診の申し込み

特定健診の受診

　国民健康保険に加入している特定健診対象者に、市民課より5月下旬頃に受
診券を送付しました。受診券の記載内容を必ず確認してください。
　対象者とは、平成26年度の健診期間中（平成26年6月1日から平成27年1月
31日）で受診日時点に40歳以上75歳未満の方です。

保険証

受診券

持ち物はこれで

大丈夫！

保険証

受診券

国民健康保険から
お知らせです

国民健康保険から
お知らせです

◎ 申し込みには受診券･保険証（国民健康
保険被保険者証）が必要です。

　集団検診をご希望の場合は、希望の日時・場所を
決め、受診券・保険証をもって、直接健康増進課窓
口へお越しいただくか、電話でお申し込みください。
検診日の2週間前くらいまでに検診の問診票をお送
りします。
■申し込み先　健康増進課（きらら館内）☎（52）1116
※受診券と保険証をお手元にご用意ください。
　医療機関での個別検診をご希望の場合は、
　検診実施医療機関に直接お申し込みください。

■ 受診券がまだお手元に届いていない場合は、お
申し込み時に保険証をご用意ください。
■ 集団検診を実施する日程（検診日・施設等）に
ついては行政カレンダーで、個別検診を実施す
る医療機関については広報しもつけでご確認く
ださい。

◎ 検査当日に準備するもの
　集団検診を受ける方は、受診当日、受診券・保険
証が必要です。忘れず検診会場にお持ちください。
　医療機関での個別検診を受ける方は、直接医療機
関に受診券・保険証を持って受診してください。

■ 受診券を忘れると検診を受けることができませ
ん。

■ 人間ドックとの重複受診はできませんので、注
意してください。

国民健康保険

■問い合わせ先　 市民課 ☎（40）5556
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検　

診
平
成
26
年
度
受
診
券

を
送
付
し
ま
し
た

　

が
ん
検
診
等
を
受
け
る
た
め

の
受
診
券
（
圧
着
ハ
ガ
キ
）
を

送
付
し
ま
し
た
。

　

受
診
で
き
る
項
目
が
個
人
に

よ
り
違
い
ま
す
の
で
、
中
を
開

け
て
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
集
団
検
診
の
日
程
や

個
別
検
診
医
療
機
関
の
一
覧
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
健
康
増
進

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

お　

知　

ら　

せ

栃
木
県
主
催
「
と
ち
ぎ
の
ヘ

ル
シ
ー
グ
ル
メ
」
大
募
集

　
「
お
い
し
さ
」、「
健
康
」、「
地

産
地
消
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
「
と
ち
ぎ
の

ヘ
ル
シ
ー
グ
ル
メ
選
手
権
」
を

開
催
し
ま
す
。
募
集
す
る
部
門

は
、「
飲
食
店
部
門
」、「
社
員

食
堂
部
門
」、「
弁
当
部
門
」、「
新

た
な
郷
土
の
食
部
門
」
の
４
部

門
で
す
。

　

料
理
が
大
好
き
な
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
応
募
締
切　
６
月
30
日
㈪
必
着

■
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
ご
持

参
く
だ
さ
い
。（
応
募
用
紙
は
、

栃
木
県
健
康
増
進
課
、
農
政
課
、

各
広
域
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

各
農
業
振
興
事
務
所
等
で
配
布

す
る
他
、
栃
木
県
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。）
詳
細
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

健
康
対
策
課　

栄
養
難
病
担

当　

☎（
22
）１
５
０
９

特
定
健
康
診
査
を
受

診
さ
れ
る
国
民
健
康

保
険
以
外
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
へ

■「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」が

必
要
で
す

　

国
民
健
康
保
険
以
外
の
医
療

保
険
（
健
康
保
険
組
合
・
協
会

け
ん
ぽ
・
共
済
組
合
・
国
保
組

合
等
）
の
加
入
者
の
家
族
の
方

が
特
定
健
診
受
診
を
希
望
さ
れ

る
場
合
、
加
入
保
険
よ
り
発
行

さ
れ
る
「
特
定
健
康
診
査
受
診

券
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
は
、

加
入
す
る
医
療
保
険
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
が
必
要
な
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
身
で
該

当
の
医
療
保
険
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
受
診
で
き
る
健
診
機
関

　

下
野
市
で
も
集
団
検
診
の
日

程
で
受
診
で
き
ま
す
。

　

集
団
検
診
申
込
み
時
に
、
受

診
券
を
お
手
元
に
置
い
て
お
電

話
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

　

健
診
受
診
時
に
は
、必
ず
「
特

定
健
康
診
査
受
診
券
」「
保
険

証
」
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
忘

れ
る
と
受
診
で
き
ま
せ
ん
。）

・
加
入
す
る
医
療
保
険
に
よ
っ

て
は
、
集
団
検
診
で
は
対
応
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

・
加
入
す
る
医
療
保
険
に
よ
っ

て
は
、
自
己
負
担
が
発
生
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

検
診
実
施
医
療
機
関

の
追
加
に
つ
い
て

　

今
年
度
か
ら
次
の
検
診
に
つ

い
て
、
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
も
受
診
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

検
診
項
目
：
大
腸
が
ん
、
前
立

腺
が
ん
、
肺
が
ん
、
国
民
健
康

保
険
特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者

健
康
診
査
、
生
活
機
能
検
査

医
療
機
関
：
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

ク
リ
ニ
ッ
ク

　

下
野
市
祇
園
2

－

3

－

2

　

☎（
44
）８
３
１
１

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation
ヘルスインフォメーション

○
検
診
料
金
に
つ
い
て

　

70
歳
以
上
の
方
、
65
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
加
入
者
、
生
活
保
護

受
給
者
は
す
べ
て
の
検
診

を
無
料
で
お
受
け
い
た
だ

け
ま
す
。
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国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
集

団
検
診
に
て
特
定
健
康
診
査
を
受

診
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
健
診
の

結
果
説
明
会
を
下
記
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

　

健
診
の
結
果
を
手
渡
し
で
お
返

し
し
、
き
め
細
や
か
な
生
活
改
善

指
導
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
生
活

習
慣
病
に
よ
る
病
気
の
発
症
を
予

防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

結
果
の
返
却
に
合
わ
せ
て
保
健

師
、
栄
養
士
が
個
別
相
談
を
行
い

ま
す
。

■
説
明
会
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
10
時

※
結
果
説
明
会
に
来
ら
れ
な
い
方

　

健
康
相
談
・
他
の
結
果
説
明
会

で
も
お
返
し
で
き
ま
す
。
そ
の
際

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
特
定
健
康
診
査
受
診
者
以
外
で

健
康
相
談
ご
希
望
の
方

　

健
康
相
談
（
要
予
約
）・
結
果
説

明
会
に
て
健
康
相
談
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

■
健
康
相
談
日

○
き
ら
ら
館
（
健
康
増
進
課
）

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

要
予
約

○
ゆ
う
ゆ
う
館（
健
康
増
進
課
窓
口
）

　

火
曜
日
・
木
曜
日

　

午
前
９
時
〜
11
時　

要
予
約

健診結果説明会のお知らせ
～健康診査を受診される方へ～

●健康相談の予約・問い合わせ先　健康増進課（きらら館内）　☎（５２）１１１６

■検診結果の通知方法

集団検診 （きらら館・ゆうゆう館・南河内公民館・南河内東公民館・グリーンタ
ウンコミュニティセンターで受診）

個別検診
（医療機関で受診）

特定健康診査
（国民健康保険加入者）

特定健康診査
（社会保険加入者）

後期高齢者
健康診査

がん検診のみ
ヤング健診

特定健康診査、肺が
ん検診、大腸がん検
診、前立腺がん検診、
子宮頚がん検診

結果説明会にて返します 栃木県保健衛生事
業団から直接郵送 下野市から郵送 下野市から郵送

医療機関より返却
（子宮頚がんのみ下
野市から郵送）

■健診結果説明会の日程

検診日 検診会場及び
説明会場 結果説明会

6月 12日㈭ 南河内公民館 7月 24日㈭
18日㈬ ゆうゆう館 7月 30日㈬
23日㈪ きらら館 8月 4日㈪
29日㈰ ゆうゆう館 8月 11日㈪
30日㈪ きらら館 8月 12日㈫

7月 9日㈬ ゆうゆう館 8月 20日㈬
22日㈫ GTコミセン 9月 3日㈬
26日㈯ きらら館 9月 11日㈭

8月 6日㈬ ゆうゆう館 9月 18日㈭
22日㈮ ゆうゆう館 10月 8日㈬
25日㈪ きらら館 10月 9日㈭

9月 3日㈬ きらら館 10月 15日㈬
5日㈮ 南河内公民館 10月 17日㈮
11日㈭ ゆうゆう館 10月 23日㈭
16日㈫ GTコミセン 10月 30日㈭
24日㈬ きらら館 11月 4日㈫
29日㈪ ゆうゆう館 11月 12日㈬
30日㈫ きらら館 11月 18日㈫

検診日 検診会場及び
説明会場 結果説明会

10月 7日㈫ GTコミセン 11月 21日㈮
20日㈪ きらら館 12月 2日㈫
24日㈮ ゆうゆう館 12月 11日㈭
31日㈮ ゆうゆう館 12月 18日㈭

11月 10日㈪ きらら館 12月 24日㈬
13日㈭ 南河内公民館 12月 25日㈭
19日㈬ ゆうゆう館 1月 8日㈭
26日㈬ 南河内東公民館 1月 14日㈬
30日㈰ ゆうゆう館 1月 19日㈪

12月 1日㈪ きらら館 1月 20日㈫
3日㈬ ゆうゆう館 1月 22日㈭
12日㈮ 南河内公民館 1月 27日㈫
14日㈰ きらら館 1月 29日㈭

1月 13日㈫ きらら館 2月 24日㈫
21日㈬ ゆうゆう館 3月 4日㈬
23日㈮ 南河内公民館 3月 5日㈭
24日㈯ きらら館 3月 10日㈫
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み
そ
汁
塩
分
測
定
会

お
う
ち
の
み
そ
汁

計
っ
て
み
そ
！

　

味
噌
汁
や
漬
物
を
多
く
と
っ

て
い
る
と
塩
分
の
摂
り
過
ぎ
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
ず
１
ｇ
の
減
塩
を
目
指
し

て
、
ご
家
庭
の
味
噌
汁
に
ど
れ

く
ら
い
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
る

か
測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
・
会
場

・
６
月
24
日
㈫

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

小
ホ
ー
ル

・
７
月
25
日
㈮

　

き
ら
ら
館　

研
修
室

受
付
：
午
前
9
時
30
分
〜
10
時

30
分

■
定
員　

10
名
（
先
着
順
）

※
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
費
用　

無
料

■
持
ち
物　

味
噌
汁
ま
た
は

ス
ー
プ
（
１
０
０
㏄
以
上
を

タ
ッ
パ
ー
や
袋
に
入
れ
て
お
持

ち
く
だ
さ
い
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

に
よ
り
持
ち
物
が
異
な
り
ま
す
。

※
講
座
終
了
後
、
会
員
と
し
て

活
動
し
て
い
く
際
に
は
年
会
費

１
，
０
０
０
円
が
か
か
り
ま
す

■
定
員　

約
30
名

■
申
込
締
切　

６
月
19
日
㈭

■
講
座
日
程
・
内
容

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

食
生
活
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
（
食
生
活

改
善
推
進
員
）
養
成
講
座

　

ご
家
庭
や
地
域
で
食
生
活
を

応
援
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。
子
ど
も
の

頃
か
ら
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
と
定
期
的
な
運
動
習
慣
が

生
活
習
慣
病
予
防
の
鍵
に
な
り

ま
す
。

　

市
で
は
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー

タ
ー
「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
（
食
生

活
改
善
推
進
員
）」
が
地
域
で

活
躍
し
、
様
々
な
健
康
づ
く
り

に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
市
保
健
事

業
（
男
性
の
料
理
教
室
、
子
ど

も
の
食
育
教
室
等
）
へ
の
協
力
、

健
康
教
室
の
開
催
、
地
域
で
の

減
塩
の
啓
発
、
独
居
高
齢
者
招

待
事
業
へ
の
協
力
等
で
す
。

　

あ
な
た
も
養
成
講
座
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者

　

下
野
市
民　

男
性
の
参
加
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

■
会
場
（
開
講
式
・
閉
講
式
）

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

大
ホ
ー
ル

■
持
ち
物

　

テ
キ
ス
ト
代
１
，
０
０
０
円
、

筆
記
用
具
、
そ
の
他
参
加
教
室

教

室
・

講

座

個
別
健
康
教
育

（
糖
尿
病
）

　

個
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
等

に
合
わ
せ
た
健
康
教
育
を
行
い

ま
す
。

　

血
糖
値
が
気
に
な
る
方
や
生

活
習
慣
を
改
善
し
た
い
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間

　

７
月
〜
平
成
27
年
３
月
の
う

ち
、
面
接
６
回
及
び
血
液
検
査

４
回
（
面
接
日
は
、
受
講
者
の

ご
都
合
に
合
わ
せ
た
日
程
に
な

り
ま
す
。
血
液
検
査
は
指
定
日

と
な
り
ま
す
。）

■
対
象
者

　

健
康
診
断
を
受
診
し
た
方
で
、

①
②
③
の
条
件
の
い
ず
れ
か
を

満
た
す
方

①
空
腹
時
血
糖

　

１
１
０
〜
１
３
９
mg
／
dl

②
随
時
血
糖

　

１
４
０
〜
１
９
９
mg
／
dl

③
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ

　

５
・
６
〜
５
・
９
％

（
た
だ
し
、
イ
ン
ス
リ
ン
注
射

及
び
血
糖
値
を
下
げ
る
薬
を
内

服
し
て
い
る
方
を
除
き
ま
す
。）

■
実
施
内
容

　

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
食

生
活
や
生
活
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
、
そ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
で
血
糖

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

　

あ
な
た
の
予
定
と
調
整
し
な

が
ら
半
年
間
で
６
回
の
面
接
と

４
回
の
血
液
検
査
を
実
施
し
ま

す
。

　

１
回
の
面
接
時
間
は
30
分
〜

１
時
間
程
度
で
す
。

※
血
液
検
査
は
石
橋
総
合
病
院

に
て
行
い
、
面
接
は
き
ら
ら
館

に
て
行
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
は
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
通
知
し
ま
す
。

■
初
回
面
接
日
時

・
７
月
28
日
㈪

・
８
月
１
日
㈮

※
希
望
の
日
を
お
選
び
く
だ
さ

い
。

　

午
前
10
時
〜
正
午
（
受
付
：

午
前
9
時
45
分
〜
10
時
）

■
会
場　

き
ら
ら
館

■
費
用

　

無
料
（
血
液
検
査
も
無
料
）

■
定
員　

10
名
程
度

■
申
込
締
切　

７
月
14
日
㈪

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

日時 内容

6月26日㈭
午前9時30分~正午

・開講式
・下野市食生活改善推進協議会の活動紹介
・食品衛生について

6月~平成27年2月 市で行う健康教室や食生活改善推進協議会の勉強会等に参
加していただき、食事バランスや運動について学びます。（詳
細は6月26日に説明します。）

2月5日㈭
午前9時30分~正午

・食事バランスガイドについて
・閉講式
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ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト

教
室

　

育
児
や
家
事
に
忙
し
い
毎
日
、

ど
う
し
て
も
食
生
活
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
が
ち
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
を
使
っ
て
簡
単
に
食
事
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
る
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
子
さ
ん
の
離
乳
食
に

つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
29
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
（
受
付
：
午
前
９
時
45
分
〜
）

■
会
場

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

大
ホ
ー
ル

■
対
象
者

　

平
成
25
年
12
月
・
平
成
26
年

1
月
生
ま
れ
の
、
生
後
6
〜
7

か
月
児
を
持
つ
保
護
者

■
持
ち
物　

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

■
定
員　

約
20
名

■
内
容

・ 

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を

使
っ
て
自
分
・
家
族
の
食
事

チ
ェ
ッ
ク

・ 

野
菜
料
理
の
試
食
（
調
理
は

し
ま
せ
ん
。）

・ 

大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ

レ
ッ
ス
ン
2

■
日
時　

8
月
20
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容　

お
産
の
経
過
・
安
産

の
コ
ツ
、
パ
パ
の
妊
婦
体
験
な
ど

レ
ッ
ス
ン
3

■
日
時　

9
月
17
日
㈬

（
Ａ
Ｍ
コ
ー
ス
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

（
Ｐ
Ｍ
コ
ー
ス
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容　

沐
浴
実
習
・
産
後
の

マ
マ
の
心
と
身
体
に
つ
い
て
な
ど

レ
ッ
ス
ン
1
〜
3
共
通

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
対
象
者　

出
産
予
定
日
が
平

成
26
年
10
月
〜
12
月
の
方

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
水
分
補
給
の
た
め

の
飲
み
物

■
定
員　

レ
ッ
ス
ン
1
・
2
各

25
組
、
レ
ッ
ス
ン
3
午
前
・
午

後
各
16
組

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

各
レ
ッ
ス
ン
の
1
週
間
前
ま

で
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

の
取
り
分
け
の
工
夫

■
申
込
方
法

　

７
月
22
日
㈫
ま
で
に
電
話
ま

た
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
・

パ
パ
教
室

（
両
親
学
級
）

　

出
産
を
控
え
た
マ
マ
や
パ
パ

の
た
め
に
、
安
心
し
て
出
産
が

迎
え
ら
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生

活
が
楽
し
く
送
れ
る
よ
う
に
、

３
回
を
１
コ
ー
ス
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ご
夫
婦
で
も
マ
マ
だ
け
で
の

参
加
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

レ
ッ
ス
ン
1

■
日
時　

7
月
16
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容　

骨
盤
体
操
、
妊
娠
中

の
生
活
・
食
事
に
つ
い
て
な
ど

　

相

談
　

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る

現
代
社
会
で
は
、「
こ
こ
ろ
の

健
康
」
が
大
き
な
社
会
問
題
と

し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」
な
ど
、
誰
に
も

相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い
を

し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
精
神
科
医
が
対
応

す
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
す
る
こ

と
で
、
今
の
つ
ら
さ
が
少
し
で

も
軽
く
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
程　

７
月
８
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

き
ら
ら
館

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
金　

無
料

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、

相
談
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
相
談
日
以
外
で
も
随
時
、
保

健
師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

子
育
て
巡
回
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩

み
や
心
配
ご
と
の
相
談
を
、
心

理
士
・
保
健
師
・
保
育
士
な
ど

が
お
受
け
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

■
日
程　

6
月
13
日
㈮
・
7
月

11
日
㈮
・
8
月
29
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
9
月
以
降
も
毎
月
実
施
予
定

■
会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
つ
く
し
（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か
ご

■
日
程　

6
月
6
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
偶
数
月
に
実
施
予
定
。

■
会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
ゆ
り
か
ご
（
あ
お
ば
保
育

園
内
）

※
「
ゆ
り
か
ご
」
を
初
め
て
利

用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
防
犯
対

策
の
た
め
に
入
館
者
登
録
（
名

札
代
）
３
０
０
円
が
か
か
り
ま
す
。

※
相
談
当
日
は
母
子
健
康
手
帳

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

随
時
、
保
育
士
が
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６
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入
院
デ
ー
タ
か
ら
考
え
る
と
？

　

今
回
は
、
連
載
の
第
3
回
目

で
す
。
前
回
は
外
来
受
診
に
つ

い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
今
回
は
入
院
に
つ
い
て

で
す
。

　

ご
家
族
や
ご
近
所
の
方
で
入

院
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は

い
ま
せ
ん
か
。
下
野
市
の
国

民
健
康
保
険
加
入
者
の
毎
月

の
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
月
に

１
０
０
名
前
後
、
主
に
中
高
年

の
方
が
入
院
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

で
き
れ
ば
、
病
気
に
な
り
た

く
な
い
し
、
も
ち
ろ
ん
住
み
慣

れ
た
家
を
離
れ
て
入
院
な
ん
て

し
た
く
な
い
で
す
よ
ね
。

「
年
を
と
れ
ば
病
気
に
な
る
の

は
仕
方
な
い
」
っ
て
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。

　

日
本
は
、
世
界
で
も
類
を
見

な
い
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
て

い
ま
す
。
日
本
の
高
齢
化
率

（
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
が

総
人
口
に
占
め
る
割
合
）
は
上

昇
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い

予
防
し
や
す
い
病
気
と
は
…

　

一
般
的
に
、
予
防
し
や
す
い

病
気
と
、
予
防
が
難
し
い
病
気

が
あ
る
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
存
じ

で
す
ね
。

　

予
防
し
や
す
い
病
気
と
言
え

ば
、
そ
う
で
す
・
・
・
生
活
習

慣
病
で
す
。
生
活
習
慣
を
変
え

れ
ば
予
防
で
き
る
病
気
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
代
表
格
で
あ

る
高
血
圧
は
、
入
院
の
原
因
で

も
あ
る
脳
梗
塞
や
脳
出
血
、
心

筋
梗
塞
な
ど
の
命
に
関
わ
る
循

環
器
系
の
病
気
と
強
く
関
連
し

て
い
ま
す
が
、
実
は
高
齢
者
の

血
管
性
認
知
症
に
も
関
連
し
て

い
る
の
で
す
。

　

血
圧
を
上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
高
血
圧
と
上
手
に
付
き

合
え
ば
、
き
っ
と
生
き
生
き
と

長
生
き
で
き
ま
す
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

栃
木
県
は
全
国
的
に
み
て
、

ち
ょ
っ
と
だ
け
血
圧
高
め
な
の

で
す
が
、
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

原
因
と
し
て
は
、
塩
分
の
取

り
過
ぎ
が
一
因
の
よ
う
で
す
。

て
、
２
０
２
５
年
に
は
約
30
％
、

２
０
６
０
年
に
は
約
40
％
に
達

す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
高
齢
者
だ
か
ら
病
気
に
な

る
」
と
納
得
し
て
い
る
場
合
で

は
な
い
の
で
す
。
元
気
に
年
を

重
ね
る
た
め
に
今
で
き
る
こ
と

を
し
ま
せ
ん
か
。

入
院
の
原
因
か
ら
考
え
る
と

　

で
は
、
ど
ん
な
病
気
で
入
院

さ
れ
て
い
る
の
か
、
デ
ー
タ
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

病
気
を
大
き
く
タ
イ
プ
別
に

分
け
て
、
グ
ラ
フ
（
ペ
ー
ジ
下

部
）
に
し
て
み
ま
し
た
。

　

割
合
の
多
い
順
か
ら
、
統
合

失
調
症
を
は
じ
め
と
す
る
「
精

神
お
よ
び
行
動
の
障
害
」、
が

ん
（
ま
た
は
悪
性
新
生
物
と
い

い
ま
す
）
を
含
む
「
新
生
物
」、

そ
し
て
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
な

ど
の
血
管
に
関
連
す
る
「
循
環

器
系
の
疾
患
」
は
ほ
ぼ
同
じ
割

合
で
し
た
。

　

ま
た
、肝
臓
や
胃
腸
な
ど
「
消

化
器
系
の
疾
患
」
が
続
い
て
い

ま
し
た
。

1
日
あ
た
り
の
塩
分
摂
取
量
を

全
国
平
均
と
比
較
す
る
と
、
男

性
が
11
・
８
ｇ
に
対
し
て
12
・

５
ｇ
（
47
都
道
府
県
中
第
8

位
）、
女
性
は
10
・
１
ｇ
に
対

し
て
10
・
６
ｇ
（
同
第
11
位
）
と
、

少
し
多
め
で
す
。

　

何
か
一
つ
工
夫
し
て
、
塩
分

を
減
ら
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

自
分
の
た
め
に
も
家
族
の
た

め
に
も
小
さ
な
こ
と
か
ら
コ
ツ

コ
ツ
と
。

参
考
資
料
：
厚
生
労
働
省
「
生

活
習
慣
病
予
防
活
動
・
疾
病
管

理
に
よ
る
健
康
指
標
に
及
ぼ
す

影
響
と
医
療
費
適
正
化
効
果
に

関
す
る
研
究
」

「
平
成
22
年
国
民
健
康
・
栄
養

調
査
報
告
」

医
療
コ
ラ
ム 

●

国
保
で
わ
か
る
！ 

健
康
安
心
！

獨
協
医
科
大
学　

種
市　

ひ
ろ
み

　獨協医科大学看護学部
で在宅看護学の講師を
し、また下野市の医療費
データを基に市民の健
康状況や疾病状況につい
て、調査・分析を行って
います。

上記疾患以外は件数が少ないため、
その他とさせていただきました

平成22年度分のレセプトデータより算出

453453

126126
240240

255255

261261

下野市国民健康保険加入者の
入院件数

下野市国民健康保険加入者の
入院件数

（単位：件）（単位：件）

精神および行動の障害精神および行動の障害

新生物新生物

循環器系の疾患循環器系の疾患

消化器系の疾患消化器系の疾患

その他その他
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保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
（
学
生
の
場
合

は
学
生
納
付
特
例
）
は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

後
か
ら
追
納
し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額

を
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。（
追

納
制
度
）

　

た
だ
し
、
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
を
受

け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度

目
以
降
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
金
額

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、追
納
し
た
場
合
の
そ
の
期
間
は「
納

付
」
期
間
と
し
て
取
扱
い
ま
す
。

③
一
部
納
付（
一
部
免
除
）制
度

　

保
険
料
の
一
部
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

残
り
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

一
部
納
付
は
免
除
の
割
合
が
３
種
類
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
額
と
年
金
額
の
計
算
は
別

表
2
・
３
の
と
お
り
で
す
。

※
一
部
納
付
制
度
は
、
納
付
す
べ
き
保
険
料

を
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
そ
の
期
間
の
一
部

免
除
が
無
効
（
未
納
と
同
じ
）
と
な
り
ま
す
。

そ
の
場
合
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
額
に

反
映
さ
れ
ず
、ま
た
、障
が
い
や
死
亡
と
い
っ

た
不
慮
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
、
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一部納付となる所得の「めやす」
　前年所得が以下の計算式で計算した金額の範囲
内であること
○ 4分の1納付 → 78万円+扶養親族等控除額+社会
保険料控除額等
○ 半額納付 → 118万円+扶養親族等控除額+社会
保険料控除額等
○ 4分の3納付 → 158万円+扶養親族等控除額+社会
保険料控除額等
※ 平成25年7月から平成26年6月分の申請について
は、前々年（平成24年）の所得で審査を行います。

全額免除、若年者納付猶予となる所得の「めやす」
　前年の所得が以下の計算式で計算した金額の範
囲内であること
（扶養親族の数+1）×35万円+22万円
※平成25年7月から平成26年6月分の申請について
は前々年（平成24年）の所得で審査を行います。

○4分の1納付（3,810円）
　→年金額５／８
○半額納付（7,630円）
　→年金額６／８
○4分の3納付

（11,430円）
　→年金額７／８

※ 上記納付額は平成26
年度納付額

②
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
方
（
学
生
を
除
く
）
で
、
本

人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
基
準
の
範
囲
内

（
別
表
１
の
全
額
免
除
の
所
得
基
準
と
同
じ
）

で
あ
る
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

　

納
付
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年

金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
全
額
免
除
制
度

　

申
請
者
ご
本
人
と
配
偶
者
及
び
世
帯

主
の
方
の
所
得
が
基
準
の
範
囲
内
（
別

表
１
）
で
あ
る
場
合
、
保
険
料
の
全
額

（
平
成
26
年
度
・
月
額
１
５
，２
５
０
円
）

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
保
険
料

を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
年
金

額
が
１
／
２
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

３
種
類
の
免
除
制
度

　

経
済
的
な
理
由
等
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
所
得
額

に
よ
り
①
「
全
額
免
除
」、
②
「
若
年
者
納
付
猶
予
」
及
び
③
「
一
部
納
付
」
に
分
か

れ
ま
す
の
で
、
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国民年金だより

問い合わせ先
市民課　☎（40）5556
栃木年金事務所
☎0282（22）6074、 4134

国民年金保険料
免除制度

ご存知ですか？

■別表２

■別表1

■別表3
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過
去
2
年
間
に
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納

期
間
が
あ
る
方
へ

○
こ
れ
ま
で
は
、
過
去
分
の
国
民
年
金
保

険
料
の
免
除
が
受
け
ら
れ
る
期
間
は
、
申

請
の
直
前
の
7
月
ま
で
の
1
年
以
内
で
し

た
。

○
平
成
26
年
4
月
か
ら
は
、
法
律
が
改
正

さ
れ
、
保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
2
年
を

経
過
し
て
い
な
い
期
間
（
申
請
時
点
か
ら

2
年
1
か
月
前
ま
で
の
期
間
）
に
つ
い
て
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
等
を
申
請
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

失
業
な
ど
の
特
例
免
除
の
対
象
期
間
も
拡

大
さ
れ
ま
す

○
災
害
・
失
業
な
ど
を
理
由
と
し
た
免
除

（
特
例
免
除
と
い
い
ま
す
）
は
、
こ
れ
ま

で
は
、
申
請
時
点
の
年
度
ま
た
は
前
年
度

に
災
害
・
失
業
な
ど
の
理
由
が
あ
る
こ
と

が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

○
平
成
26
年
4
月
か
ら
は
、
災
害
・
失
業

な
ど
の
前
月
か
ら
災
害
・
失
業
な
ど
が

あ
っ
た
年
の
翌
々
年
6
月
ま
で
の
期
間
に

つ
い
て
、
特
例
免
除
の
申
請
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

（
平
成
26
年
3
月
以
前
に
あ
っ
た
災
害
・

失
業
も
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
過
去
分
の

審
査
対
象
期
間
は
、
2
年
1
か
月
前
ま
で

で
す
。）

■
受
付
期
間

　

平
成
26
年
7
月
か
ら
平
成
27
年
6
月
ま

で
の
期
間
の
免
除
等
申
請
の
受
付

　
　

７
月
１
日
㈫
か
ら

　

そ
の
ほ
か
、
保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら

2
年
を
経
過
し
て
い
な
い
期
間
（
申
請
時

点
か
ら
2
年
1
か
月
前
ま
で
の
期
間
）
に

つ
い
て
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
等
を
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
年
金
手
帳
、

失
業
し
た
場
合
は
、

・ 

雇
用
保
険
離
職
票
ま
た
は
、

 

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

※
公
務
員
の
場
合
は
退
職
の
辞
令

■
申
請
先

　

次
の
い
ず
れ
か
の
窓
口
で
申
請
で
き
ま

す
。

・
国
分
寺
庁
舎
市
民
課

・
石
橋
庁
舎
市
民
課
窓
口

・
南
河
内
図
書
館
2
階
市
民
課
窓
口

ご
注
意
く
だ
さ
い

○
2
年
1
か
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
免
除
等
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
申
請
が
遅
れ
る
と
万
一
の
際

に
障
害
年
金
な
ど
を
受
け
取
れ
な
い
場
合

や
、
失
業
な
ど
の
特
例
免
除
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
み
や
か

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所
得
に
基

づ
い
て
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
除
が

承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
世
帯
主
や
配
偶
者
が
い
る
方
は
、

世
帯
主
と
配
偶
者
の
所
得
も
審
査
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
本
人
の
所
得
が
少

な
い
場
合
で
も
免
除
等
が
承
認
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
若
年
者
納
付
猶
予
に
つ
い
て
は
、
世
帯

主
の
所
得
審
査
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
の

継
続
審
査

　

直
近
の
年
度
分
に
つ
い
て
、
所
得
審
査

に
よ
り
全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
承

認
を
受
け
た
方
が
、
翌
年
度
以
降
も
引
き

続
き
全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
申
請

を
希
望
す
る
場
合
は
、
継
続
希
望
の
欄
に

「
○
」
を
つ
け
て
申
請
書
を
提
出
す
る
こ

と
で
、
継
続
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
失
業
も
し
く
は
震
災
、
風
水
害
ま
た
は

火
災
に
よ
る
損
害
を
受
け
た
こ
と
を
理
由

に
し
た
全
額
免
除
お
よ
び
若
年
者
納
付
猶

予
は
継
続
審
査
の
対
象
に
な
ら
な
い
た
め
、

翌
年
度
も
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
は
毎
年
申
請

が
必
要
で
す

　

継
続
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　

翌
年
度
も
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
所
得
要
件
の
審
査
は
、
市
町
村
民
税
の

申
告
内
容
を
も
と
に
行
い
ま
す
の
で
、
所

得
申
告
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

国民年金だより

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
の
対
象
期
間
が

　
　
　
　
　

拡
大
さ
れ
ま
し
た
！

免
除
申
請
は
、
毎
年
忘
れ
ず
に

　
　
　
　
　
　
　
　

手
続
き
し
ま
し
ょ
う

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
下
野
市
に
何
か
所
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

問
１

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.6
27



再
生
資
源
の
集
団
回
収
に

協
力
お
願
い
し
ま
す

　

現
在
、
市
内
の
自
治
会
、
子

供
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
70
を
超
え

る
団
体
が
集
団
回
収
実
施
団
体

と
し
て
登
録
し
、
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
で
集
団
回

収
を
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
、
地
域
の
取
り
組

み
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

○
回
収
し
て
い
る
資
源
は
古
紙

類
（
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
）、

古
布
、
ア
ル
ミ
缶
な
ど
で
す
。

○
団
体
に
よ
っ
て
回
収
す
る
品

目
や
、
回
収
日
時
等
が
異
な
り

ま
す
の
で
自
治
会
や
近
隣
の
人

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
環
境
市
民
会
議

設
立
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

し
も
つ
け
環
境
市
民
会
議
が

設
立
さ
れ
、
総
会
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
し
も
つ
け
環
境
市
民
会
議
と
は

　

平
成
25
年
３
月
に
策
定
さ
れ

た
「
し
も
つ
け
環
境
基
本
計
画
」

に
掲
げ
ら
れ
た
環
境
保
全
協
働

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
や
、
各

市
民
団
体
と
の
環
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
の
組
織
で
す
。

■
具
体
的
な
活
動

　

環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
企
画
・

実
施
、
市
・
県
等
と
連
携
し
た
エ

コ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
、
自
分

た
ち
が
今
よ
り
も
っ
と
住
み
や

す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目

指
し
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

■
設
立
総
会
の
開
催

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

事
前
申
込
は
不
要
で
す
の
で
、

環
境
保
全
活
動
に
興
味
関
心
を

お
持
ち
の
方
、
ま
た
、
本
会
議

に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
り
に
な

り
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

・
日
時
：
６
月
14
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜

・
場
所
：
国
分
寺
公
民
館

　
　
　
　

視
聴
覚
室

６
月
は

「
環
境
月
間
」
で
す

　

６
月
５
日
は
環
境
の
日
で
す
。

こ
れ
は
、
１
９
７
２
年
６
月
５

日
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催

さ
れ
た
「
国
連
人
間
環
境
会
議
」

を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　

国
連
で
は
、
日
本
の
提
案
を

受
け
て
６
月
５
日
を
「
世
界
環

境
デ
ー
」
と
定
め
て
お
り
、
日

本
で
は
「
環
境
基
本
法
」（
平

成
５
年
）
が
「
環
境
の
日
」
を

定
め
て
い
ま
す
。

空
き
地
の
適
正
な
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
！

　

高
齢
で
な
か
な
か
草
刈
り
が

ま
ま
な
ら
な
い
、
面
積
が
大
き

く
て
手
が
回
ら
な
い
と
い
っ
た

空
き
地
の
雑
草
の
除
去
で
お
困

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
放
っ
て

お
く
と
、
ど
ん
ど
ん
雑
草
が
伸

び
て
し
ま
い
、
害
虫
が
発
生
し

た
り
、
隣
接
す
る
方
々
に
迷

惑
を
か
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

空
き
地
の
適
正
な
管
理
は
所
有

者
の
責
任
で
す
。

　

市
で
は
、
所
有
者
に
代
わ
り

空
き
地
の
除
草
作
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■
委
託
の
料
金

　

年
額
90
円
／
１
㎡
（
税
抜
）

※
年
度
途
中
の
申
し
込
み
、
解

約
も
同
額
に
な
り
ま
す
。

■
管
理
の
内
容

　

年
４
回
の
雑
草
の
刈
払
い

（
刈
り
取
り
は
雑
草
の
繁
茂
す

る
期
間
に
行
い
ま
す
）

※
刈
り
取
っ
た
草
の
回
収
は
行

い
ま
せ
ん
。
希
望
す
る
場
合
は

個
別
に
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

■
受
託
の
条
件

①
下
野
市
の
行
政
区
域
内
で
あ

る
こ
と

②
建
物
や
工
作
物
が
無
く
、
果

樹
、
植
木
等
の
樹
木
が
植
え
ら

れ
て
い
な
い
更
地
で
あ
る
こ
と

③
傾
斜
地
や
湿
地
等
、
通
常
の

管
理
が
困
難
な
土
地
で
な
い
こ

と④
笹
竹
等
の
繁
茂
に
よ
る
荒
廃

が
な
く
、
昨
年
ま
で
適
正
な
管

理
が
行
わ
れ
て
い
た
土
地
で
あ

る
こ
と

■
委
託
の
方
法

　

環
境
課
に
申
請
書
を
提
出
し
、

委
託
料
を
前
払
い
し
て
く
だ
さ

い
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
3
か
所
】
つ
く
し
、
ゆ
り
か
ご
、
み
る
く
の
3
か
所
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。（
詳
し
く
は
16
・
17
ペ
ー
ジ
）
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不
法
投
棄
は

犯
罪
で
す
！

　

ご
み
の
減
量
に
取
り
組
ん
で

い
る
一
方
で
、
ま
ち
の
中
や
山

林
、
河
川
な
ど
へ
の
不
法
投
棄

が
目
に
つ
き
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
大
き
く
分
け
て
、

集
積
場
に
レ
ジ
袋
な
ど
で
ご
み

を
捨
て
る
場
合
と
、
空
地
や
山

林
、
河
川
な
ど
に
粗
大
ご
み
や

産
業
廃
棄
物
な
ど
を
捨
て
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
不
法
投

棄
対
策
の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
、

看
板
の
設
置
、
排
出
者
を
特
定

す
る
た
め
の
調
査
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
悪
質
な
も
の

は
警
察
と
連
携
し
て
処
置
を

と
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
な
ど
危
険
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
家
の
中
や
サ
ー
ク
ル
で
飼
っ

て
い
る
犬
で
も
、
カ
ミ
ナ
リ
や

花
火
な
ど
大
き
な
音
が
し
た
と

き
、
驚
い
て
外
に
飛
び
出
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・
散
歩
の
時
は
リ
ー
ド
（
引
き

綱
）
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
ね
こ
は
、
ご
近
所
へ
の
ふ
ん

尿
等
の
被
害
防
止
の
ほ
か
、
交

通
事
故
や
感
染
症
の
危
険
か
ら

守
る
た
め
に
も
、
屋
内
飼
育
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

●
『
鳴
き
声
』、『
に
お
い
』、『
こ

う
傷
事
故
』
に
注
意
し
ま
し
ょ

う・
鳴
き
声
が
近
所
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
、
し
つ
け
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
飼
っ
て
い
る
場
所
、
そ
の
周

辺
を
常
に
清
潔
に
す
る
こ
と
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
飼
い
犬
が
人
に
危
害
（
人
に

か
み
つ
く
等
）
を
加
え
た
場
合

は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

【
す
べ
て
の
方
へ
】

●
犬
・
ね
こ
に
エ
サ
だ
け
与
え

る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う

・
飼
う
な
ら
責
任
を
持
っ
て
、

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
犬
・
ね
こ
が

ご
近
所
か
ら

好
か
れ
る
た
め
に

　

誰
も
が
犬
・
ね
こ
を
好
き
と

は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
を

守
ら
な
い
犬
・
ね
こ
の
飼
い
方

は
誰
も
が
不
快
で
す
。

　

み
ん
な
か
ら
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
飼
い
主
は
責
任
と
自

覚
を
も
っ
て
犬
・
ね
こ
を
飼
い

ま
し
ょ
う
。
飼
い
主
の
モ
ラ
ル

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
隣
や

周
囲
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
な
く
、
楽
し
く
快
適
に
ペ
ッ

ト
と
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。

●
『
ふ
ん
』
の
処
理
は
飼
い
主

の
責
任
で
す

・
散
歩
中
は
「
ふ
ん
」
を
片
付

け
る
道
具
を
携
帯
し
、必
ず
「
ふ

ん
」
を
片
付
け
自
宅
で
処
理
し

て
く
だ
さ
い
。
道
路
や
公
園
な

ど
、
公
共
の
場
所
を
汚
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
ね
こ
は
専
用
の
ト
イ
レ
を
用

意
し
、
決
ま
っ
た
場
所
で
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

●
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

・
放
し
飼
い
を
す
る
と
、
人
に

か
み
つ
い
た
り
、
物
を
壊
し
て

し
ま
っ
た
り
と
い
う
危
険
性
が

あ
り
、
み
ん
な
の
迷
惑
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
犬
に
と
っ
て
も
、

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は

原
則
禁
止
で
す

・
洗
濯
物
に
煙
の
臭
い
が
つ
い

て
し
ま
う

・
煙
の
臭
い
で
窓
が
開
け
ら
れ

な
い　

な
ど
、
ご
み
を
焼
却
し

た
際
に
発
生
す
る
煙
や
臭
い
で

困
っ
て
い
る
人
が
ご
近
所
に
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
雑
草
等
を
排
出
す
る

際
に
は
ご
み
減
量
化
の
た
め
、

乾
燥
さ
せ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
、

み
ん
な
が
住
み
よ
い
環
境
づ
く

り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

小
枝
を
出
す
時
の
お
願
い

　

剪
定
し
た
小
枝
は
、
１
ｍ
位

に
切
り
、
束
ね
て
小
枝
の
日
に

お
出
し
く
だ
さ
い
。（
枝
の
太

さ
は
10
㎝
ま
で
）

　

ま
た
、
束
ね
る
際
は
、
で
き

る
だ
け
紙
・
麻
ひ
も
で
束
ね
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
構
築
と
ご

み
減
量
化
の
た
め
、
不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
の

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の『
譲
り
ま
す
』『
譲
っ
て
く
だ
さ

い
』情
報
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
ま
す
〉

・
ひ
な
人
形
、
ひ
な
壇
・
机（
引
出
・
本
棚
付
）・

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
・
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
・

第
二
中
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ（
22
・
5
㎝
記
名

有
）・
小
学
校
赤
白
帽
子（
記
名
有
）・
ス
キ
ー

ウ
ェ
ア
女
子（
１
５
５
㎝
、
二
組
）・
発
表
会

用
女
児
靴（
19
㎝
、
20
㎝
、
黒
）・
ブ
リ
タ
ニ

カ
英
語
教
材
・
冷
蔵
庫　

２
ド
ア　

グ
レ
ー
・

エ
ル
ゴ
抱
っ
こ
紐
・
抱
っ
こ
紐
ベ
ル
ト
カ
バ
ー

（
茶
）・
新
生
児
ミ
ト
ン
・
新
生
児
ソ
ク
ッ
ス
・

ベ
ビ
ー
用
品
ポ
ン
プ
式
鼻
吸
い
器
・
ベ
ビ
ー
用

品
腹
巻（
ピ
ン
ク
、
ブ
ル
ー
）・
ベ
ビ
ー
用
品
ベ

ス
ト（
50
〜
80
㎝
）×
2
・
ベ
ビ
ー
用
品
手
袋
・

帽
子（
48
㎝
）・
女
児
用
は
ん
て
ん（
赤
）・
ノ
ー

ス
リ
ー
ブ（
黒
70
、
１
０
０
㎝
）・
ロ
ン
グ
Ｔ

シ
ャ
ツ（
紺
、
黒
）・
冬
用
ボ
ト
ム（
黒
、
80
㎝
）・

カ
バ
ー
オ
ー
ル（
赤
70
、
80
、
90
㎝
）（
黄
50
〜

60
㎝
）（
グ
レ
ー
70
㎝
）・
靴（
男
児
用
、
青
14

㎝
）・
長
靴（
黄
色
13
㎝
）・
ス
ウ
ェ
ー
ド（
13

㎝
）・
ス
ウ
ェ
ー
ド
ブ
ー
ツ（
15
㎝
）・
く
し

〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉

・
自
転
車
・
国
分
寺
中
学
校
男
子
制
服
・
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
新
生
児
服
・
90
〜
男
児
服
・

ト
ラ
ベ
ル
シ
ー
ト
・
国
分
寺
東
小
学
校（
体
操

着
１
３
０
㎝　

冬
用
上
下
）・
ベ
ビ
ー
箪
笥
・

愛
泉
幼
稚
園
制
服
１
０
０
㎝
・
新
生
児
〜
90

㎝
く
ら
い
ま
で
の
女
児
服
・
お
は
な
し
チ
ャ

イ
ル
ド
リ
ク
エ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
・
男
児
服
90

㎝
、
１
０
０
㎝
（
夏
用
冬
用
不
問
・
薬
師
寺

幼
稚
園
の
制
服（
女
児
１
１
０
㎝
以
上
）・
薬
師

寺
幼
稚
園
の
体
操
着（
女
児
１
１
０
㎝
以
上
）・

紺
色
水
着（
男
女
と
も
１
３
０
㎝
）・
斜
め
が

け
バ
ッ
ク（
幼
稚
園
で
使
え
る
も
の
）・
ヘ
ル

メ
ッ
ト（
小
学
校
一
年
生
〜
三
年
生
位
の
大
き

さ
）・
ス
ノ
ー
ブ
ー
ツ（
男
児
20
〜
21
㎝
）・
ス

ノ
ー
ウ
ェ
ア（
女
児
１
２
０
㎝
）・
ボ
ス
ト
ン

バ
ッ
ク（
小
学
校
低
学
年
位
で
使
え
る
も
の
男

女
）・
自
転
車
16
イ
ン
チ（
男
女
）・
国
分
寺
東

小
体
操
着
１
２
０
〜
１
４
０
㎝

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

の
確
認
や
登
録
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

不法投棄された家電製品

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
受
講
し
た
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
渡
さ
れ
る
リ
ン
グ
の
色
は
何
色
で
し
ょ
う
？

①
ピ
ン
ク　

②
オ
レ
ン
ジ　

③
ブ
ル
ー

問
２
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Let’s SPORTS

下
野
市
教
育
委
員
会

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

サ
ン
デ
ー
参
加
者
募
集

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
を

多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
月
に
一
度
、
日
曜
日
に
講

習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ど

水
泳
教
室
参
加
者
募
集

　

初
心
者
、
初
級
者
を
対
象
に

水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

○
Ａ
コ
ー
ス

　
　

７
月
９
、
16
、
23
、
30
日

○
Ｂ
コ
ー
ス

　
　

８
月
６
、
13
、
20
、
27
日

毎
週
水
曜
日
、
各
コ
ー
ス
全
４

回
　

初
日
（
９
日
）
は
開
講
式
の

た
め
午
後
６
時
、
２
回
目
か
ら

は
午
後
６
時
30
分
か
ら
教
室
を

開
始

■
場
所　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

■
参
加
対
象

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
小
学

生
以
上
及
び
市
内
在
勤
者

■
参
加
費　

１
，
０
０
０
円

（
保
険
料
等
を
含
む
。）

※
１
回
目
参
加
時
に
納
入

■
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

７
月
４
日
㈮
ま
で
に
、
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

な
た
で
も
簡
単
に
、
無
料
で
体

験
で
き
ま
す
。

　

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
程
・
場
所

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

・
７
月
６
日
㈰
：

　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

・
８
月
３
日
㈰
：

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー

・
11
月
30
日
㈰
：

　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

・
１
月
18
日
㈰
：

　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

・
２
月
１
日
㈰
：

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー

■
持
ち
物

　

運
動
着
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

■
そ
の
他

・
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

・ 

３
月
８
日
㈰
に
石
橋
体
育
セ

ン
タ
ー
で
、「
下
野
オ
ー
プ
ン

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
大
会

２
０
１
５
」
を
開
催
し
ま
す
。

詳
細
は
大
会
が
近
付
き
ま
し

た
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

ミ
ニ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

〜
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
し
も
つ
け
〜

参
加
者
募
集

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
、
参
加
者
相
互
の
交
流
と

親
睦
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

７
月
12
日
㈯

　

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

　
（
受
付
：
午
前
８
時
30
分
〜
）

■
場
所　

大
松
山
運
動
公
園

■
対
象

・
小
学
４
年
生
以
上
（
要
同
意

書
）

・
親
子
（
小
学
生
以
上
）

■
参
加
料　

１
人
５
０
０
円

　
（
傷
害
保
険
を
含
む
。）

※
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
教

室
・
水
辺
の
安
全
教
室

■
申
し
込
み

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

へ
直
接
持
参
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

７
月
９
日
㈬
必
着

■
持
ち
物

・
自
転
車
（
ど
の
よ
う
な
自
転

車
で
も
構
い
ま
せ
ん
。）

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
用
意
で
き
な

い
場
合
は
事
務
局
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。）

・
運
動
靴
（
濡
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。）

・
水
着

・
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ

・
ゴ
ー
グ
ル
（
必
要
に
応
じ
て
）

・
運
動
の
で
き
る
服
装

・
飲
み
物
（
事
務
局
で
も
用
意

し
ま
す
が
、
ご
用
意
願
い
ま

す
。）

・
参
加
料

※
教
室
参
加
中
の
事
故
や
け
が

等
に
お
け
る
補
償
に
つ
い
て
は
、

主
催
者
が
加
入
す
る
傷
害
保
険

内
の
み
の
補
償
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会

第
９
回
下
野
市
ダ
ブ
ル
ス

テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会
の
公
式

試
合
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
６
日
㈰

※
予
備
日　

７
月
13
日
㈰

■
種
目

・
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

・
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

全
種
目
、
下
野
市
代
表
選
手

選
考
の
対
象
と
し
ま
す
。

Let’s SPORTSLet’s SPORTS

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
②
】
認
知
症
の
人
と
家
族
へ
の
応
援
者
で
あ
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
認
知
症
を
支
援
す
る
目
印
と
し
て
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
が
渡
さ
れ
ま
す
。

Shimotsuke
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■
試
合
方
法

・
８
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
タ
イ
ブ

レ
ー
ク
（
セ
ミ
ノ
ー
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
方
式
）

・
試
合
は
す
べ
て
セ
ル
フ

ジ
ャ
ッ
ジ

■
会
場

・
国
分
寺
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
（
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
６
面
）

・
大
松
山
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
（
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
４
面
）

■
参
加
資
格

　

原
則
と
し
て
市
内
在
住
、
在

勤
ま
た
は
在
学
者

■
参
加
費

　

１
組
２
，
５
０
０
円

■
申
し
込
み

　

６
月
16
日
㈪
〜
26
日
㈭
午
後

５
時
ま
で
に
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流

館
窓
口
に
参
加
費
を
添
え
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
種
目
ご

と
に
分
け
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。）

※
ド
ロ
ー
は
下
野
市
テ
ニ
ス
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
６
月
30

日
㈪
以
降
確
認
で
き
ま
す
。

　

 http://hom
epage2.

nifty.com
/SCT
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■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会　

井
上

　
☎
０
９
０（
１
４
６
７
）０
２
６
５

を
も
れ
な
く
本
文
に
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
ド
ロ
ー
は
当
日
に
発
表
し
ま

す
。

・
ペ
ア
の
変
更
は
当
日
ま
で
受

け
付
け
ま
す
。

・
申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会　

大
垣

　

☎（
53
）８
２
０
８

　

 http://hom
epage2.

nifty.com
/SCT
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下
野
市
体
育
協
会
卓
球
部

第
９
回
下
野
市
民
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
卓
球
大
会
開
催

■
日
時　

７
月
20
日
㈰

　

午
前
９
時
集
合
、
９
時
30
分

開
始

■
会
場

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー

■
参
加
対
象

　

40
歳
以
上
で
市
内
在
住
・
在

勤
の
一
般
・
社
会
人
の
方

■
種
目

①
男
子
Ｓ
②
女
子
Ｓ
③
男
子
Ｗ

④
女
子
Ｗ

※
ダ
ブ
ル
ス
の
ペ
ア
は
当
日
抽

選
。
誰
と
組
む
か
は
お
楽
し
み

第
７
回
下
野
市
春
季

レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

■
日
時　

６
月
25
日
㈬

　

午
前
８
時
30
分　

集
合

※
予
備
日　

７
月
２
日
㈬

　

天
候
不
良
時
は
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
に
て
開
催
可
否
の
判
断
を
し

ま
す
の
で
、
会
場
に
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。

■
種
目　

女
子
ダ
ブ
ル
ス

■
試
合
方
法

　

参
加
人
数
に
よ
り
検
討
し
、

当
日
に
発
表
し
ま
す
。

■
会
場

　

国
分
寺
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
（
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
６
面
）

■
参
加
対
象

　

市
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る

初
・
中
級
者
の
方

■
参
加
費

　

１
組
２
，
５
０
０
円

（
当
日
に
徴
収
し
ま
す
。）

■
申
し
込
み

　

６
月
２
日
㈪
〜
17
日
㈫
午
後

５
時
ま
で
に
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流

館
窓
口
ま
た
は
メ
ー
ル
（

tennis_m
urao@

nifty.com

）

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
氏
名
、

ク
ラ
ブ
名
、
住
所
、
電
話
番
号

に■
試
合
方
法

　

３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
（
11
本
）

予
選
リ
ー
グ
・
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト

■
参
加
費　

１
人
５
０
０
円

（
保
険
料
等
を
含
む
。
当
日
徴

収
）

■
申
し
込
み

　

６
月
９
日
㈪
午
前
９
時
〜
７

月
４
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に
ス

ポ
ー
ツ
交
流
館
、
南
河
内
体
育

セ
ン
タ
ー
、
国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
の
窓

口
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電

話
申
し
込
み
不
可
）

※
参
加
申
込
書
は
各
窓
口
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
７
月
４
日
㈮

午
後
５
時
ま
で
と
し
ま
す
。

・
ラ
ケ
ッ
ト
、
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
体
育
協
会　

卓
球
部

　
　

理
事
長　

水
越　

健
次

　

☎（
44
）２
３
８
２

※
午
後
10
時
〜
午
後
11
時

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

大
会　

参
加
者
募
集

■
日
時　

７
月
31
日
㈭

　

午
前
８
時
〜
ス
タ
ー
ト

■
会
場

　

栃
木
ヶ
丘
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

■
参
加
費

・
プ
レ
ー
代　

７
，
０
０
０
円

（
昼
食
・
パ
ー
テ
ィ
ー
代
込
み
）

・
参
加
料　

２
，
０
０
０
円

（
賞
品
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
代
）

■
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤

者
及
び
市
民
の
紹
介
者

■
募
集
人
数　

１
５
０
名

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

７
月
21
日
㈪
ま
で
に
参
加
費

を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
石
橋
地
区

　

平
野
長
一
郎

　

☎（
53
）２
７
３
２

　

日
向
野
貴
志
雄

　

☎（
53
）０
３
５
９

○
国
分
寺
地
区

　

大
根
田
重
美

　

☎（
44
）２
６
９
１

　

海
老
原
博

　

☎（
44
）１
５
３
４

○
南
河
内
地
区

　

舘
野
嘉
宣

　

☎（
48
）０
１
９
１

　

入
倉
求

　

☎（
48
）１
２
０
９

Let’s SPORTS

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

「
戒
壇
」
が
あ
っ
た
お
寺
は
、
下
野
市
に
あ
る
「
下
野
薬
師
寺
」、「
筑
紫
観
世
音
寺
（
福
岡
県
）」
と
、
あ
と
一
つ
は
？

問
３
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お
た
め
し
教
室（
ス
ポ
ー

ツ
吹
き
矢
）参
加
者
募
集

■
日
時

　

７
月
５
日
㈯
、
12
日
㈯
、

19
日
㈯　

全
３
回

　

午
後
３
時
30
分
〜
５
時
30
分

■
会
場

　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

■
指
導
者　

村
松　

兵
三
先
生

（
吹
き
矢
本
部
普
及
委
員
、
上

級
公
認
指
導
者
委
員
）

■
対
象
者　

小
学
生
以
上
（
性

別
・
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。）

■
参
加
費

・
会
員　
　

４
０
０
円

・
非
会
員　

５
０
０
円

※
別
途
マ
ウ
ス
代
１
０
０
円
か

か
り
ま
す
。
参
加
回
数
に
関
わ

ら
ず
３
回
分
の
費
用
と
な
り
ま

す
。

■
申
し
込
み

　

６
月
９
日
㈪
〜
27
日
㈮

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

カ
ヌ
ー
教
室

　
　

参
加
者
募
集

■
日
時

　

７
月
４
日
〜
８
月
22
日

　

午
後
６
時
45
分
〜
８
時
45
分

（
毎
週
金
曜
日
。
講
習
５
回
、

補
習
２
回
の
合
計
７
回
）

※
開
講
５
分
前
に
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー

ル
入
場
口
前
に
集
合

■
会
場　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

■
対
象
者
・
定
員

　

小
学
５
年
生
以
上　

10
名

（
グ
ル
ー
プ
申
し
込
み
は
認
め

ま
せ
ん
。）

■
講
師　

し
も
つ
け
指
導
者

会
（
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
海
洋
性
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）

■
参
加
費
（
７
回
分
）

・
会
員　

３
，
０
０
０
円

・
非
会
員　

４
，
０
０
０
円

（
保
険
代
含
む
）

■
持
ち
物　

水
泳
パ
ン
ツ（
ラ
ッ

シ
ュ
ガ
ー
ド
な
ど
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
、

キ
ャ
ッ
プ
、
ゴ
ー
グ
ル
は
自
由
）、

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　

元
気
ワ
イ
ワ
イ
・
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
南
河
内
（
Ｇ
Ｙ
Ｙ
・
Ｓ

Ｃ
）
は
、
南
河
内
地
域
の
皆
様

に
支
え
て
い
た
だ
く
、
自
分
た

ち
の
ク
ラ
ブ
で
す
。
多
く
の
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
会
費
（
年
会
費
）

※
詳
細
は
ク
ラ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

 http://gyy-sports.a.la9.
jp/

飲
料
水
、
着
替
え

※
カ
ヌ
ー
、パ
ド
ル
、ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
ク

ラ
ブ
で
準
備
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　

カ
ヌ
ー
の
安
全
漕
艇
認
定
者

は
、
爽
快
な
思
川
リ
バ
ー
ツ
ー

リ
ン
グ
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

ツ
ー
リ
ン
グ
日
程
は
９
月

15
日
を
予
定
、
参
加
費
は
１
，

０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み

　

６
月
10
日
㈫
９
時
か
ら
先
着

順
で
定
員
ま
で
受
付

福
島
県「
雄
国
湿
原
ニ
ッ
コ
ウ

キ
ス
ゲ
群
落
」散
策
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ　

参
加
者
募
集

　

日
本
有
数
の
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス

ゲ
群
落
湿
原
、
山
吹
色
の
絨
毯
が

敷
き
つ
め
ら
れ
た
よ
う
な
、
広
大

な
別
世
界
の
散
策
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
す
。
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
避
け

た
ル
ー
ト
を
設
定
し
ま
し
た
の

で
安
心
し
て
楽
し
め
ま
す
。

■
日
時　

６
月
29
日
㈰

　

午
前
６
時
国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
出
発
、
午
後
６
時

帰
着
予
定
（
雨
天
決
行
）

■
場
所
・
コ
ー
ス　

磐
越
道
〜

桧
原
湖
〜
雄
子
沢
入
口
〜
雄
国

せ
せ
ら
ぎ
探
勝
路
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
〜
雄
国
萩
平
〜
磐
越
道

※
貸
切
観
光
バ
ス
、
現
地
で
は

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用

■
対
象
者

　

小
学
生
以
上
25
名
程
度
（
19

名
未
満
の
場
合
は
中
止
）

■
参
加
費

・
会
員　

３
，
９
０
０
円

・
非
会
員　

４
，
４
０
０
円

（
交
通
費
、
保
険
代
、
諸
経
費
）

■
持
ち
物
・
装
備

　

弁
当
、
飲
み
物
、
敷
物
、
健

康
保
険
証
の
コ
ピ
ー
、
ハ
イ
キ

ン
グ
ス
タ
イ
ル
、
滑
り
に
く
い

キ
ャ
ラ
バ
ン
シ
ュ
ー
ズ
、
雨
合

羽
、
手
袋
、
帽
子

■
申
し
込
み　

６
月
10
日
㈫

　

午
前
９
時
〜
（
先
着
順
）

※
詳
細
は
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
設

置
し
て
い
る
募
集
要
項
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

元
気
ワ
イ
ワ
イ
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
南
河
内
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
内
元
気
ワ
イ
ワ
イ
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局　

☎（
48
）５
４
０
１

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
く
ら
ぶ
国
分
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
ク
ラ
ブ
事
務
局
窓
口
で
、
申
込
書
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

担
当
：
近
藤　

☎（
44
）０
８
４
９　

※
火
、
水
、
木
曜
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

区分 会費 保険代
一般 4,400円 1,850円
シニア（65歳以上） 1,000円
ジュニア（高校生）

3,400円
1,850円

ジュニア
（中学生以下）

800円

夫婦会員（２人） 8,000円 構成する
方の年代
による。

ファミリー
（同居３人以上）

10,000円

※複数種目を希望しても年会費は変わりません。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
「
東
大
寺
（
奈
良
県
）」】「
戒
壇
」
は
、
お
坊
さ
ん
に
な
る
た
め
の
資
格
を
与
え
る
、
現
在
の
国
立
大
学
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
し
た
。
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自治医科大学附属病院　連携協働コラム

笑
顔
で
の
診
療
を
心
が
け
て

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院　

医
師
3
年
目

外
科
系
後
期
研
修
医

西に
し

村む
ら　

貴た
か

裕ひ
ろ

「
医
師
」の
研
修
期
間

　

あ
る
日
突
然
、
5
月
号
の
コ
ラ
ム
で
執

筆
し
た
新
保
先
生
よ
り
、「
若
手
医
師
の
生

の
声
を
書
い
て
欲
し
い
」
と
当
コ
ラ
ム
の

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
も
、
で

き
る
だ
け
軽
い
タ
ッ
チ
で
と
い
う
注
文
も

添
え
て
。
ご
期
待
に
添
え
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
一
人
の
若
手
医
師
と
し
て
の
今

の
思
い
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
春
初
期
研
修
を
終
え
た
ば

か
り
の
3
年
目
の
医
師
で
す
。
医
師
に
就

く
ま
で
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
と
、
私
た

ち
医
師
は
、
6
年
間
の
医
学
部
で
の
大
学

生
活
を
終
え
医
師
国
家
試
験
に
合
格
し
て

は
じ
め
て
医
師
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
「
研
修
医
」
と
し
て
2
年
間
の
初

期
研
修
期
間
が
あ
り
、
複
数
の
診
療
科
を

数
か
月
単
位
で
経
験
し
、
様
々
な
知
識
や

技
量
を
身
に
付
け
ま
す
。
簡
単
に
言
え
ば

見
習
い
期
間
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
初
心
者

マ
ー
ク
な
ど
付
け
て
い
ま
せ
ん
し
、
実
際

に
第
一
線
に
立
っ
て
診
療
に
あ
た
り
ま
す
。

　

最
近
は
「
レ
ジ
デ
ン
ト
」
と
い
う
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
ち
ら

の
方
が
な
じ
み
の
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。初
期
研
修
で
は
様
々

な
症
例
を
経
験
し
ま
す
。
特
に
自
治
医
科

大
学
の
救
命
救
急
部
（
Ｅ
Ｒ
）
で
は
、
大

学
病
院
と
い
う
地
域
の
中
枢
病
院
と
し
て
、

1
次
〜
3
次
救
急
（
軽
症
〜
重
症
ま
で
幅

広
い
症
例
）
を
経
験
す
る
こ
と
で
医
師
と

出
く
わ
し
た
り
、
私
を
知
っ
て
い
る
方
か

ら
も
話
し
か
け
ら
れ
る
場
面
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
よ
う
な
時
は
ほ
っ
と
す
る
一
方

で
ど
こ
か
恥
ず
か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
外
来
や
病
棟
で
出

会
う
患
者
さ
ん
か
ら
す
れ
ば
私
を
医
師
と

し
て
頼
っ
て
き
て
い
る
わ
け
な
の
で
、日
々

気
を
引
き
締
め
て
臨
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、

医
師
3
年
目
に
入
り
、
研
修
医
と
い
う
肩

書
き
が
無
く
な
っ
た
今
、
働
き
始
め
た
2

年
前
と
は
異
な
る
責
任
感
や
不
安
が
生
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
専
門
科
に
細
分
化
し
て

し
て
一
回
り
も
二
回
り
も
大
き
く
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
初
期
研
修
期
間
に
は
多
く
の
尊

敬
で
き
る
素
晴
ら
し
い
先
輩
医
師
や
、
頼

も
し
い
同
年
代
の
医
師
と
出
会
う
た
め
、

今
後
続
く
医
師
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
に

と
っ
て
貴
重
な
糧
と
な
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
、
ド
ラ
マ
や
書
籍
か
ら
、
研

修
医
と
聞
く
と
過
酷
な
生
活
を
想
像
す
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん（
ち

な
み
に
レ
ジ
デ
ン
ト
と
は
、〝
病
院
住
み

込
み
医
〞
と
い
う
英
語
が
も
と
も
と
の
意

味
で
す
）
が
、
以
前
と
比
べ
て
現
在
の
制

度
で
は
研
修
医
は
非
常
に
守
ら
れ
て
お
り
、

医
師
と
し
て
の
生
活
に
自
分
プ
ラ
ン
の
日

常
生
活
を
あ
る
程
度
取
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
初
期
研
修
を
終
え
る
と
、
一

般
的
に
は
専
門
の
診
療
科
を
決
め
て
そ
の

道
に
進
み
ま
す
。
私
は
現
在
、
外
科
系
後

期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
択
し
、整
形
外
科
、

形
成
外
科
、
脳
神
経
外
科
な
ど
を
さ
ら
に

1
年
間
研
修
す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
う

え
で
将
来
進
む
道
を
決
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

地
域
に
育
て
ら
れ
な
が
ら

　

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
下
野
市
で
、
大

学
は
は
る
ば
る
九
州
に
行
き
ま
し
た
が
、

栃
木
県
の
医
療
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
自

治
医
科
大
学
附
属
病
院
に
就
職
し
ま
し
た
。

さ
す
が
に
地
元
だ
け
に
、
病
院
で
友
人
に

い
る
現
在
の
医
療
で
す
が
、
医
師
と
し
て
、

内
科
・
外
科
・
小
児
科
等
限
定
せ
ず
に
診

る
必
要
が
あ
る
の
で
い
く
ら
勉
強
し
て
も

足
り
ま
せ
ん
。
私
は
医
師
に
な
っ
て
わ
ず

か
2
年
で
す
が
、
医
師
は
仕
事
を
し
た
う

え
で
相
手
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝

さ
れ
る
素
晴
ら
し
い
職
業
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
れ
だ
け
、
命
の
現
場
で
人
の
命

と
生
活
に
向
き
合
う
大
き
な
責
任
が
あ
り

ま
す
の
で
、
慢
心
す
る
こ
と
な
く
日
々
気

概
・
知
識
・
技
量
を
蓄
え
、
患
者
さ
ん
に

還
元
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

「
地
域
の
皆
様
の
力
に
な
り
た
い
！
」
と
大

口
を
叩
け
た
ら
格
好
が
つ
く
の
で
し
ょ
う

が
、
い
か
ん
せ
ん
未
熟
者
で
す
。
む
し
ろ

現
場
で
辛
い
の
は
患
者
さ
ん
で
あ
る
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
医
療
従
事
者
に

温
か
い
言
葉
を
か
け
て
ね
ぎ
ら
っ
て
く
だ

さ
る
こ
と
も
多
く
、
た
い
へ
ん
励
み
に
な

り
ま
す
。
ま
さ
に
、
地
域
に
育
て
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

　

病
院
と
い
う
不
安
を
否
め
な
い
現
場
で
、

皆
様
に
少
し
で
も
不
安
を
払
拭
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
私
は
明
る
い
笑
顔
で
皆
様

の
お
話
に
耳
を
傾
け
診
療
に
当
た
る
こ
と

を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
も

継
続
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
下
野
市
の
皆
様
、
今
後
と

も
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
い
た
し
ま

す
。
季
節
の
変
わ
り
目
で
す
の
で
、
お
体

に
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

ERローテート時の同期と。互いに切磋琢磨している頼もしい仲間です

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
男
女
共
同
参
画
情
報
紙
の
タ
イ
ト
ル
は
？

問
４
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■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
☎（
52
）１
１
１
９

　自治医科大学の教授などが講師を務め、よく耳にする病気の予防や医療を支
える部門などについてわかりやすく教えてくれる ｢自治医科大学公開講座｣ が
開催されます。今年のメインテーマは『病気の予防と支える医療』です。
　昨年度に引き続き下野市との連携事業として開催しますので、ぜひこの機会
に受講してください。
〇場　　所 自治医科大学　地域医療情報研修センター　大講堂
〇受　講　料 無料　〇受講定員　500名
〇申　込　み 6月2日㈪受付開始　※定員となり次第締切り
〇申込み先 以下のどちらからでもお申し込み可能です。
　①自治医科大学学事課　☎（58）7044
　　ホームページ http://www.jichi.ac.jp/extension/index.html
　　※ホームページからもお申し込みいただけます。
　②生涯学習課　☎（52）1119
　　電話での受付時間は、平日午前8時30分から午後5時までです。
　　本講座は、とちぎ県民カレッジの登録講座です。
〇当日のお願い
　・会場には机のご用意はありませんので了承ください
　・ 大きな会場のため、空調の微調整ができません。
　　扇子や上着などをお持ちください。
〇日程、学習演題、講師
（全5日間のうち、3日間受講された方には修了証をお渡しします。）

日　程 演　題 講　師 時　間

7/5㈯
1 心臓病の予防とこれからの日本の医療 自治医科大学 学長

　永井 良三 先生
午後1時30分～
　　　　2時45分

2 グリーフ（深い悲しみ）について 看護学部
　宮林 幸江 教授

午後3時～
　　　　4時15分

7/12㈯
3 写真から病気の早期発見を支える～がんから認知症まで～

放射線医学
　篠崎 健史 学内講師

午後1時30分～
　　　　2時45分

4 検査データをどう考えどう役立てるか 臨床検査医学
　山田 俊幸 教授

午後3時～
　　　　4時15分

7/19㈯
5 神経内科の病気と診断・治療 神経内科学部門

　松浦　徹 教授
午後1時30分～
　　　　2時45分

6 高齢者のメンタルヘルス～認知症とうつ病～
那須高原病院
　高野 謙二 院長

午後3時～
　　　　4時15分

7/26㈯
7 先発医薬品とジェネリック医薬品 薬剤部

　須藤　俊明　薬剤部長
午後1時30分～
　　　　2時45分

8 手術針の生産などについて マニー株式会社
　松谷 貫司 取締役会議長

午後3時～
　　　　4時15分

8/2㈯
9
医療を支える病理診断
　　～適切な診断のないところに
　　　　　　　　　適切な医療はありえない～

病理診断部
　福嶋 敬宜 教授

午後1時30分～
　　　　2時45分

10 痛みを防ぐ、痛みと向き合う、　　　　　　　　　　痛みと共に暮らす
麻酔科学講座
　井上 荘一郎 准教授

午後3時～
　　　　4時15分

※日程、学習演題、講師等は、都合により変更になる場合があります。

平成26年度自治医科大学公開講座のご案内

昨年の講座の様子

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
〜
わ
か
ち
あ
い
〜
」】
６
月
23
日
〜
29
日
は
、
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
。（
詳
し
く
は
、
14
ペ
ー
ジ
）
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シ
ニ
ア
向
け
災
害
用
伝
言

板
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
体
験
講

座
受
講
生
募
集

　

シ
ニ
ア
の
方
々
を
対
象
と
し
、

地
震
な
ど
の
災
害
時
に
役
立

つ
「
災
害
用
伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
」

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
操
作
を
通
し

て
今
話
題
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
性
能
が
体
験
で
き
る
講
座
で

す
。

■
日
時　

８
月
１
日
㈮

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

　

国
分
寺
公
民
館

　
（
第
２
・
第
３
研
修
室
）

■
対
象
者

　

市
内
在
住
（
概
ね
65
歳
以
上
）

■
定
員

　

20
名
（
応
募
多
数
抽
選
）

■
講
座
の
内
容

前
半

　

・ 

災
害
用
伝
言
板
サ
ー
ビ
ス

の
操
作
方
法
を
学
ぶ
（
操

作
に
は
携
帯
電
話
を
使
用
）

後
半

　

・ 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
性
能

を
体
験
す
る
（
操
作
に
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
）

■
費
用　

無
料

※
携
帯
電
話
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
は

貸
し
出
し
ま
す
。

■
講
師

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

受
講
生
募
集

　

相
手
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、

そ
の
方
の
話
に
耳
を
傾
け
て
聴

く
「
傾
聴
」
に
つ
い
て
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
学
習
し
ま

す
。
様
々
な
市
民
活
動
や
日
常

生
活
で
も
生
か
せ
る
講
座
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
講
師

　

話
の
聞
き
方
（
傾
聴
）
教
室

　

傾
聴
ハ
ピ
ネ
ス
代
表　

　
　
　
　

渡
邊　

純
子　

氏

■
日
程
と
講
座
内
容

　

①
6
月
13
日
㈮

　

聴
き
た
い
人
は
話
し
た
い

　

②
6
月
20
日
㈮

　

 

聞
き
出
す
か
ら
話
し
た
く
な

る
聞
き
方
へ

　

③
6
月
27
日
㈮

　

否
定
せ
ず
受
け
止
め
て
聴
く

　

④
7
月
4
日
㈮

　

気
持
ち
に
寄
り
添
う
聞
き
方

　

⑤
7
月
11
日
㈮

　

傾
聴
を
日
常
で
生
か
す

■
時
間

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
費
用　

無
料

■
定
員　

20
名
程
度　

先
着
順

■ 

会
場　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン

タ
ー　

2
階

　

㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
栃
木
支
店

担
当
者

■
申
し
込
み
方
法

　

６
月
16
日
㈪
〜
30
日
㈪
ま
で
、

電
話
・
生
涯
学
習
課
窓
口
で
受

け
付
け
（
休
日
は
除
く
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

最
近
の
就
職
事
情

〜
若
者
へ
の
就
職
支
援
〜

　

私
た
ち
親
の
世
代
が
就
職
し

た
こ
ろ
と
、
現
在
の
就
職
状
況

は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
若
者
の
就
職
事
情
に

つ
い
て
、
話
を
聞
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
山
の

担
当
者
の
方
か
ら
、
い
ろ
い
ろ

お
話
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
若
者
に
対
す
る

就
職
支
援
に
つ
い
て
の
話
も
あ

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
18
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
場
所　

南
河
内
東
公
民
館

■
対
象　

一
般

■
講
師

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
山
担
当
者

■
問
い
合
わ
せ
先

　

南
河
内
東
公
民
館

　

☎（
48
）５
５
１
１

■
応
募
期
間

　

５
月
19
日
㈪
〜
６
月
２
日
㈪

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

　

（
44
）６
６
４
４

　

 

社
会
福
祉
協
議
会
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

☎（
43
）１
２
３
６

加
入
し
て
ま
す
か
？

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
と

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
に

起
こ
る
様
々
な
事
故
か
ら
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
守
り
、
傷
害
や

賠
償
責
任
な
ど
に
際
し
、
補
償

す
る
も
の
で
す
。

　

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
個
人
、

団
体
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

始
め
る
前
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
更

新
す
る
個
人
、
団
体
も
今
年
度

の
加
入
が
済
ん
で
い
る
か
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

保
険
の
加
入
方
法
や
内
容
に

つ
い
て
は
、
各
窓
口
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

関
す
る
窓
口

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

■ 

そ
の
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

関
す
る
窓
口

　

下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
43
）１
２
３
６

自
主
企
画
講
座「
使
用
済
み

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
田
植
え
を

し
よ
う
！
」を
実
施
し
ま
し
た

　

今
回
の
講
座
で
は
、
田
植
え

を
通
じ
て
、
い
ら
な
く
な
っ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
も
工
夫
し
だ

い
で
緑
化
活
動
や
食
物
栽
培
が

で
き
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
稲
は
10
月
に
開
催
さ
れ

る
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
で
収
穫
す
る
予
定
で
す
。

同
セ
ン
タ
ー
の
建
物
の
南
壁
面

に
、
こ
れ
か
ら
秋
ま
で
常
設
さ

れ
観
察
会
も
行
う
予
定
で
す
。

　

ぜ
ひ
苗
の
成
長
を
見
に
来
て

く
だ
さ
い
！

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
の
飼
犬
の
数
は
？ 

①
約
３
，
０
０
０
頭　

②
約
５
，
０
０
０
頭　

③
約
１
０
，
０
０
０
頭

問
５

講座の様子
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「
お
そ
よ
う

4

4

4

4

ご
ざ
い
ま
す
！
」
の
元
気

な
あ
い
さ
つ
で
始
ま
る
「
し
も
つ
け
サ
タ

デ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ
」、略
し
て「
し
も
サ
タ
」。

　

ま
だ
ま
だ
隠
れ
て
い
る
下
野
市
の
魅
力

を
、
市
内
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
、
市
外
に

向
け
て
発
信
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度
も

「
し
も
サ
タ
」
を
放
送
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

放
送
内
容
は
こ
れ
ま
で
よ
り
さ
ら
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
。
地
元
で
も
知
ら
な
か
っ
た

よ
う
な
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

元
気
な
声
を
お
届
け
す
る
の
は
こ
れ
ま

で
と
変
わ
ら
ず
、
メ
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
の
斉
藤
美
貴
さ
ん
と
リ
ポ
ー
タ
ー
の

渡
辺
美
潮
さ
ん
の
二
人
で
す
。

　

毎
週
土
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
か
ら
55

分
ま
で
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ　

レ
デ
ィ
オ
・
ベ

リ
ー
（
Ｆ
Ｍ
栃
木　

76
・
４
Ｍ
Ｈ
ｚ
）
で

放
送
中
で
す
。

　

朝
と
も
昼
と
も
い
え
な
い
こ
の
時
間
、

「
お
そ
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
か
ら
始
ま
る

下
野
市
の
ラ
ジ
オ
番
組
を
お
楽
し
み
に
！

料
理
レ
ポ
ー
ト
も

　
　
　

実
際
に
体
験
！

　

し
も
つ
か
れ
、
か
ん
ぴ
ょ
う

の
八
幡
巻
き
な
ど
の
料
理
に
も

体
当
た
り
で
取
材
し
ま
す
！

　

彼
女
た
ち
に
声
を
か
け
ら
れ

た
ら
、
取
材
に
ご
協
力
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
か
ら
も

　

ラ
ジ
オ
が
聴
け
ま
す

　

レ
デ
ィ
オ
・
ベ
リ
ー
は
、
ラ
ジ
オ
だ

け
で
は
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
そ
の
ま
ま
ラ
ジ
オ
が
聴
け
る

「radiko.jp

」（
ラ
ジ
コ
）
の
配
信
を
行
っ

て
い
ま
す
。
登
録
の
手
続
き
も
な
く
、
無

料
で
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
レ
デ
ィ
オ
・
ベ
リ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
リ
ク
エ
ス
ト
を

　

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
皆
様
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
リ
ク
エ
ス
ト
を
送
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
番
組
の
収
録
の
様
子
や
、
市
か

ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
お
申
し
込
み
も
で
き
ま

す
の
で
、
お
見
逃
し
な
く
！

○
レ
デ
ィ
オ
・
ベ
リ
ー
「
し
も
サ
タ
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

■
新
コ
ー
ナ
ー
も
続
々
放
送
し
ま
す

　

し
も
サ
タ
で
か
ん
ぴ
ょ
う
を
育
て
る

「
か
ん
ぴ
ょ
う
日
記
」の
コ
ー
ナ
ー
や
、「
し

も
つ
け
タ
ス
キ
リ
レ
ー
」、「
し
も
つ
け
の

伝
説
」
な
ど
を
放
送
し
ま
す
。
お
聴
き
逃

し
な
く
！

ＦＭラジオ番組しもつけサタデーモーニング

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
番
組

し
も
つ
け
サ
タ
デ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ

声
で
伝
え
る
下
野
市
の
魅
力
！

毎週土曜日
９時３０分より

こんな風に取材
しています！

■問い合わせ先
　総合政策課　☎（４０）５５５０

QRコード

 http://www.berry.co.jp/
shimotsuke/

色んなイベントに
出没します！

気軽に「みきチン」って
呼んでくださいね。

味見は得意なんです！
えっ、つまみぐいじゃ

ないですよ。

「
み
き
チ
ン
」
こ
と

斉
藤
美
貴
さ
ん

「
ミ
ッ
シ
ー
」
こ
と

渡
辺
美
潮
さ
ん

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
①
】
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
の
飼
犬
登
録
数
は
、
３
，
３
４
２
頭
で
す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
と
き
の
下
野
市
の
人
口
は
６
０
，
０
３
９
人
で
す
。
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先
月
、
下
野
国
分
寺
跡
が
史
跡
公
園
と
し

て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
昭
和
50
年
代
か
ら

住
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
昭
和

57
年
度
か
ら
県
教
育
委
員
会
の
範
囲
確
認
調

査
、
平
成
11
年
度
か
ら
の
町
・
市
教
育
委
員

会
に
よ
る
調
査
の
成
果
を
も
と
に
平
成
18
か

ら
25
年
度
ま
で
、
整
備
事
業
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
整
備
を
記
念
し
て
、今
回
か
ら
シ
リ
ー

ズ
で
下
野
国
分
寺
・
尼
寺
に
関
す
る
説
明
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
か
ら
約
１
３
１
０
年
前
の
こ
と
で
す
。

西
暦
７
０
１
（
大
宝
元
）
年
、
藤ふ

じ
わ
ら原

不ふ

ひ比
等と

や
下し

も
つ
け
の
あ
そ
ん

野
朝
臣
古こ

麻ま

ろ呂
た
ち
の
尽
力
で
「
大た

い
ほ
う宝

律り
つ
り
ょ
う
令
」（
国
の
制
度
）
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
頃
か
ら
「
日
本
」
と
い
う
国
号

が
使
わ
れ
始
め
、
古
墳
時
代
ま
で
の
「
ク
ニ
」

の
観
念
か
ら
脱
却
し
た
「
国
家
」
と
し
て
制

度
設
計
・
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

西
暦
７
１
０
（
和
銅
３
）
年
に
は
、
都
が

藤ふ
じ
わ
ら原

京き
ょ
うか

ら
平
へ
い
じ
ょ
う城

京き
ょ
うに

移
り
ま
し
た
。
天
平

年
間
の
初
め
頃
は
、
天
候
不
順
や
天
変
地
異

が
続
き
、
天
平
７
・
９
年
に
は
、
天て

ん
ね
ん
と
う

然
痘
や

飢き
き
ん饉

が
西
日
本
を
中
心
に
猛も

う
い威

を
振
る
い
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
頃
、
東
北
地
方
の
い
わ

ゆ
る
蝦え

み
し夷

に
不
穏
な
動
き
が
あ
り
、
国
外
で

は
朝
鮮
半
島
の
新し
ら
ぎ羅
と
の
関
係
が
悪
化
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
不
穏
な
世
情
の
中
、
７
３
９

年
３
月
に
釈し
ゃ
か
さ
ん
ぞ
ん
ぞ
う

迦
三
尊
像
の
造
像
と
大
だ
い
は
ん
に
ゃ
き
ょ
う

般
若
経

の
書
写
の
命
が
だ
さ
れ
、
７
４
０
年
６
月
、

諸
国
に
七
重
塔
の
造
塔
と
法ほ
け
き
ょ
う

華
経
写
経
の
命

が
下
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
に
大だ
ざ
い
ふ

宰
府
少し
ょ
う
に弐（

次
官
）
の
職
に
あ
っ

た
藤ふ
じ
わ
ら
ひ
ろ
つ
ぐ

原
広
嗣
が
反
乱
を
起
こ
し
ま
す
。
広
嗣

は
不
比
等
の
孫
（
三
男
宇う
ま
か
い合

の
長
男
）
で
、

光こ
う
み
ょ
う明
皇こ
う
ご
う后
（
不
比
等
の
娘
・
聖
武
天
皇
の
皇

后
）
の
甥
に
あ
た
る
た
め
、
反
乱
は
藤
原
氏

に
と
っ
て
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
こ
の

反
乱
は
１
７
，
０
０
０
人
の
派
兵
に
よ
り
鎮

圧
さ
れ
た
、
奈
良
時
代
最
大
級
の
内
乱
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
７
４
０
（
天
平
12
）
年

12
月
に
は
恭く

仁に

京
（
京
都
府
南
部
）
へ
遷
都

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
以
後
、
７
４
５

（
天
平
17
）
年
に
再
び
平
城
京
に
還
都
す
る
ま

で
、
紫し

香が

楽ら
き

宮
（
滋
賀
県
）、
難な

に
わ波

京
（
大
阪

府
）
を
転
々
と
し
、
庶
民
は
疲ひ

へ
い弊

し
ま
す
。

　

７
４
１
（
天
平
13
）
年
正
月
、
藤
原
氏
が

国
分
寺
丈じ
ょ
う
ろ
く六
仏
の
造
営
料
を
施せ
に
ゅ
う入
（
寄
附
）

し
ま
す
。
こ
の
造
営
料
は
藤
原
不
比
等
が
国

家
か
ら
賜
っ
た
五
〇
〇
〇
戸
の
封ふ

戸こ

（
給

与
）
の
う
ち
三
〇
〇
〇
戸
を
寄
付
し
た
も
の

で
、
こ
の
財
源
に
よ
り
全
国
官
寺
制
度
に
対

す
る
経
済
基
盤
が
整
い
ま
し
た
。
不
比
等
の

寄
付
の
背
景
に
は
、
広
嗣
の
乱
が
大
き
く
影

国
分
寺
建
立
の
時
代
背
景

新・下野市風土記

新
・
下
野
市
風
土
記

響
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の

中
、７
４
１
（
天
平
13
）
年
2
月
14
日
に
「
国

分
寺
建
立
の
詔
み
こ
と
の
り」
が
発
布
さ
れ
ま
す
。

　

詔
に
は
神
仏
に
よ
る
国
家
の
護ご

じ持
の
ほ
か
、

天
皇
・
皇
后
・
皇
太
子
と
そ
の
祖
先
や
親
族

の
安あ
ん
ね
い寧

、
反
逆
者
へ
の
懲
罰
な
ど
も
願
わ
れ

ま
し
た
。

　

７
４
０
（
天
平
12
）
年
に
は
、
河か

わ

内ち

国

知ち
し
き識
寺じ

に
聖
武
天
皇
と
光
明
皇
后
が
行
幸
し
、

知ち
し
き識

（
仏
事
や
公
共
事
業
の
た
め
に
資
財
や

労
力
を
提
供
し
て
仏
の
功
徳
を
受
け
る
こ
と
）

で
、
造
立
さ
れ
た
盧る

し
ゃ
な
ぶ
つ

舎
那
仏
を
拝
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
７
４
５

年
の
平
城
京
還
都
に
と
も
な
い
、
現
在
の
東

大
寺
が
建
立
さ
れ
総
国
分
寺
と
さ
れ
ま
し
た
。

光
明
皇
后
は
、
伝
領
し
た
故
不
比
等
（
父
親
）

の
旧
邸
宅
（
平
城
京
）
に
法ほ

っ
け
じ

華
寺
を
建
立
し
、

総
国
分
尼
寺
と
し
ま
し
た
。

下
野
市
教
育
委
員
会　

文
化
課
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　南河内図書館　
■今年も人形劇団くぐつがやってくる！
日時：6月14日㈯　午後2時開演
上演作品：人形芝居「なしとりきょうだい」
場所：南河内公民館 2階会議室
定員：80名（先着順／ 3歳以上向け）
■読書会
6月14日㈯　午前10時～正午
テキスト／朝井まかて  著「恋歌」
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
　1階児童コーナー
6月28日㈯ ①午後2時～　②午後3時～
■音訳ボランティア養成講座～初級編（全4回）
目の不自由な方に広報紙などを音声に訳した録
音テープを提供する『音訳ボランティア』の初
心者向け講座です。未経験者でも参加できます。
開講日：6月20日㈮・27日㈮、7月2日㈬・18㈮
時　間：午前10時～正午
講　師：田崎 浩子 先生
定　員：15名（先着順／市内在住・在勤者）
場　所：南河内公民館会議室（※最終日のみ生
涯学習情報センターにて専用機材で実技指導）
申込み：6月1日㈰から受付開始
※参加ご希望の方は、南河内図書館カウンター
へ直接またはお電話にてお申し込みください。
問合せ先：南河内図書館　☎（48）2395

　石橋図書館　
■読書会　2階研修室
6月11日㈬　午前10時～正午
テキスト／森崎和江 著「からゆきさん」
■おはなし会　1階おはなしコーナー
6月7日㈯・21日㈯　午後2時～
■映画会　2階視聴覚室 
6月14日㈯　午前10時30分～
■古典文学講座（第2回目）　2階視聴覚室 
6月29日㈰　午後2時～ 3時30分
◇石橋図書館蔵書点検のお知らせ◇
　6月23日㈪～ 28日㈯ 蔵書点検のため休館し
ます。返却はブックポスト（視聴覚資料は不可）、
または南河内や国分寺図書館にてお願いします。

　国分寺図書館　
■食育講座「私たち、元気な年寄りになります」
　2階視聴覚室
6月6日㈮　午後2時～午後４時
講師：横川由美子 先生（定員30名・参加無料）
■お話ポケットの会のおはなし会
　１階おはなしコーナー
6月14日㈯　午後2時～

■夜の煎茶会　2階視聴覚室
6月20日㈮　午後6時～午後7時
講師：石川節子先生（定員：10名・参加無料）
お茶でほっと一息してみませんか？
■読書会　2階視聴覚室
6月21日㈯　午前10時～
テキスト／村田喜代子 著「真夜中の自転車」
■スタッフお楽しみ会
6月28日㈯　午前10時30分～
内容：「カラフル色ぞめ せんす作り」

南河内・石橋館の臨時休館のお知らせ 
6月15日㈰電気工事によるシステム停止のた
め、午前中休館、午後1時より開館いたしま
す。国分寺館は通常開館します。ご理解と、
ご協力をよろしくお願いします。

子ども司書体験講座  ※ 6/14㈯締切
子ども司書体験講座受講生募集中です！
○第1回：図書館探検、分類について　ほか
　6月29日㈰　午前10時～正午
　　…国分寺図書館
○第2回：本の修理、ポップ作り
　7月6日㈰　午前10時～正午
　　…石橋図書館
○第3回：貸出・返却業務、書架整理　ほか
　 石橋8月4日㈪、国分寺8月6日㈬、南河内
8月7日㈭　午前10時30分～午後3時
※いずれか1館で体験していただきます
対　象：市内在住の小学校4年生～ 6年生
人　数：6名×3図書館　合計18名
※全3回履修後に子ども司書認定証を贈呈し
ます。認定後におはなし会や飾り付けなど子
ども司書としての活動予定があります。詳し
くは市内各図書館にお問い合わせください。

ＱＲコード

利用案内
■6月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

■開館時間
　午前９時～午後７時

■蔵書検索・予約システム
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

図書館 購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
青玉の笛（京都市井図絵）（石） … 澤田ふじ子

心根を惑わす美術品をめぐり、業と欲に翻弄される
人々。表題作「青玉の笛」ほか、ひたむきに生きる京
の人々を描く６つの珠玉の短編集。

紫匂う（石） … 葉室　麟
あの日の歌（南） … あの日の歌製作委員会
オービタル・クラウド（南） … 藤井 太洋
電力と震災（国） … 町田　徹
栃木いきもの図鑑（国） … 前田 信二
＜児童書＞　
富士山のふしぎ100（南） … 富士学会
UFOと宇宙人の大百科（南） … 学研教育出版
しんでくれた（石） … 谷川俊太郎
ナナカラやまものがたり（石） … どい かや
なぞなぞフッフッフー（国） … 武田 美穂
いろいろバナナ（国） … 山岡ひかる
※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館どこで
も貸出（貸出中は予約）が可能です。

Library Inform
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図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人
今月のテーマ

ワールドカップ

　いよいよ6月12日から7月13日にか
けて、FIFAワールドカップが開催さ
れます。今大会は20回目の記念大会
であり、1950年大会以来64年ぶりの
ブラジル開催となります。
　今月の読書人ではワールドカッ
プをテーマに、サッカーやブラジ
ルに関する本を選んでみました。

ジュニア・サッカー
ゼロから学ぶ
個性の育成法

中嶋　譲 監修
ベースボール・マガ
ジン社

感動！
ブラジル
サッカー

藤原 清美 著
講談社現代新書

僕らがサッカー
ボーイズだった頃
プロサッカー選手
のジュニア時代

元川 悦子 著
カンゼン

フットボール de
国歌大合唱 !
代表戦で楽しむ
61 の国歌斉唱

いとうやまね 著
東邦出版

世の中への扉
進め！
サムライブルー

林　壮一 著
講談社

世界のともだち 03
ブラジル
陽気なカリオカ
ミゲル

永武ひかる 著
偕成社

基礎テクニックだけでなく、子供がサッカー
を楽しめる指導法や練習方法を学べる本で

す。 （石）

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【（南）＝南河内　（石）＝石橋　（国）＝国分寺】
所蔵館以外でも予約をしていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

南河内図書館 ☎（48）2395 ／石橋図書館 ☎（52）1136 ／国分寺図書館 ☎（44）3399

ブラジルのチーム「セレソン」に密着取材し
た著者による、選手たちの素顔と世界最強
といわれたチームの秘密が描かれています。

 （石）

プロの道を切り拓いたのは、家族の温かい支
えと転機となる恩師、仲間との出会いがあっ
たから。香川真司や吉田麻也ら 13人を取り
上げ、彼らのサッカー人生の原点にせまる。

 （国）

国際試合での国歌の扱われ方、選手たちの姿
勢、歴史的背景、歌詞に込められた意味など
を紹介する、ちょっと変わった視点のサッ

カー本。 （南）

日本代表の成長の 20年史。
ワールドカップブラジル大会の予習は、この
一冊でバッチリ！サッカーファンのキミに贈
るスポーツノンフィクション。 （国）

衣・食・住を中心に子どもたちのくらしを紹
介する、世界 36か国で写真家が撮りおろし
た写真絵本シリーズ。ブラジル編ではリオデ
ジャネイロに住む少年の生活を紹介。 （南）

寺】

サッカーを
100 倍
楽しむための
審判入門

松崎 康弘 著
講談社

栃木県から審判が一人ワールドカップに参加します！
ところで…審判ってなんで必要なの？普段は何をしている
の？選手との関係は？どうしたら審判になれるの？
そんな素朴な疑問や審判にまつわる様々なことを、具体的
な事例とともに説明しているこちらの本をどうぞ。 （石）

読書人
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イ
ベ
ン
ト

道
の
駅
し
も
つ
け

食
の
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
実
施
中
!

6/22 ほか
道
の
駅
し
も
つ
け
で
は
、
体
験

学
習
室
を
利
用
し
た
料
理
教
室
を

毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。
道
の
駅

し
も
つ
け
の
新
鮮
食
材
を
使
っ
て
、

簡
単
!
お
い
し
い
!
調
理
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
!

メ
ニ
ュ
ー
は
簡
単
で
、
家
で
も

実
践
し
や
す
い「
料
理
＆
お
菓
子
」

の
セ
ッ
ト
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

市
内
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
市
外
の

方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
道
の
駅

し
も
つ
け
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

料
理
研
究
家　

臼
居
芳
美 

先
生

N
H
K
「
き
ょ
う
の
料
理
」
の

ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
、
現
在
は

料
理
教
室
を
主
宰
。

栃
ナ
ビ
「
栃
木
っ
て
う
ま
か
ん

べ
？
」
レ
シ
ピ
連
載
や
、
レ
ス
ト

ラ
ン
で
も
料
理
教
室
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

ジ
ャ
ン
ル
は
和
食
・
洋
食
は
も

ち
ろ
ん
、
世
界
の
料
理
や
お
菓
子

作
り
ま
で
幅
広
く
精
通
し
て
い
ま

す
。

■
定
員　

１
回
32
名

■
募
集　

そ
の
回
毎
に
募
集

先
着
順
（
開
催
日
の
５
日
前
ま

で
）

■
参
加
費　

１
，０
０
０
円
程
度

（
当
日
集
金
）

※
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

運
営
事
務
局

☎
０
２
８（
6
3
5
）２
５
７
７

※
受
付
は
、
平
日　

午
前
９
時
30

分
〜
午
後
６
時
と
な
り
ま
す

詳しくは42ページ ➡

詳しくは44ページ ➡

詳しくは48ページ ➡

詳しくは51ページ ➡

見逃せない !  今月特に注目情報 5つ !

5

4

3

2

1

詳しくはすぐ下 ➡

お知らせ
ふれあい館
「温水プール優待券」を
発行します!

お知らせ
平成26年経済センサス-
基礎調査・商業統計調査
を実施します

募　集
フォークダンス
初心者教室会員募集
（市民活動補助事業団体）

募　集

ホストファミリー
大募集 !

イベント
道の駅しもつけ
食のオープンスクール
実施中!

■食のオープンスクール　スケジュール

月日 時間 テーマ（メニュー） 申込
受付

6/26
10：30
～
13：30

さっぱり! 創作イタリアン
（冷製パスタ・トマトの肉詰
め煮・春キャベツ巻き）

受付中

7/24

しもつけカフェ　かんぴょう
レシピ
（かんぴょうキッシュ・焼き
とうもろこしスープ・夕顔の
コンポート）

6/24～

※内容は変更になる場合があります。
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Shimotsuke

7/26

歌
う
海
賊
団
!

　

笑
顔
☆
キ
ラ
キ
ラ

コ
ン
サ
ー
ト

み
ん
な
の
〝
発
元
気
〞
を
回
し

て
、
世
の
中
の
イ
ラ
イ
ラ
菌
を
殺

菌
し
よ
う
!

と
ち
ぎ
未
来
大
使
で
も
あ
る

「
船
長
」
キ
ャ
プ
テ
ン
☆
う
っ
ち

ゃ
る
や
仲
間
の
ク
ル
ー
た
ち
と
い

っ
し
ょ
に
ニ
コ
ニ
コ
菌
を
拡
散
し

よ
う
!

■
日
時　

７
月
26
日
㈯

午
後
2
時　

開
演

■
前
売
券

お
と
な
２
，０
０
０
円

こ
ど
も
（
３
歳
以
上
中
学
生
以
下
）

　
　
　

１
，０
０
０
円

■
前
売
券
取
扱

グ
リ
ム
の
館
、
下
野
市
内
各
公

民
館
、
Ｆ
Ｋ
Ｄ
宇
都
宮
イ
ン
タ
ー

パ
ー
ク
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、e
+（
イ

ー
プ
ラ
ス
）

残
り
枚
数
が
少
な
く
な
り
ま
し

た
ら
、
グ
リ
ム
の
館
の
み
で
の
取

り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

☎（
52
）１
１
８
０

名
作
洋
画
劇
場

8/2
古
き
良
き
洋
画
を
大
画
面
で
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

８
月
２
日
㈯

・
午
前
10
時
〜

「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
主
演
／
オ

ー
ド
リ
ー
・
ヘ
プ
バ
ー
ン

・
午
後
１
時
30
分
〜

「
哀
愁
」
主
演
／
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア

ン
・
リ
ー

■
前
売
券　

５
０
０
円

※
６
月
20
日
前
売
開
始

※
１
枚
の
前
売
券
で
２
作
品
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

■
前
売
券
取
扱

グ
リ
ム
の
館
、
市
内
各
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

　

☎（
52
）１
１
８
０

毎
回
好
評
!

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
に

よ
る「
歌
声
」

6/6
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
日
程

・
南
河
内
公
民
館

６
月
６
日
㈮

（
３
周
年
記
念
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

参
加
者
全
員
に
贈
呈
し
ま
す
。）

毎
月
第
１
金
曜
日

・
グ
リ
ム
の
館

６
月
12
日
㈭

■
２
会
場
共
通
事
項

・
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

・
参
加
費　

５
０
０
円

（
歌
集
貸
出
・
申
し
込
み
不
要
）

・
講
師　

三
好　

創は
じ
め　

先
生

■
問
い
合
わ
せ
先

佐
藤　

☎（
48
）１
６
６
３

お
知
ら
せ

ご
寄
付
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

石
橋
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会

長　
大
垣　
典
昭
）
様
か
ら
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
の
益
金

20
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。寄

付
金
は
、
古
山
小
学
校
体
育

館
の
備
品
購
入
に
役
立
た
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岩
瀬　

隆
保
様（
宇
都
宮
市
）か

ら
、
金
１
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

に
基
づ
く
縦
覧
に
つ
い
て

栃
木
県
に
大
規
模
小
売
店
舗
立

地
法
に
よ
る
変
更
の
届
出
が
、
次

の
と
お
り
あ
り
ま
し
た
。
店
舗
所

在
地
で
あ
る
本
市
に
お
い
て
、
届

出
の
内
容
を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で

き
、
意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期

間
内
に
県
へ
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
店
舗
名
称
等

⑴
た
い
ら
や
自
治
医
大
店
（
緑
四

丁
目
）

（
変
更
内
容
）

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る

者
の
住
所
、
代
表
者
の
氏
名
及
び

当
該
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て

小
売
業
を
行
う
者
の
代
表
者
の
氏

名⑵
か
ま
し
ん
自
治
医
大
店
（
祇
園

一
丁
目
）

（
変
更
内
容
）

開
店
時
刻
及
び
来
客
が
駐
車
場

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間

帯■
縦
覧
期
間

⑴
８
月
15
日
㈮
ま
で

⑵
８
月
18
日
㈪
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

■
縦
覧
時
間

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

■
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課

（
南
河
内
図
書
館
２
階
）

☎（
48
）２
１
１
２
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2
ふ
れ
あ
い
館
は
、
地
域
の
商
店
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、「
温
水
プ
ー
ル
優
待
券
」
を
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
６
月
15
日
㈰
は
栃
木
県
民
の
日
に
協
賛
し

て
、
無
料
開
放
し
ま
す
。

天
候
に
関
係
な
く
利
用
で
き
る
ふ
れ
あ
い
館
「
温

水
プ
ー
ル
」
で
思
い
っ
き
り
泳
ぎ
ま
し
ょ
う
!

■
割
引
額

当
日
券
購
入
に
つ
き
一
般
・
65
歳
以
上
1
0
0
円
、

小
中
学
生
は
50
円
割
引
き
ま
す
。

■
優
待
券
有
効
期
間

６
月
3
日
〜
９
月
30
日

※
優
待
券
の
配
布
は
６
月
１
日
か
ら
行
い
ま
す
が
、

各
協
力
店
舗
等
で
優
待
券
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
。

※
６
月
15
日
は
、
安
全
を
考
慮
し
て
入
場
制
限
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

ふ
れ
あ
い
館
☎（
47
）１
１
２
６

　
hureai@

city.shim
otsuke.lg.jp

くらしの情報
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ふ
れ
あ
い
館「
温
水
プ
ー
ル
優
待
券
」を
発
行
し
ま
す
!

■優待券配布協力店舗一覧
店　舗 住　所 電話番号

萬屋 石橋 570 53-0215 パン・菓子
はまの呉服店 石橋 226 53-0211 衣料品
おかずのイケダ 小金井 3-2-12 44-0307 お惣菜
菓子処　金子 小金井 6-7-3 44-0218 和菓子
㈲川田油店 小金井 1-6-7 44-0007 焼料
㈲甲賀屋酒店 小金井 5-26-14 44-0016 お酒
小熊生花店 小金井 5-11-10 44-0376 生花・アレンジフラワー
㈱サニーハウス・アダチ 小金井 3009-61 44-3252 家電製品
塩沢酒店 小金井 2981-1 44-0068 お酒
しのざきショッピング 小金井 2934 44-0121 食料品
理容　柴浦 小金井 43-29 44-0343 理容
㈲家具の島村 小金井 42 44-0209 家具
シャディーサラダ館 小金井店 駅東 4-6-26 44-3778 ギフト品
上西酒店 小金井 1-27-23 44-0030 お酒
鈴木薬局 小金井 4-4-2 44-0252 くすり・クリーニング
手塚商事㈱ 小金井 2631-3 44-0142 焼料
肉の富田 駅東 1-4-11 44-0560 お惣菜
とん究 医大前 3-8-6 44-9829 お食事
㈲中澤精肉店 小金井 5-26-1 44-0224 お惣菜
理容　二宮 国分寺 505-3 44-2466 理容
フジドライ　小金井店 小金井 3009-16 44-0617 クリーニング
洋菓子の不二家 小金井駅前 44-8181 菓子
松屋 小金井駅前 44-8181 和菓子
丸美屋 駅東 2-8-24 44-3396 そば・お食事
㈲武藤商品 国分寺 1323-2 44-1170 焼料
㈲ヤマサン 小金井 3009-61 44-0169 くつ・カバン
力道寿司 小金井 5-10-1 44-0319 寿司・お食事
ワタナベ電器 駅東 4-6-26 44-3615 家電製品
ファミリーショップ いざわ 薬師寺 1478 48-0016 衣料品
魚春 下坪山 1591 48-1080 寿司・お食事
㈲大嶋栄一商店 薬師寺 1831 48-0022 焼料
㈲大島商店 下坪山 1492 48-0460 焼料
さちこ美容室 三王山 689-43 48-1075 美容
㈲大門商店 薬師寺 1483 48-0012 焼料
金島酒店 下坪山 1352-2 48-1079 お酒
古谷精肉店 田中 683-54 48-1129 お惣菜

斎
場
使
用
料
補
助
金
に

つ
い
て

管
外
の
斎
場
（
火
葬
場
）
を
使

用
し
管
外
料
金
を
支
払
っ
た
場
合
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

一
時
、
管
外
料
金
を
全
額
支
払

っ
て
い
た
だ
き
、
補
助
金
申
請
・

請
求
後
に
市
よ
り
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者　

亡
く
な
ら
れ
た
方
ま

た
は
斎
場
使
用
申
請
者
が
下
野
市

民
で
あ
る
こ
と

■
対
象
施
設

全
国
全
て
の
斎
場
で
の
火
葬
及

び
待
合
室

※「
宇
都
宮
市　

悠
久
の
丘
」及
び

「
小
山
聖
苑
」
に
関
し
て
は
式
場
、

控
室
、
霊
安
室
等
も
補
助
対
象
に

な
り
ま
す
。

■
補
助
金
額
（
上
限
）

・
火
葬　

１
体
に
つ
き

５
８
，８
０
０
円

・
待
合
室　

１
室
１
回
に
つ
き

１
６
，５
１
０
円

式
場
等　

管
外
料
金
と
管
内
料

金
の
差
額

■
申
請
方
法

補
助
金
交
付
申
請
書
に
領
収
書

を
添
付
し
、
環
境
課
ま
た
は
市
民

課
南
河
内
窓
口
・
石
橋
窓
口
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
管
外
斎
場

○
石
橋
地
区
の
方
：
全
て
の
斎
場

○
国
分
寺
・
南
河
内
地
区
の
方
：

　

小
山
聖
苑
以
外
の
斎
場

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

環
境
課
☎（
40
）５
５
５
９

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

の
経
営
者
の
皆
様
へ

個
人
保
証
な
し
で
金
融
機
関
か

ら
融
資
を
受
け
た
り
、
事
業
が
破

綻
し
て
も
一
定
の
生
活
費
等
を
残

す
こ
と
が
で
き
る
ル
ー
ル
が
で
き

ま
し
た
。

法
人
と
個
人
の
資
産
・
経
理
が

明
確
に
分
離
さ
れ
て
い
る
場
合
等

に
お
い
て
個
人
保
証
が
不
要
と
な

る
こ
と
、
多
額
の
個
人
保
証
を
行

っ
て
い
て
も
経
営
が
行
き
詰
ま
る

前
に
、
早
め
に
事
業
再
生
や
廃
業

を
決
断
し
た
際
に
一
定
の
生
活
費

等
が
残
る
こ
と
を
定
め
る
「
経
営

者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
が
、
中
小
企
業
庁
・
金
融
庁

主
導
の
も
と
、
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

関
東
本
部

☎
0 

3（
5
4
7
0
）1
6
2
0
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お
子
さ
ん
が
市
外
の

幼
稚
園
に
入
園
し
て
い
る

保
護
者
の
方
へ

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

金
の
書
類
は
届
き
ま
し
た
か
？

市
外
の
幼
稚
園
に
入
園
し
て
い

て
も
下
野
市
に
住
所
の
あ
る
方
は

補
助
の
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
承

諾
書
等
の
書
類
を
幼
稚
園
に
提
出

し
て
い
た
だ
か
な
い
と
補
助
金
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

幼
稚
園
か
ら
26
年
度
の
書
類
が

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
幼
稚
園

に
確
認
し
て
い
た
だ
く
か
、
こ
ど

も
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

下
野
市
に
住
所
が
あ
り
幼
稚
園

に
入
園
し
て
い
る
満
3
歳
〜
5
歳

児
の
保
護
者
の
方
。

年
度
途
中
か
ら
入
園
し
て
い
る

場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
手
続
き

書
類
の
交
付
・
提
出
・
補
助
金

の
支
払
い
等
は
全
て
幼
稚
園
を
通

し
て
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
福
祉
課

☎（
52
）１
１
１
４

井
戸
水
か
ら

水
道
水
へ
の
切
り
替
え
を

お
す
す
め
し
ま
す

水
道
が
利
用
で
き
る
地
域
の
方

に
、
井
戸
水
か
ら
水
道
水
へ
の
切

り
替
え
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

市
の
水
道
水
は
地
下
水
を
水
源

と
し
、
深
さ
60
ｍ
か
ら
２
０
０
ｍ

の
深
井
戸
33
本
か
ら
く
み
上
げ
て

い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ま
に
安

全
で
お
い
し
い
水
を
24
時
間
安
定

し
て
供
給
す
る
た
め
に
、
水
道
法

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
項
目
の
水
質

検
査
を
行
い
、
水
質
の
管
理
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
水
道
水
中
の
放
射
性
物

質
に
つ
い
て
は
、
国
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
方
針
に
基
づ
き
、
定
期
的
に

測
定
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
測
定
検
査
で
は
、

す
べ
て
新
基
準
値
を
下
回
っ
て
お

り
、
安
全
に
飲
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
新
基
準
値
は
、
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
10 

Bq
／
kg
で
す
。）

　

給
水
工
事
の
申
し
込
み
に
つ
い

て
は
、市
指
定
給
水
工
事
事
業
者

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
課
☎（
48
）２
１
２
１

■メーター口径別水道加入金と手数料一覧（件／税込み）

口　　径 加入金額 設計審査手数料 竣工検査手数料

13 mm  54,000円

1,000 円
分水工事

無　2,000円
有　4,000 円

20 mm 140,400円

25 mm 248,400円

「
お
い
し
い
な

だ
い
じ
な
お
水　
ご
く
ご
く
り
」

　
　
　

６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間
で
す
。

　
　
　

大
切
な
水
を
、
節
水
し
て
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
!

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

市
で
は
、
お
お
む
ね
Ｊ
Ｒ
宇
都

宮
線
の
東
側
は
奇
数
月
に
、
西
側

は
偶
数
月
に
、
２
か
月
に
１
回
水

道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
行
っ
て
い

ま
す
。

検
針
員
が
正
確
に
、
ま
た
効
率

的
に
検
針
で
き
る
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
近
く
に

犬
を
つ
な
い
だ
り
、
放
し
飼
い
を

し
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
（
植
木

鉢
、
資
材
、
車
な
ど
）。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
、

い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

水
道
課
☎（
48
）２
１
２
１

閉
栓
・
開
栓
等
は
事
前
の

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

引
っ
越
し
等
に
よ
る
閉
栓
・
開

栓
の
お
申
し
込
み
は
、
４
〜
５
日

前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
使
用
者
や
所
有
者
の
名

義
が
変
更
（
死
亡
や
転
居
な
ど
）

に
な
っ
た
場
合
は
、
至
急
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間

 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

水
道
課
☎
（
48
）
２
１
２
１

栃
木
県
政
世
論
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

■
対
象

県
内
に
在
住
す
る
20
歳
以
上
の

方
か
ら
２
，０
０
０
名
を
無
作
為

抽
出

■
期
間　

６
月
13
日
㈮
ま
で

■
実
施
方
法

調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
。

（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
広
報
課

☎
０
２
８（
６
２
３
）２
１
５
８
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の

申
請
・
届
出
に
つ
い
て

次
の
申
請
・
届
出
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.shim

otsuke.
lg.jp/hp/m

enu000010200/
hpg000010118.htm

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
総
合
政
策
課
】 ☎（
40
）5
5
5
0

・
行
政
情
報
公
開
請
求
書

・
統
計
調
査
員
の
登
録
者
を
募
集

し
て
い
ま
す

・
市
長
と
い
き
い
き
ラ
ン
チ
ト
ー
ク

・
広
報
し
も
つ
け
ア
ン
ケ
ー
ト　

ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
!

・
下
野
市
デ
ー
タ
放
送
「
し
も
つ

け　

あ
れ
こ
れ
」
放
映
依
頼

・
下
野
市
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

・
市
政
へ
の
提
案
書

・
下
野
市
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

（
電
子
看
板
）

【
総
務
課
】　　

☎（
40
）5
5
5
1

・
平
成
26
年
度
臨
時
職
員
登
録
者

募
集

【
税
務
課
】　　

☎（
40
）5
5
5
2

・「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」に
よ
る

下
野
市
へ
の
寄
付
に
つ
い
て

・
土
地
の
利
用
状
況
に
変
更
が

あ
っ
た
時
の
届
出

・
固
定
資
産
税
を
納
税
さ
れ
て
い

る
市
外
に
お
住
い
の
方
（
法
人
の

方
を
含
む
）
が
住
所
変
更
さ
れ
た

と
き
の
届
出

・
家
屋
を
取
り
壊
し
た
時
の
届
出

・
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た

時
の
届
出

【
環
境
課
】 

☎（
40
）5
5
5
9

・
不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

【
市
民
課
】 

☎（
40
）5
5
5
6

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
再

交
付
申
請
書

【
生
活
安
全
課
】☎（
40
）5
5
5
5

・
防
犯
灯
の
修
繕
受
付

・
道
路
反
射
鏡（
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
）

の
修
繕
受
付
に
つ
い
て

【
こ
ど
も
福
祉
課
】☎（

52
）1
1
1
4

・
子
育
て
全
般
に
関
す
る
ネ
ッ
ト

相
談
・
質
問

・
地
域
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
育
児
を

支
援
！
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー

【
高
齢
福
祉
課
】☎（
52
）1
1
1
5

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証
等
再
交

付
申
請
書

【
都
市
計
画
課
】☎（
48
）2
1
1
4

・
耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業

・
公
園
遊
具
危
険
箇
所
報
告
書

【
区
画
整
理
課
】☎（
48
）2
1
1
5

・
仮
換
地
証
明
・
底
地
証
明

【
水
道
課
】 

☎（
48
）2
1
2
1

・
上
下
水
道
開
始
・
中
止
届

【
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
】

☎（
40
）0
9
1
1

・
ま
ち
づ
く
り
リ
ク
エ
ス
ト
講
座

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
の
申
し

込
み申

請
・
届
出
の
詳
細
は
、
各
担

当
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
平
成
26
年
4
月
1
日
現
在
：

27
項
目
）平

成
26
年
経
済
セ
ン

サ
ス-

基
礎
調
査
・
商

業
統
計
調
査
を
実
施

し
ま
す

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
７

月
１
日
に
平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ

ス
‐
基
礎
調
査
と
商
業
統
計
調
査

を
事
業
所
及
び
企
業
に
お
け
る
記

入
負
担
の
軽
減
、
効
率
的
か
つ
円

滑
な
調
査
の
実
施
の
観
点
等
か
ら

一
体
的
に
実
施
し
ま
す
。

■
経
済
セ
ン
サ
ス
と
は

日
本
全
国
に
あ
る
す
べ
て
の
事

業
所
及
び
企
業
を
対
象
と
し
て
実

施
さ
れ
る
調
査
で
あ
り
、「
経
済

の
国
勢
調
査
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

事
業
所
・
企
業
の
基
本
的
構
造

を
明
ら
か
に
す
る
「
経
済
セ
ン
サ

ス
‐
基
礎
調
査
」
と
、
事
業
所
・

企
業
の
経
済
活
動
の
状
況
を
明
ら

か
に
す
る
「
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活

動
調
査
」
の
２
つ
か
ら
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

■
商
業
統
計
調
査
と
は

国
内
に
お
け
る
商
業
活
動
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
日
本

全
国
に
あ
る
す
べ
て
の
商
業
事
業

所
（
卸
売
業
、
小
売
業
）
を
対
象

と
し
て
実
施
す
る
調
査
で
す
。

調
査
の
結
果
は
、
国
の
各
種
行

政
施
策
を
は
じ
め
、
地
域
の
産
業

振
興
や
商
店
街
の
活
性
化
な
ど
の

地
域
行
政
の
た
め
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

■
調
査
実
施
方
法

６
月
以
降
に
、
統
計
調
査
員
が

直
接
、
企
業
及
び
事
業
所
へ
直
接

訪
問
し
調
査
票
を
配
付
後
、
7
月

1
日
以
後
、
統
計
調
査
員
が
回
収

し
ま
す
。

な
お
、
支
社
等
を
有
す
企
業
へ

は
国
、
都
道
府
県
が
民
間
事
業
者

を
通
じ
て
本
社
等
に
調
査
票
を
郵

送
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）5
5
5
0

ご
み
分
別
の
学
習
会
を

開
催
し
ま
す

家
庭
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
、

迷
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。「
納

豆
や
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
容
器
は
洗
う

の
？
」「
キ
ャ
ッ
プ
は
何
ご
み
？
」

ご
み
の
行
方
や
リ
サ
イ
ク
ル
方
法

を
理
解
す
る
と
分
別
し
や
す
く
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
環
境
課
職
員
に
よ
る

ご
み
分
別
の
出
前
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
せ
っ
か
く
の
分
別
が
無
駄

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
こ
の
機
会

に
学
習
し
ま
せ
ん
か
!

■
日
時

６
月
17
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
場
所　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み　

不
要

■
定
員　

30
名
程
度

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー

協
議
会　

代
表　

隅
谷

☎（
44
）５
２
５
１
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平
成
27
年
度

下
野
市
教
科
用
図
書
選
定

委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

■
日
時

・
第
１
回
：
６
月
３
日
㈫

　
　
　
　
　

午
後
３
時
〜

・
第
２
回
：
７
月
16
日
㈬

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜

■
場
所

石
橋
庁
舎
３
階
会
議
室

■
内
容

・
第
１
回
：
方
針
説
明

平
成
27
年
度
使
用
市
内
小
学
校

教
科
用
図
書
と
、
平
成
27
年
度
使

用
市
内
小
中
学
校
特
別
支
援
学
級

用
教
科
用
図
書
の
採
択
の
し
く
み

等
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

・
第
２
回
：
選
定

平
成
27
年
度
使
用
市
内
小
学
校

教
科
用
図
書
と
、
平
成
27
年
度
使

用
市
内
小
中
学
校
特
別
支
援
学
級

用
教
科
用
図
書
の
選
定
を
行
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課

☎（
52
）１
１
１
８

下
野
教
科
書
セ
ン
タ
ー
教

科
書
展
示
会
の
お
知
ら
せ

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・

特
別
支
援
学
校
等
の
教
科
書
を
閲

覧
で
き
ま
す
。

■
閲
覧
日

６
月
13
日
㈮
〜
29
日
㈰

（
６
月
16
日
㈪
、
18
日
㈬
、
23

日
㈪
を
除
く
。）

■
閲
覧
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分※
時
間
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

■
閲
覧
場
所

下
野
教
科
書
セ
ン
タ
ー
（
南
河

内
公
民
館
１
階
）

※
受
付
簿
に
氏
名
等
を
記
入
の
う

え
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課

☎（
52
）１
１
１
８

情
報
公
開
制
度
及
び

個
人
情
報
保
護
制
度
の

運
用
状
況
に
つ
い
て

市
で
は
情
報
公
開
の
推
進
と
積

極
的
な
情
報
提
供
、
個
人
情
報
保

護
の
厳
格
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
中
の
運
用
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
情
報
公
開
制
度
と
は
？

市
が
保
有
し
て
い
る
行
政
情
報

を
「
行
政
と
市
民
の
共
通
の
情
報

資
産
」
と
し
て
公
開
し
て
い
く
制

度
で
、
市
民
が
公
開
請
求
す
る
権

利
を
保
障
す
る
も
の
で
す
。

■
個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
？

保
有
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱

い
を
規
定
し
、
保
有
個
人
情
報
の

開
示
、
訂
正
、
利
用
停
止
を
求
め

る
権
利
を
保
障
す
る
制
度
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

業
務
の
停
止
に
つ
い
て

住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
改
修

の
た
め
、
同
シ
ス
テ
ム
が
停
止
し

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
の
発
行
等
、
同
カ
ー
ド

関
連
業
務
及
び
公
的
個
人
認
証

（
電
子
証
明
）業
務
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
ご
理
解
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
停
止
日
時

６
月
17
日
㈫

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
☎（
40
）５
５
５
７

が
ん
患
者
と
家
族
の

サ
ロ
ン
開
催
の
お
知
ら
せ

（
７
月
）

病
気
と
の
向
き
合
い
方
を
学
ん

だ
り
、
話
し
合
っ
た
り
す
る
場
で

す
。が

ん
の
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
管

理
栄
養
士
、
社
会
福
祉
士
、
理
学

療
法
士
、
臨
床
心
理
士
な
ど
が
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
日
時

７
月
10
日
㈭

午
後
２
時
〜
４
時

（
途
入
退
席
可
）

■
場
所

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
新
館

２
階
会
議
室

■
参
加
費　

無
料

■
テ
ー
マ

「
食
生
活
と
が
ん
」

■
内
容

ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
、
リ
ラ
ク
セ

ー
シ
ョ
ン
体
験
、
自
由
な
語
り
合

い■
問
い
合
わ
せ
先

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

が
ん
支
援
室

☎（
58
）７
１
０
７

■情報公開制度

公開請求件数
決　定　内　容

公　開 部分公開 請求拒否
７ ５ ２ ０

■個人情報保護制度
開示請求
件　　数

決　定　内　容 訂正請求
件　　数

利用停止
請求件数開　示 部分開示 非開示

３ ２ １ ０ ０ ０
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５
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ワ
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ド
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イ
ズ

の
答
え

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意

見
や
「
広
報
で
取
り
あ
げ
て
欲
し

い
内
容
」
は
、
編
集
の
参
考
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
５

名
に
「
し
も
つ
け
グ
ッ

ズ
」
詰
め
合
わ
せ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
当
選
者
の

発
表
は
賞
品
の
発
送
を

も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

国
分
寺
特
別
支
援
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学

校
は
、
知
的
に
障
が
い
の
あ
る
奨

学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
が
学
ぶ
学

校
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
子
ど
も
た
ち

の
学
習
の
様
子
や
校
内
の
施
設
な

ど
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
特
別
支
援

教
育
や
知
的
に
障
が
い
を
も
つ
子

ど
も
た
ち
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

（
学
校
開
放
）
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

・
６
月
26
日
㈭

・
９
月
12
日
㈮

・
１
月
22
日
㈭

各
回
と
も
午
前
９
時
〜
午
後
３

時
20
分
（
小
学
部
・
中
学
部
の
授

業
は
午
後
２
時
25
分
ま
で
）

■
場
所

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学

校
（
下
野
市
柴
６

２
）

■
受
付
場
所

小
学
部
：
小
学
部
昇
降
口

中
・
高
等
部
：
中
高
等
部
昇
降

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学

校
☎（
44
）５
１
２
１

栃
木
特
別
支
援
学
校

体
験
学
習
の
ご
案
内

肢
体
不
自
由
の
あ
る
お
子
様
の

就
学
や
進
学
の
参
考
の
た
め
体
験

学
習
を
実
施
し
ま
す
。
入
学
を
前

提
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
学
校
見
学
会

・
７
月
９
日
㈬

　

小
学
部
・
中
学
部
・
高
等
部

・
11
月
15
日
㈯

　

し
ら
さ
ぎ
祭

■
体
験
学
習

【
高
等
部
】

８
月
25
日
㈪
、
11
月
28
日
㈮

※
11
月
28
日
は
、中
学
３
年
生
対
象

【
小
学
部
】

10
月
15
日
㈬

【
中
学
部
】

10
月
20
日
㈪

■
場
所

栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

　
（
栃
木
市
皆
川
城
内
町
１
０
５
３
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

○
栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
学
校

　

地
域
支
援
部

☎
０
２
８
２（
24
）７
５
７
５

０
２
８
２（
25
）１
７
０
３　

○
下
野
市
学
校
教
育
課

☎（
52
）１
１
１
８

国
分
寺
特
別
支
援
学
校

見
学
会
の
ご
案
内

お
子
様
の
就
学
で
お
悩
み
の
方
、

国
分
寺
特
別
支
援
学
校
に
つ
い
て

も
っ
と
よ
く
知
り
た
い
方
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日

【
小
学
部
】

７
月
８
日
㈫
、
８
月
４
日
㈪
、

10
月
７
日
㈫　

【
中
学
部
】

７
月
８
日
㈫
、
８
月
１
日
㈮
、

９
月
29
日
㈪　

【
高
等
部
】

７
月
４
日
㈮
、
31
日
㈭
、

11
月
21
日
㈮

■
開
催
時
間

【
小
学
部
・
中
学
部
】

午
前
９
時
〜
11
時

【
高
等
部
】

午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学

校
（
下
野
市
柴
６

２
）

■
内
容

授
業
参
観
、
施
設
見
学
、
授
業

参
加
、
講
話
、
体
験
発
表
、
運
動

会
（
学
習
発
表
会
）
見
学
、
教
育

相
談
等

■
申
込
締
切

実
施
日
の
２
週
間
前

■
各
種
行
事

自
由
に
見
学
で
き
ま
す
。

○
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

・
開
催
日
：
６
月
26
日
㈭
、
９
月

12
日
㈮
、
１
月
22
日
㈭

・
開
催
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後

２
時

○
学
習
発
表
会
「
お
お
ぞ
ら
祭
」

　

11
月
15
日
㈯

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

○
栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
学
校

　

☎ （
44
）５
１
２
１

 （
44
）６
６
９
８

※
就
学
前
の
お
子
様
で
来
年
度
就

学（
年
長
児
）の
方
は
下
野
市
学
校

教
育
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
下
野
市
学
校
教
育
課

☎（
52
）１
１
１
８

※
小
中
学
生
は
、
通
学
し
て
い
る

学
校
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

答え コ ガ ネ イ

フ ホ ウ カ ガ ワ
ネ ン リ ン ラ

シ テ ン ピ ヨ ウ
ギ オ ン ヨ メ
カ イ コ ウ イ キ
イ シ バ シ リ ツ
イ ツ ル イ

1

8

11

14

17

2

6

12

3

9

7

15

19

4

13

10

18

5

16
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集

市
民
税
・
県
民
税
の

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

市
民
税
・
県
民
税
の
納
税
通
知

書
（
普
通
徴
収
）
を
6
月
13
日
㈮

に
発
送
し
ま
す
。
第
1
期
の
納
期

限
は
6
月
30
日
㈪
で
す
。
な
お
、

平
成
26
年
度
所
得
証
明
等
が
必
要

な
方
は
、
6
月
16
日
㈪
以
降
に
各

庁
舎
市
民
課
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

○
市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便

利
で
す
。

○
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
☎（
40
）5
5
5
4

中
小
企
業
事
業
主
の
皆
様
へ

業
務
改
善
助
成
金（
中
小
企

業
最
低
賃
金
引
き
上
げ
支
援
対

策
費
補
助
金
）の
ご
案
内

中
小
企
業
等
の
事
業
主
が
、
賃

金
改
善
や
業
務
改
善
を
実
施
し
た

場
合
に
経
費
の
一
部
を
予
算
の
範

囲
内
で
助
成
す
る
制
度
で
す
。

■
支
給
要
件
（
一
部
抜
粋
）

そ
の
他
の
要
件
及
び
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

① 

事
業
場
内
で
最
も
低
い
時
間
給

（
時
間
換
算
額
）が
８
０
０
円
未

満
で
、申
請
年
度
に
時
間
給（
時

間
換
算
額
）
で
40
円
以
上
引
き

上
げ
る
計
画
を
策
定
す
る
。

② 

申
請
年
度
に
、
労
働
者
の
意
見

を
聴
取
し
た
う
え
で
、
業
務
改

善
に
要
す
る
経
費
の
合
計
が

10
万
円
以
上
と
な
る
計
画
を
策

定
す
る
。

③ 

申
請
年
度
内
に
、
①
②
の
計
画

に
基
づ
き
、
事
業
場
内
最
低
賃

金
規
定
の
作
成
及
び
賃
金
引
き

上
げ
と
業
務
改
善
を
実
施
（
業

務
改
善
に
つ
い
て
は
経
費
の
支

払
い
ま
で
）
す
る
。

　

※ 

①
②
の
事
業
計
画
は
、
労
働

局
に
申
請
し
、
交
付
決
定
の

通
知
後
に
実
施
さ
れ
た
も
の

に
限
り
ま
す
。

■
支
給
額

②
の
経
費
の
２
分
の
１（
※
）ま
た

は
１
０
０
万
円
（
上
限
１
０
０
万

円
）

※
企
業
全
体
の
常
時
使
用
労
働
者

数
が
30
人
以
下
の
場
合
は
４
分
の

３■
支
給
回
数　

１
回

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
労
働
局労

働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
２
８（
６
３
４
）９
１
０
９

事
業
主
の
皆
様
へ

労
働
保
険
年
度
更
新
の

申
告
・
納
付
時
期
は

６
月
２
日
〜
７
月
10
日

　

平
成
26
年
度
の
労
働
保
険
年
度

更
新
の
申
告
・
納
付
は
６
月
２
日

〜
７
月
10
日
の
間
に
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
労
働
保
険
料
の
算
定
方
法

平
成
25
年
４
月
１
日
〜
平
成
26

年
３
月
31
日
に
支
払
っ
た
賃
金
総

額
に
保
険
料
率
を
乗
じ
て
得
た
額

■
申
告
・
納
付
窓
口

概
算
・
確
定
保
険
料
の
申
告
・

納
付
は
、
栃
木
労
働
局
労
働
保
険

徴
収
室
、
労
働
基
準
監
督
署
、
日

本
銀
行
歳
入
代
理
店
、
郵
便
局
等

で
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
告
・
納
付
方
法

申
告
書
と
納
付
書
を
切
り
離
さ

ず
に
、
保
険
料
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
料
申
告
等
の
事
務
を

社
会
保
険
労
務
士
や
労
働
保
険
事

務
組
合
に
委
託
す
る
方
法
も
あ
り

ま
す
。

※
申
告
書
作
成
の
結
果
、
納
付
す

べ
き
保
険
料
が
発
生
し
な
い
場
合
、

口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
栃
木
労
働
局
ま
た
は
労
働

基
準
監
督
署
へ
直
接
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
金
融
機
関
で
は
取
扱

い
が
で
き
ま
せ
ん
。）

※
電
子
申
請
に
よ
る
労
働
保
険
の

年
度
更
新
の
申
告
も
e

G
O
V

（
電
子
政
府
の
総
合
窓
口
）か
ら
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
２
８（
６
３
４
）９
１
１
３

平
成
26
年
度

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研

修
受
講
試
験
の
ご
案
内

■
日
時

10
月
26
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

※
試
験
終
了
時
間
は
、
解
答
免
除

等
の
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
会
場

・
第
１
会
場

宇
都
宮
大
学　

峰
キ
ャ
ン
パ
ス

（
宇
都
宮
市
峰
町
3
5
0
）

・
第
２
会
場

と
ち
ぎ
健
康
の
森

（
宇
都
宮
市
駒
生
3
3
3
7

1
）

■
試
験
案
内
書（
申
込
書
）の
配
付

・
配
付
期
間

６
月
９
日
㈪
〜
７
月
９
日
㈬

・
配
付
場
所

県
内
各
市
役
所
・
町
役
場
（
介

護
保
険
担
当
窓
口
）、
栃
木
県
庁

（
保
健
福
祉
部
高
齢
対
策
課
）、
各

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
と
ち
ぎ
福

祉
プ
ラ
ザ
、
栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大

学
校
各
校

※
土
・
日
は
、
と
ち
ぎ
健
康
の
森

総
合
受
付
に
て
配
付
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

６
月
23
日
㈪
〜
７
月
９
日
㈬

当
日
消
印
有
効

■
受
付
方
法

試
験
案
内
書
に
同
封
の
封
筒
で

簡
易
書
留
に
て
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

※
受
付
期
間
以
外
の
受
付
は
一
切

行
い
ま
せ
ん
。

■
受
験
料

７
，７
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
法
人

と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会

事
業
部
事
業
企
画
課

　
（
栃
木
県
知
事
指
定
試
験
実
施
機
関
）

☎
０
２
８（
６
５
０
）５
５
８
７

就　
　

職
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農
業
者
年
金
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

現
況
届
は
忘
れ
ず
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

現
況
届
は
、
年
金
を
受
給
す
る

た
め
に
、
毎
年
必
要
に
な
る
手
続

き
で
す
。
農
業
者
年
金
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
は
、
現
況
届
を
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
現
況
届
が
届
く
時
期

現
況
届
は
毎
年
、
5
月
末
頃
に

農
業
者
年
金
基
金
か
ら
直
接
、
受

給
者
ご
本
人
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

■
現
況
届
提
出
時
期

６
月
30
日
㈪
ま
で
に
左
記
の
場

所
へ
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
農
業
委
員
会
事
務
局
（
南
河
内

図
書
館
2
階
）

・
市
民
課
窓
口
（
国
分
寺
窓
口
・

石
橋
窓
口
）

■
現
況
届
提
出
を
忘
れ
た
場
合

そ
の
年
の
11
月
か
ら
年
金
の
支

払
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。

支
払
い
の
差
止
め
は
、
現
況
届

が
提
出
さ
れ
る
ま
で
継
続
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

☎（
48
）2
1
1
6

普
通
救
命（
定
期
）講
習
会

■
日
時

６
月
21
日
㈯

午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所

石
橋
地
区
消
防
組
合

消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

■
内
容

①
救
命
手
当
て
の
必
要
性
に
つ
い

て②
心
肺
蘇
生
法
（
実
技
）

③
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

■
費
用　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

石
橋
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

警
防
課
救
急
救
助
係

☎（
53
）６
１
６
７

平
成
26
年
度
調
理
師
試
験

受
験
に
は
、
２
年
以
上
の
調
理

業
務
な
ど
実
務
経
験
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
日
時

８
月
６
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
会
場

宇
都
宮
短
期
大
学
附
属
高
等
学

校
（
宇
都
宮
市
睦
町
１

35
）

■
願
書
受
付

６
月
18
日
㈬
〜
20
日
㈮

※
願
書
は
、
県
南
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

参
考
：
栃
木
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
http://w

w
w
.pref.　

　
tochigi.lg.jp/e07/life/

　

shokuseikatsu/eisei/　
　

　

chourishi/shiken.htm
l

■
願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎（
22
）４
２
３
５

募　

集
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

大
募
集
!

下
野
市
国
際
交
流
協
会
で
は

「
第
21
回
グ
リ
ム
の
里
夏
期
日
本

語
講
習
会
」
を
開
催
す
る
に
あ
た

り
、
８
月
中
旬
か
ら
約
２
週
間
、

ド
イ
ツ
大
学
生
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

さ
せ
て
い
た
だ
け
る
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
大
学
か
ら
９
名
の
学
生
が
下

野
市
を
訪
れ
、
日
本
語
や
文
化
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。
大
学
生
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
英
語
で

も
大
丈
夫
で
す
（
中
に
は
日
本
語

を
多
少
話
せ
る
学
生
も
い
ま
す
）。

基
本
的
に
１
家
庭
に
つ
き
１
名
受

け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

異
文
化
交
流
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ド
イ
ツ
大

学
生
を
受
け
入
れ
て
み
ま
せ
ん

か
？ご

希
望
の
方
は
、
市
国
際
交
流

協
会
事
務
局
（
市
役
所
生
活
課
内

（
40
）５
５
５
５
）
ま
で
お
電
話
く

だ
さ
い
。

■
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
条
件
等

① 

原
則
と
し
て
市
内
に
お
住
ま
い

で
、
平
日
の
朝
夕
の
送
迎
が
で

き
る
ご
家
庭
（
講
習
や
体
験
の

た
め
市
役
所
等
に
集
合
し
て
い

た
だ
く
た
め
）。

② 

受
入
れ
学
生
の
性
別
な
ど
、
希

望
ど
お
り
の
配
置
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

③ 

学
生
は
、
平
日
の
昼
間
は
各
種

体
験
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

し
ま
す
。
土
日
は
各
家
庭
で
の

対
応
と
な
り
ま
す
。

※ 

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
特
別
な

も
て
な
し
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
日
本
の
日
常
生
活
を

体
験
す
る
こ
と
が
大
学
生
た
ち

の
真
の
目
的
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
生
活
安
全
課
内
）

☎（
40
）５
５
５
５

昨年の様子（浴衣着付け体験）
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お
知
ら
せ

募　
　

集

税
務
職
員（
国
家
公
務
員
）

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て
勤
務
す

る
税
務
職
員
（
国
家
公
務
員
）
を

募
集
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

① 

平
成
26
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い

者
及
び
平
成
27
年
３
月
ま
で
に

高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
卒

業
見
込
み
の
者

② 

人
事
院
が
前
記
①
に
掲
げ
る
者

に
準
ず
る
と
認
め
る
者

■
試
験
の
程
度

高
等
学
校
卒
業
程
度

■
申
込
方
法
等
【
原
則
】

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み　

　

 

次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
し
、

説
明
に
従
い
入
力
す
る
。

　

http://w
w
w
.jinji-shiken.

　

go.jp/juken.htm
l

　

受
付
期
間

６
月
23
日
㈪
午
前
９
時
〜
７
月

２
日
㈬
﹇
受
信
有
効
﹈

・ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で

き
な
い
場
合

　

郵
送
ま
た
は
持
参

　

提
出
先

希
望
す
る
第
１
次
試
験
地
を
管

轄
す
る
人
事
院
各
地
方
事
務
局

　

受
付
期
間

６
月
23
日
㈪
〜
26
日
㈭

﹇
６
月
26
日
㈭
ま
で
の
通
信
日

付
印
有
効
﹈

■
試
験
日

・
第
１
次
試
験
日
：
９
月
７
日
㈰

・ 

第
２
次
試
験
日
：
10
月
16
日
㈭

〜
24
日
㈮
の
い
ず
れ
か
第
１
次

試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る

日
時

■
合
格
者
発
表
日

・
第
１
次
試
験
合
格
者
：

　
　
　
　
　
　

10
月
９
日
㈭

・
最
終
合
格
者
：
11
月
18
日
㈫

■
問
い
合
わ
せ
先

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
0 

3（
3
5
8
1
）5
3
1
1

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
等
の
休

日
は
除
く
。）

○
前
記
以
外
の
問
い
合
わ
せ
先

関
東
信
越
国
税
局

人
事
第
二
課
試
験
係

☎
0
4
8（
6
0
0
）3
1
1
1

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
等
の

休
日
は
除
く
。）

防
衛
大
学
校
等
入
学
試
験

及
び
自
衛
官
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部

　

小
山
地
域
事
務
所

☎（
25
）４
７
６
３

募 集 種 目 資格 受　付　期　間 試　験　期　日

防
衛
大
学
校

学　
　
　

生

推　　薦

高
卒（
見
込
含
）

21
歳
未
満
の
者

9月5日～9日
9月27・28日

総合選抜 1次：9月27日

一　

般

前　期 9月5日～30日 1次：11月8・9日

後　期 27年1月21日～30日 1次：27年2月28日

防
衛
医
科

大
学
校

医学科学生 9月5日～30日 1次：11月1・2日

看護学科学生
（自衛官） 9月5日～30日 1次：10月18日

航 空 学 生 8月1日～9月9日 1次：9月23日

一 般 曹 候 補 生 18
歳
以
上　
　

27
歳
未
満
の
者

8月1日～9月9日 1次：9月19・20日

自
衛
官

候
補
生

男　子 年間を通じおこなって
います。

受付時に通知(H27年3月高校卒業
予定者は9月16日以降実施)

女　子 8月1日～9月9日 9月25～29日（いずれか1日）
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国
分
寺
特
別
支
援
学
校

「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
」受
講
者
募
集

国
分
寺
特
別
支
援
学
校
の
教
育

や
児
童
生
徒
等
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
り

学
校
支
援
等
を
行
っ
て
い
た
だ
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
た
め

に
開
催
し
ま
す
。

■
対
象

障
が
い
の
あ
る
方
た
ち
へ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が
あ
り
、

か
つ
、
本
趣
旨
に
賛
同
す
る
高
校

生
以
上
の
生
徒
・
学
生
及
び
一
般

の
方

■
募
集
人
数　

20
名
程
度

■
費
用

受
講
は
無
料
で
す
が
、
保
険
に

加
入
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
３
０
０

円
程
度
の
保
険
料
が
か
か
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

６
月
30
日
㈪
ま
で
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
。）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

☎（
44
）５
１
２
１

（
44
）６
６
９
８

　

koku-volun01@
tochigi-

　

edu.ed.jp

と
ち
ぎ
子
ど
も
の
未
来
創

造
大
学
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

講
座
参
加
者
募
集

大
学
・
県
の
研
究
機
関
・
企
業

な
ど
で
学
べ
る
「
と
ち
ぎ
子
ど
も

の
未
来
創
造
大
学
」
が
開
校
し
ま

す
。７

月
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講

座
（
入
学
式
）
を
行
い
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

７
月
12
日
㈯

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

■
場
所

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー　

メ
イ
ン
ホ
ー
ル

■
対
象

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生
及

び
保
護
者

■
内
容

・
と
ち
ぎ
子
ど
も
の
未
来
創
造
大

学
ガ
イ
ダ
ン
ス

・
宇
宙
飛
行
士　

山
崎
直
子
さ
ん

の
講
演

■
定
員　

１
，５
０
０
名（

先
着
順
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
の
み

※
詳
細
は
、
各
学
校
か
ら
配
布
さ

れ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
と
ち
ぎ
子
ど
も
の
未
来
創
造
大
学

　

 

実
行
委
員
会
事
務
局
（
栃
木
県

教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習

課
内
）

☎
０
２
８
（
６
２
３
）
３
４
０
８

第
35
回
富
士
山
・
青
少
年

国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

■
期
間

７
月
30
日
㈬
〜
８
月
３
日
㈰　

４
泊
５
日

■
場
所

山
梨
県
立
本
栖
湖
青
少
年

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
定
員

日
本
人
80
名

外
国
人
20
名

■
対
象

小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

■
内
容

富
士
登
山
、
野
外
炊
飯
体
験
、

野
宿
体
験
な
ど

■
費
用

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
費（
４
５
，０

０
０
円
予
定
）
と
旅
費
（
出
発
地

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）
の
合
算

に
な
り
ま
す
。

■
説
明
会

全
国
12
か
所
で
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。（
予
約
不
要
・
参
加
無
料
）

■
申
込
締
切

７
月
４
日
㈮

※
参
加
費
・
説
明
会
等
、
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人

国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
１

　

info@
kskk.or.jp

　

http://w
w
w
.kskk.or.jp/

■講座内容・スケジュール（全５回）
日　　時 内　　容

１ ７月26日（土）
午前９時～正午

・開講式
・ 講話「ボランティアに
ついて」、「国分寺特別
支援学校の概要につい
て」

２ ９月20日（土）
午前９時～正午

・ 講話「障がいの理解と
対応について」、「国分
寺特別支援学校ってど
んなところ」

３ 10月25日（土）
午前９時～正午

・ 実習「いろいろな障が
いを体験してみよう」

４
11月15日（土）
午前9時～午後3時
（おおぞら祭）

・ 実習　交流学習発表会
「おおぞら祭に参加し
よう」

５ 12月13日（土）
午前９時～正午

・ ワークショップ「ボラ
ンティア養成講座を振
り返って」

・閉講式

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

あ
つ
ま
れ
！

あ
つ
ま
れ
！

あ
つ
ま
れ
！

あ
つ
ま
れ
！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
し
て
い

る
団
体
の
記
事
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎（
40
）５
５
５
０
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5

イ
ベ
ン
ト

相　
　

談

就　
　

職

お
知
ら
せ

募　
　

集

臨
時
保
育
士
等
を

募
集
し
て
い
ま
す

■
応
募
資
格

・
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
保
健
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
賃
金
等

・
保
育
士　

時
給
１
，０
５
０
円

・
保
健
師　

時
給
１
，１
０
０
円

（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤

務
手
当
有
）
社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う
ち

７
時
間
45
分（
休
憩
時
間
60
分
）

※
週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有
り

■
勤
務
先　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資
格
証

の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
９

０
５
９
４

下
野
市
石
橋
５
５
２
番
地
４

下
野
市
こ
ど
も
福
祉
課

☎（
52
）１
１
１
４

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初

心
者
教
室
会
員
募
集

（
市
民
活
動
補
助
事
業
団
体
）

あ
な
た
も
一
緒
に
楽
し
い
踊
り

の
輪
に
入
り
、
心
と
体
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
を
し
ま
せ
ん
か
♪
♪
♪

■
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
者

性
別
・
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
募
集
人
数　

20
名

■
会
場　

石
橋
公
民
館

■
日
時

6
月
12
日
㈭
〜
11
月
13
日
㈭
の

　

第
2
・
第
4
木
曜
日

 

（
８
月
14
日
を
除
く
。
全
10
回
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

（
予
定
）

■
参
加
費

無
料
（
最
終
日
に
予
定
し
て
い

る
ミ
ニ
パ
ー
テ
ィ
ー
で
の
茶
菓
子

代
5
0
0
円
程
度
は
自
己
負
担
）

■
そ
の
他

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
が
で
き
る
軽

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

運
動
靴
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物
は

各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

活
動
中
の
ケ
ガ
に
備
え
、
保
険

に
加
入
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
愛
好
会

担
当
：
阿
部

☎（
32
）6
2
2
4

相　

談

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
ま
す
。

■
日
時

６
月
26
日
㈭

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員　

４
名

■
相
談
時
間

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

（
予
約
制
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

行
政
書
士
会
小
山
支
部

高
山　

久　

☎（
53
）1
6
7
2

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

■
相
談
内
容

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
売

買
な
ど
）、
商
業
・
法
人
登
記
関

係
、
多
重
債
務
関
係
、
裁
判
手
続

き
関
係
（
1
4
0
万
円
を
超
え
な

い
簡
易
裁
判
所
の
民
事
裁
判
手
続

き
）、
成
年
後
見
関
係

■
日
時

６
月
25
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
相
談
時
間

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

（
予
約
制
）

■
予
約
先

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

☎（
21
）6
3
1
2

■
問
い
合
わ
せ
先

○
下
野
市
薬
師
寺
3
3
1
1
番
地
23

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

監
事　

小
杉
孝
一

　

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

☎（
21
）6
3
1
2

○
下
野
市
医
大
前
3
丁
目
10

13

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

支
部
長　

飯
島
陽
子

飯
島
陽
子
司
法
書
士
事
務
所　

☎（
44
）4
9
1
7

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

の
実
施
に
つ
い
て

と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の
巡
回
相
談
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
補
装
具
の
適
合
判
定
や

身
体
障
が
い
者
手
帳
申
請
の
た
め

の
診
断
書
作
成
、
そ
の
他
相
談
等

を
お
受
け
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
６
月
６
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

肢
体
に
障
が
い
の
あ
る
方

■
日
時

６
月
12
日
㈭
午
後
２
時
〜

■
場
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
う
ゆ
う
館
）

■
内
容

① 

補
装
具
等
に
関
す
る
相
談
及
び

処
方
並
び
に
適
合
判
定

②
医
学
的
な
相
談
及
び
判
定

③
そ
の
他
生
活
全
般
に
係
る
相
談

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

☎（
52
）１
１
１
２
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くらしの情報

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」電
話
相
談

開
設

い
じ
め
、
い
や
が
ら
せ
、
強
制
・

強
要
、
暴
行
・
虐
待
等
、
様
々
な

子
ど
も
の
人
権
問
題
を
め
ぐ
る
相

談
に
応
じ
ま
す
。

悩
み
を
も
っ
た
児
童
・
生
徒
及

び
保
護
者
の
方
は
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

期
間
中
は
、
子
ど
も
の
人
権
問

題
に
特
に
詳
し
い
人
権
擁
護
委
員

が
担
当
す
る
予
定
で
す
。
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
開
設
期
間

６
月
23
日
㈪
〜
29
日
㈰

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
土
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
）

■
実
施
機
関

宇
都
宮
地
方
法
務
局
、
栃
木
県

人
権
擁
護
委
員
会
連
合
会

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

全
国
共
通
番
号（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

就　

職

福
祉
職
ス
タ
ー
ト

土
曜
講
座

■
対
象
者

福
祉
職
未
経
験
者
、
他
分
野
か

ら
の
転
職
を
考
え
て
い
る
方
、
福

祉
系
資
格
を
持
っ
て
い
る
が
福
祉

職
の
経
験
が
少
な
い
方
な
ど

■
会
場

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
３
階

社
協
会
議
室

（
宇
都
宮
市
若
草
１

10

６
）

■
講
座
日
程

・
第
１
回　

６
月
21
日
㈯

児
童
分
野

・
第
２
回　

７
月
19
日
㈯

高
齢
分
野

・
第
３
回　

９
月
20
日
㈯

障
が
い
分
野

・
第
４
回　

10
月
18
日
㈯

高
齢
分
野

・
第
５
回　

11
月
15
日
㈯

児
童
分
野

・
第
６
回　

12
月
20
日
㈯ 

障
が
い
分
野

■
時
間

各
回
と
も

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
内
容

⑴
講
話

「
福
祉
の
理
念
と
福
祉
職
に
つ

い
て
」、「
福
祉
職
の
仕
事
内
容
に

つ
い
て
」、「
福
祉
職
の
や
り
が
い

や
魅
力
に
つ
い
て
」
な
ど

⑵
ふ
り
か
え
り
・
懇
親
会

講
話
を
聞
い
て
の
感
想
や
講
師

へ
の
質
問
な
ど

■
定
員

各
回
20
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法

氏
名
、
電
話
番
号
、「
参
加
希

望
の
回
」
を
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
よ
り
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８（
６
４
３
）５
６
２
２

０
２
８（
６
２
３
）４
９
６
３

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立

支
援
・
就
業
支
援

県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
連
合
会

で
は
、
栃
木
県
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
パ
ル
テ
ィ
（
宇
都
宮
市
野

沢
町
４
番
地
１
）
に
て
母
子
家
庭

の
母
、
父
子
家
庭
の
父
、
寡
婦
の

方
を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン
講
習
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
同
連
合
会
へ
直

接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
パ
ソ
コ
ン
講
習
の
内
容

・ 

ワ
ー
ド
入
門
講
座
・
エ
ク
セ
ル

入
門
講
座

・ 

１
時
間
30
分
を
基
本
単
位
と
し

１
コ
ー
ス
５
回

■
研
修
日

毎
週
火
〜
金
曜
日
の
午
後
１
時

15
分
か
ら
４
時
30
分

■
開
催
期
間

平
成
27
年
３
月
末
ま
で

■
費
用　

受
講
料
は
無
料

■
受
付　

随
時

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
栃
木
県
ひ
と
り

親
家
庭
福
祉
連
合
会

宇
都
宮
市
野
沢
町
４
番
地
１

パ
ル
テ
ィ
内

☎
０
２
８（
６
６
５
）７
８
０
１

県
南
産
業
技
術
専
門
校

「
技
能
講
習
会
」の
開
催

■
締
め
切
り

各
講
座
開
催
日
の
１
週
間
前

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
立

県
南
産
業
技
術
専
門
校

（
足
利
市
多
田
木
町
76
）

☎
0
2
8
4（
91
）0
8
0
3

講座名 定員 実施期間 受講料

２次元機械ＣＡＤ 10 6月4日(水)～6日(金)
午前9時～午後4時 3,520円

栃木県収入証紙
でお支払いくだ
さい。表計算データ処理

（Excel2013 応用編） 14 6月10日（火）～11日（水）
午前9時～午後4時
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実
在
す
る
大
手
企
業
の
株
や
社

債
等
が
販
売
さ
れ
て
い
る
か
の
よ

う
に
装
っ
て
勧
誘
し
、
お
金
を
支

払
わ
せ
よ
う
と
す
る
手
口
が
あ
り

ま
す
。
名
前
を
使
わ
れ
た
企
業
が

社
債
等
の
勧
誘
を
個
人
向
け
に
行

っ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
購
入
を

持
ち
か
け
る
業
者
が
、
大
手
銀
行

や
証
券
会
社
を
か
た
っ
て
い
る
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

い
っ
た
ん
お
金
を
支
払
っ
て
し

ま
う
と
取
り
戻
す
の
は
極
め
て
困

難
で
す
。
う
ま
い
話
に
は
耳
を
貸

さ
ず
に
、
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ

う
。困

っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

※
土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

　

下
野
薬
師
寺
に
配は
い
る流
さ
れ
た

道
境
を
追
っ
て
、
孝
謙
天
皇
が

こ
の
地
ま
で
来
た
が
病
の
た
め

亡
く
な
り
、
現
在
の
孝
謙
天
皇

神
社
付
近
に
埋
葬
さ
れ
た
と
い

う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

　

今
か
ら
約
千
二
百
余
年
の
昔
、

下
野
国
薬
師
寺
の
別
当
に
弓
削

道
鏡
が
配
流
さ
れ
ま
し
た
。
か

つ
て
道
鏡
は
法
王
と
し
て
孝
謙

天
皇
（
女
帝
）
に
最
も
厚
い
信

任
を
得
て
い
ま
し
た
。

　

女
帝
は
配
流
さ
れ
た
道
教
を

あ
わ
れ
み
、
こ
の
地
に
ま
い
り

病
没
し
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
女
帝
の
崩
御
後
、

道
鏡
と
共
に
女
帝
に
仕
え
て
い

た
高
級
女
官
の
篠
姫
・
笹
姫
も

配
流
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
二
人

は
奈
良
の
都
に
は
永
久
に
帰
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
悟
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
女
帝
の
御
陵
よ
り

分
骨
を
し
て
戴
き
、
銅
製
の
舎

利
塔
に
納
め
当
地
に
あ
っ
た
西

光
寺
に
安
置
し
、
女
帝
の
供
養

に
つ
と
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
西
光
寺
は
廃
寺
と

な
り
、
村
人
達
は
舎
利
塔
を
御

神
体
に
祀
り
孝
謙
天
皇
神
社
と

改
め
、八
月
四
日
（
崩
御
の
日
）

に
女
帝
を
偲
び
、
清
楚
な
お
祭

り
を
催
し
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
二
人
の
女
官
の
墓
は
、

こ
こ
よ
り
南
五
百
メ
ー
ト
ル
位

の
所
に
、
篠
塚
・
笹
塚
と
し
て

戦
前
ま
で
保
存
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
は
そ

の
跡
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

※
参
照
資
料
…
下
野
市
観
光

　

協
会
よ
り

再
発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
な
」で
す

くらしの情報くらしの情報

大
手
企
業
の
名
前
を

悪
用
し
た
買
え
買
え

詐
欺
に
ご
注
意
!

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
2
階

生
活
安
全
課
内　

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報
（
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
及
び
テ
ー
プ
版
）
が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

２枚の写真には違っている

ところが３つあります。

見つけてみてください。

（印刷の汚れは除く。）

※答えは 55ページ

下野国分寺跡保存整備記念式展の様子▶

まちがいさがし

わかるかな？

と
ち
ぎ
女
性
政
策
塾

２
０
１
４
の
受
講
者
を

募
集
し
ま
す

〜
政
策
に

も
っ
と
女
性
の
声
を
〜

知
っ
て
、
つ
な
が
っ
て
、
届

け
よ
う
!　

自
ら
一
歩
を
踏
み

出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
女
性

の
想
い
を
行
動
に
移
す
た
め
の

ス
キ
ル
満
載
の
講
座
で
す
。
講

義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し

て
、
審
議
会
等
で
必
要
と
さ
れ

る
知
識
や
論
理
的
思
考
、
合
意

形
成
力
等
を
身
に
つ
け
ま
す
。

■
実
施
期
間

７
月
12
日
㈯
〜
11
月
１
日
㈯

■
場
所　

パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

■
受
講
料　

無
料

■
対
象

　

審
議
会
等
に
参
画
す
る
意
欲

の
あ
る
女
性
ま
た
は
自
ら
一
歩

を
踏
み
出
し
た
い
と
考
え
て
い

る
女
性
や
市
町
か
ら
推
薦
を
受

け
た
女
性
等

■
申
込
締
切

６
月
20
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
８（
６
６
５
）８
３
２
３

男
女
共
同
参
画
社
会
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小　山
警察署

若　木
小学校

新小山市民病院
ファミ
レス

4

夜間休日
急患センター
（新小山市民病院
1階外来北西部）

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
8 9 10 11 12 13 14
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
15 16 17 18 19 20 21
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
22 23 24 25 26 27 28
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
29 30
①③ ②④

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院  下野市小金井2‒4‒3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2‒7‒18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795‒4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320‒2
　☎0280－57－1011

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

■小山地区夜間休日急患センター 
新小山市民病院とは、別の医療機関になります。
小山市若木町1-1-5
（新小山市民病院1階外来北西部）
☎0285－23－6832
【診療日時】
平　日 19時～22時（内科・小児科）
土曜日 19時～22時（内科・小児科・外科）
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）       
       10時～12時、 13時～17時
       18時～21時
          （内科・小児科・外科）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028－ 600－ 0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　毎日、18時～23時
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館  休館日

◉平　日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土
1 ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土
1 ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土
1 ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ　午前9時～午後2時

10日(火) 旧石橋町建設課車庫（石橋841-3）
17日(火) 旧やすらぎ荘（小金井1189）
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
18日(水) ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日
常生活でのあらゆる相談に応じて
います。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
　6月3・10・17日、7月1・8日

　（いずれも火曜日）
児童母子相談　24日㈫
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
　6月2・9・16日、7月7日

（いずれも月曜日）
児童母子相談　23日㈪
会場：きらら館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
　6月6・13日、7月4・11日

　（いずれも金曜日）
児童母子相談　27日㈮
法律相談　6月12日㈭
会場：ふれあい館

■時間　午後1時30分～ 3時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

６
月
天平公園 しあわせ奉仕団下町支部
花広場 陶遊会

７
月
天平公園 下野市商工会女性部

花広場 下野市商工会

■問い合わせ先
　商工観光課☎48－2112

■納期　６月30日(月)
市県民税 第1期
■納期　６月30日(月)
国民年金保険料 5月分

　メールで気象情（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情
報などを配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎40－5550↑携帯電話用

ＱＲコード

（ ）

くらしの情報

日時 14日㈯
場所 南河内児童館

　
　
　
　
　
　
　

け
や
き
ネ
ッ
ト　

市
内
小
中
学
校
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

h
ttp
://w

w
w
.sc
h
o
o
l.sh
im
o
tsu
ke
.e
d
.jp
/in
d
e
x.h
tm

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。

6
June



2

臨 時 福 祉 給 付 金・
子育て世帯臨時特例給付金
支給の準備をすすめています

　消費税の引き上げに際し、負担を緩和するため、
所得の低い方には「臨時福祉給付金」、子育て世帯に
は「子育て世帯臨時特例給付金」を支給します。

4

6

下野市長選挙 ７月13日㈰
まちの話題
8
10
11

平成25年度　下半期の財政状況
18人の新市議会議員の皆さんを紹介します
木造住宅への耐震補助制度のご案内

12
13
14

連載vol.4　ねんりんピック栃木2014
平成26年度敬老会のお知らせ
男女協働参画週間

15

16

こども医療費助成
平成26年７月から現物給付の対象年齢を拡大します
地域子育て支援センターに遊びに来ませんか？

18
19
20

児童手当の手続きのお知らせ
児童手当現況届の提出について
国民健康保険からお知らせ

21
25
26

保健便り
医療コラム　国保でわかる！ 健康安心！
国民年金だより

28
30
33

Let’s SPORTS

自治医科大学附属病院　連携協働コラム
34
36 声で伝える下野市の魅力！
ＦＭラジオ番組しもつけサタデーモーニング

37
38
39

新・下野市風土記
図書館Library Information
読書人

40
56
くらしの情報
国際交流員ザブリーナ・リンのコラム

今月
の

表紙

今月の何の日

6
月
11
日

傘
の
日

「
あ
め
あ
め
ふ
れ
ふ
れ　

母
さ
ん
が

　

蛇
の
目
で
お
迎
え　

う
れ
し
い
な
」

　

日
本
洋
傘
振
興
協
議
会
で
は
、
暦
の
う

え
で「
入
梅
」に
あ
た
る
６
月
11
日
を「
傘

の
日
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

雨
の
日
は
も
ち
ろ
ん
、
晴
れ
た
日
に
日

傘
を
差
す
人
も
良
く
見
か
け
ま
す
。
様
々

な
デ
ザ
イ
ン
が
あ
り
、
そ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
性
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

日
本
で
は
そ
の
形
状
が
末
広
が
り
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら
縁
起
物
と
し
て

も
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
結
婚
し
き
の

引
き
出
物
を
は
じ
め
、
母
の
日
や
父
の
日
、

進
入
学
、
就
職
祝
な
ど
の
贈
り
物
と
し
て

も
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
に
使
わ
れ
る
洋
傘
で
す
が
、
和
傘

も
根
強
い
人
気
が
あ
り
ま
す
。
透
か
し
た

時
の
和
紙
の
色
や
雨
の
あ
た
る
音
、
香
り

や
手
触
り
な
ど
、
洋
傘
と
違
っ
た
楽
し
み

が
あ
り
ま
す
。

　

童
謡「
雨
降
り
」に
出
て
く
る「
蛇
の
目
」

は
和
傘
の
種
類
。
開
い
た
と
き
に
二
重
丸

の
中
の
丸
を
塗
り
つ
ぶ
し
た
模
様
が
蛇
の

目
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
つ
い
た
そ
う
で

す
。

激しく動く獅子と緊迫感あふれる囃子の音
に観客は魅了されました。
下野国分寺跡保存整備完成記念事業として
行われた「しもつけ薪能」での場面です。
すっかり暗くなった野外会場の舞台に焚か
れたかがり火が、能の幽玄な世界を一層盛
りあげました。

目次　Contents

市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke 
下野市公式
ツイッター

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

①
木
の
枝　

②
テ
ン
ト
の
屋
根
の
梁は
り

の
数　

③
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
リ
ボ
ン
の
数　
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■人口と世帯（5月 1日現在）
　　人口／ 60,170 人（+131）、男性／ 29,963 人（+64）、女性／ 30,207 人（+67）、世帯数／ 22,473 世帯（+177）

　

ド
イ
ツ
に
も
父
の
日
が
あ
り
ま
す
。

ド
イ
ツ
語
で「V

atertag
」（
フ
ァ
ー
タ
ー

タ
ー
ク
）
と
い
い
ま
す
。
そ
の
日
に
行

わ
れ
る
変
わ
っ
た
習
慣
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
教
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

父
の
日
と
言
っ
て
も
、
父
親
に
感
謝

を
表
す
日
と
い
う
よ
り
は
「
男
の
た
め

の
日
」
で
す
。
は
っ
き
り
言
え
ば
、
父

親
を
含
む
男
性
た
ち
が
飲
ん
で
騒
ぐ
日

で
す
。
ま
た
こ
の
日
は
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
が
昇
天
し
た
こ
と
を
祝
う
「
昇
天

日
」
で
も
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
祝
日

で
す
。
イ
ー
ス
タ
ー
の
復
活
祭
か
ら
数

え
て
、
6
回
目
の
日
曜
日
が
過
ぎ
た
木

曜
日
で
す
。
復
活
祭
と
同
じ
く
毎
年
日

に
ち
は
変
わ
り
ま
す
。
今
年
は
5
月
25

日
で
し
た
。

祝
日
の
過
ご
し
方

　

も
ち
ろ
ん
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、

基
本
的
に
次
の
よ
う
に
一
日
を
過
ご
し

ま
す
。

　

早
起
き
す
る
必
要
が
な
い
祝
日
な
の

で
、
ま
ず
は
ゆ
っ
く
り
朝
寝
坊
を
し
ま

す
。
そ
し
て
、
若
者
か
ら
年
配
者
ま

で
、
多
く
の
人
が
グ
ル
ー
プ
で
集
ま
っ

て
、
大
き
な
公
園
や
森
林
で
散
歩
を
し

ま
す
。
男
子
だ
け
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
る

一
方
、
恋
人
や
家
族
と
一
緒
に
こ
の
日

を
祝
う
人
も
い
ま
す
。
大
半
の
人
々
は

た
だ
の
散
歩
で
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
欠
か
せ
な
い
も
の
が
、
手
押

し
荷
車
に
山
盛
り
に
乗
せ
て
き
た
ビ
ー

ル
な
ど
の
お
酒
や
つ
ま
み
で
す
。
宴
会

が
始
ま
る
と
み
ん
な
段
々
と
酔
い
は
じ

め
、
騒
ぐ
人
も
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

飲
み
な
が
ら
、
ポ
ー
タ
ブ
ル･

ラ
ジ
オ

や
Ｃ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
音
楽
を
聞
い
た

り
、
歌
っ
た
り
、
歩
き
回
っ
た
り
し
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
で
作
っ
た
お
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
着
て
い
る
人
も
目
に
入
り
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
み
ん
な
お
酒
を

飲
め
ば
飲
む
ほ
ど
元
気
に
な
り
、
テ
ン

シ
ョ
ン
が
高
く
な
り
ま
す
が
、
カ
ー
ニ

バ
ル
の
よ
う
な
特
別
な
日
な
の
で
、
周

り
の
人
は
全
然
気
に
し
ま
せ
ん
。最
後
に
、

公
園
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク

を
し
た
り
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
や
レ
ス
ト

ラ
ン
で
ご
飯
を
食
べ
た
り
し
ま
す
。

父
の
日
の
ル
ー
ツ

　

一
般
的
に
、
父
の
日
は
ア
メ
リ
カ
に

ル
ー
ツ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
日
本
と
同
じ
よ
う
に

父
親
へ
感
謝
を
表
す
習
慣
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
父
の
日
の

変
わ
っ
た
過
ご
し
方
は
、
19
世
紀
末
に

ベ
ル
リ
ン
の
辺
り
で
生
ま
れ
、
当
時
は

男
性
の
若
者
に
男
ら
し
さ
を
教
え
る
目

的
で
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ

が
年
月
が
経
つ
と
と
も
に
形
を
変
え
、

現
在
の
習
慣
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

国
際
交
流
員
ザ
ブ
リ
ー
ナ
・
リ
ン
の
コ
ラ
ム

 
ド
イ
ツ
の
父
の
日

　
　
　
　
　

V
ate
rtag

国際交流

国
際
交
流
員
リ
ン
の「
び
っ
く
り
〜
ン
箱
」

第
25
回

ド
イ
ツ
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

　

今
回
の
び
っ
く
り
〜
ン
箱
で
は
皆
さ

ん
に
ド
イ
ツ
の
人
気
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

ゲ
ー
ム
の
名
前
は
『M

ensch ärgere 
D
ich nicht

』（
メ
ン
シ
ュ 

エ
ル
ゲ
レ 

デ
ィ
ヒ 

ニ
ヒ
ト
）、
日
本
語
で
は
「
イ

ラ
イ
ラ
し
な
い
で
」
と
い
う
意
味
で
す
。

ド
イ
ツ
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
に
も
知

ら
れ
て
い
る
ゲ
ー
ム
だ
そ
う
で
す
。
ち

な
み
に
ド
イ
ツ
で
発
明
さ
れ
て
い
る

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
が
毎
年
結
構
あ
り
、
評

価
が
高
い
そ
う
で
す
。

　

駒
な
ど
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

定
員
は
16
人
で
す
。
申
し
込
み
先
着
順

に
な
り
ま
す
。

■
日
時　

６
月
22
日
㈰

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所　

国
分
寺
公
民
館
、
和
室
（
竹
）

■
定
員　

16
名
（
ご
相
談
の
う
え
、
見

学
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。）

■
参
加
費　

無
料

　

子
ど
も
は
保
護
者
と
同
伴
。
６
歳
児

以
上
が
対
象
の
ゲ
ー
ム
で
す
。

■
申
込
期
間

　

6
月
11
日
㈬
〜
20
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課　

☎（
40
）５
５
５
５

　

sia.shim
otsuke@

gm
ail.com

＠Wikipedia

＠Wikipedia、ドイツのボードゲーム

飲

［
 広
報
し
も
つ
け
 ]
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